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1南部神楽調査報告書

はじめに

　県境を秋田・宮城両県と接する一関市は、古くから奥羽・北上両山系の雄大な自然がもた

らす恩恵を受け、緑豊かな農村地域として発展してきました。

　また、盛岡市と仙台市のほぼ中間に位置し、盛岡・仙台両藩の経済、文化、情報が交差す

る地理的特性から、両藩の影響を受けながらも独自の文化を育んできた地域でもあります。

　一関市を中心とする岩手県南・宮城県北地域には、この地方独特の「南部神楽」が広く分

布しています。由緒や来歴については諸説がありますが、幕末から明治ごろに成立したと考

えられ、農民によって継承されていく中で、他芸能などの諸要素を取り入れて発展してきま

した。この地に暮らす人々にとって、神楽といえば「南部神楽」というほど身近な芸能であ

り、古くから地域に愛され、今日まで伝えられてきました。

　しかし、近年の過疎化や少子高齢化などに伴って担い手が減少し、深刻な後継者不足から

衰退の危機に直面する団体もあるなど、芸能の保存・伝承が難しい時代を迎えています。

　そこで、一関市教育委員会は、今後の保存・伝承の道筋を探るため、平成 26、27年度の

２カ年、「南部神楽調査研究事業」を実施しました。専門の知識を有する学識経験者で構成

する「一関市教育委員会南部神楽調査研究チーム」を設置し、南部神楽が地域の中で育まれ、

継承されてきたことに着目して、主に民俗学的視点から「芸態の変遷」「伝承の実態」「芸能

と地域との関わり」などについて調査しました。

　当市の南部神楽は、住民の連帯意識、郷土愛、古里への誇りなどを醸成する一翼をも担う

地域コミュニティーの象徴でもあります。本調査の成果をもとに、一関で伝承されてきた南

部神楽の価値や魅力が多くの人に再認識され、さらに広がることを期待するとともに、地域

の大切な財産として次代へつなぐまちづくりを推進してまいります。

　最後になりましたが、本調査にご尽力いただきました追手門学院大学地域創造学部教授橋

本裕之様、岩手大学客員准教授千葉信胤様、市内神楽団体及び関係者の皆様、資料や情報を

提供いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

　平成 28年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　一関市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　小菅　正晴
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例言

１．本書は岩手県一関市教育委員会が平成 26、27年度に行った「南部神楽調査研究事業」に係る調査報告書

　　である。

２．調査は、市内各地の南部神楽の伝承、芸態、現在の活動の様子を把握、記録し、今後の保存伝承に資する

　　ことを目的として行った。

３．調査の一環として行った南部神楽上演会のうち 27年度実施分（全 4回）は、独立行政法人日本芸術文化

　　振興会の「平成 27年度芸術文化振興基金助成金」の補助を受けて開催した。

４．調査主体は、一関市教育委員会である。

５．調査体制は以下のとおり。

　　一関市教育委員会南部神楽調査研究チーム

　　主席調査員　　追手門学院大学地域創造学部教授　　　　　　　　　橋本　裕之

　　主任調査員　　岩手大学客員准教授　　　　　　　　　　　　　　　千葉　信胤

　　調　査　員　　一関市教育委員会文化財課文化財調査研究員　　　　東　　資子　

　　事務局

　　（平成 26年度）生涯学習文化課　　 課長　　　　　　　　今野　薫

　　（平成 27年度）文化財課　　　   課長　　　　　　　　佐藤　武生

　　　　　　　　　　　　 　  文化財係長　　　　　畠山　浩

    　　 主任主事　　　　　　小山　充

    　　 文化財調査研究員　　東　資子　

６．調査期間は、平成 26年４月１日から平成 28年３月 31日までである。

７．調査対象は、市内で活動している南部神楽団体を中心にその他の団体、南部神楽（鶏舞）を伝承活動に取

　　り入れている小・中学校などとした。

８．演目の名称などの表記は、それぞれの団体で伝承されているとおりとし、統一はしていない。

９．写真は、調査員または一関市ならびに一関市教育委員会が撮影したものである。

10．岩手県南・宮城県北神楽大会プログラムは厳美市民センターから、東磐井郡下神楽大会プログラムは長

　　澤由利氏と千葉良夫氏からそれぞれ提供を受けた。
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●
夏山神楽

本文中で紹介する 32 の南部神楽（ただし、「休止している南部神楽」は含まない）
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Ⅰ　南部神楽調査研究事業
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　南部神楽は、一関市を代表する芸能といわれて

いる。春や秋にはどこかの神社で鶏舞が奉納され

ており、各地の芸能祭では義経ものなどの演目が

繰り返し上演されている。

　しかし、これまで必ずしも保護や支援が十分に

行われてきたとは言い難い。

　市は昭和43年（1968）に『一関市文化財調査報

告書第５集・６集』で他の民俗芸能とともに市内

南部神楽の概要や演技本についてまとめた。また

平成７年（1995）には『一関市文化財調査報告書

第14集　南部神楽系譜調査報告書』として市内団

体の系譜を詳細にし、県内の各地や宮城県にまで

及ぶ地域的広がりの中での各団体の位置付けを明

らかにした 。これらの報告書によって芸能とし

ての南部神楽の位置付けが明らかになり、各団体

の系譜が整理された。

　南部神楽を芸能として評価できた一方、実際の

活動について民俗学的な関心は払われてきておら

ず、市内にある保存団体の数すら正確には把握で

きていなかった。

　そこで市は、南部神楽団体の全体像の解明と活

動状況の把握のために、平成25年度に予備調査

を行い、そのデータに基づき平成26年度から2カ

年の「南部神楽調査研究事業」を実施した。前岩

手県文化財保護審議会委員橋本裕之主席調査員

（追手門学院大学教授）に主に民俗学的調査を、千

葉信胤主任調査員（岩手大学客員准教授）に研究

史の見直しをそれぞれ依頼し、市内の南部神楽を

多角的に評価できる枠組みを作り、今後の保護・

継承につなげる調査に取り組んだ。

　調査によって南部神楽は、従来考えられていた

以上に、祭礼など地域との強い結びつきの中で伝

承されていることがわかった。

　一方、地域との結びつきが希薄になっている団

体も少なくないことが見えてきた。各団体の課題

である継承を支援する方策を考える中で、地域と

の関係性に直接働きかける試みとして「地域公民

館上演事業」が橋本氏から提案され、調査事業の

一環として、また調査事業の発展形として試行す

ることになった。この試みが各団体からの支持を

得て、予想以上の成果を挙げたことは、後述のと

おりである。今後は、継続的かつ自主的に地域で

の上演が行われていくような支援が必要である。

　市内の南部神楽は、その時代によって性格や役

割を変化させながらも今日まで継承されてきた。

それは、地域の安寧を地元神社に祈るためのもの

であったり、地域の人々が夜長に楽しむ娯楽で

あったりするなど神事性と芸能性を併せ持ってお

り、状況に応じてそれを柔軟に選択し、自らの芸

を磨くことによって継承してきた地域の文化であ

ることを再確認することができた。

　調査を担当した橋本裕之氏、千葉信胤氏から

それぞれの視点で南部神楽の評価をいただき（Ⅰ

章）、各団体の現在の状況を列記する（Ⅱ章）。ま

た、今回の調査研究事業において特筆すべき取り

組みである上演会は、それぞれ記述する（Ⅲ章）。

さらに、今回の調査では十分に取り上げられな

かった神楽大会については、過去の演目を掲載し

て資料化するとともに今後の調査の課題にするこ

ととした。

　調査の状況は、次頁の表のとおりである。

ほかに基礎資料として村上護朗氏の『南部神楽』（昭和49年　一関プリント社出版部）、一関市民俗芸能団体協議会南部神
楽部会の台本集『一関地方のおかぐら』（平成16年｟2004｠）などもある。

調査の経緯と概要
地域 芸能の名称 聞き取り 祭礼等

一関

一関夫婦神楽 H26.5.2 H26.5.2（温泉神社例大祭）、H27.9.12（金沢神社祭礼宵宮）
市野々神楽 H26.6.16、8.20
沢田神楽・一関神楽 H26.8.21
下黒沢神楽 H27.7.17、11.26
達古袋神楽 H26.5.7 H26.4.14（達古袋八幡神社春季大祭 ）
富澤神楽 H26.4.18 H26.4.18（田村神社例祭）、H26.11.2（蚕養神社祭祀）
中里鶏舞踊り隊 H26.11.29 H27.2.28  中里鶏舞上演会
古内神楽 H26.4.28 H26.11.30  古内神楽上演会
牧澤神楽 H26.5.7 H26.9.21  牧澤神楽上演会
瑞山国首神楽 H26.6.9
南沢神楽 H27.11.2 H27.10.25（吾勝神社祭礼上演会）
山谷神楽、山谷小学校神楽 H27.11.4 H27.10.25（収穫祭）
蓬田神楽 H26.6.6、16 H26.9.6  蓬田神楽上演会（天満宮例祭）

花泉

白浜神楽 H26.6.6、H27.5.8、23、8.30 H26.9.15（涌津神社）、H27.9.26　白浜神楽上演会
大門神楽 H26.9.8、H27.10.25、11.1
永井地区郷土芸能伝承保存会 H26.8.20
奈良坂神楽 H26.8.20

大東
京津畑神楽 H26.12.1 H26.4.6（荒川神社例祭）
瀬台野流市之通神楽 H26.9.22、H27.6.14 H26.4.29（興田神社例祭）、H27.6.28  市之通神楽上演会
天狗田代々神楽 H27.7.20、10.24 H27.12.13  天狗田代々神楽上演会

千厩
愛宕神楽 H26.8.19 H27.7.18、20（愛宕神楽祭礼）
奥玉神楽同好会 H26.8.19
新浪神社鶏舞保存会 H26.8.19

東山 夏山神楽 H26.8.21
室根 浜横沢神楽 H27.6.29
川崎 布佐神楽 H26.7.21 H26.4.29（発表会）

藤沢

黄海神楽 H26.9.22
下大籠南部神楽 H26.8.20 H27.10.18（神明社神社例大祭）
藤沢本郷神楽 H26.8.19 H26.9.7（葉山神社例祭）、H27.7.12  本郷神楽上演会
増沢神楽 H26.12.1 H26.4.27（吉祥寺観音講）

学校

赤荻小学校 H27.4.15、22、5.20
中里小学校 H27.5.19
萩荘小学校 H27.5.11、21
一関東中学校 H27.5.17（運動会）
萩荘中学校 H27.5.14、16 H27.5.16（運動会）
本寺中学校 H27.10.24( 文化祭 )
金沢小学校 H27.5.14、21
永井小学校 H27.5.11、12、23 H27.5.23（運動会）
花泉小学校 H27.5.12
磐清水小学校 H27.5.12
黄海小学校 H27.5.18

全域 報告会 H27.12.14

各調査は、調査員１～３人で行った

調査の状況

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業 調査の経緯と概要
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はじめに
　ここでは、南部神楽に関するこれまでの調査研究

活動の歩みを概説する。前半は研究史のあらましを、

主として一関地方を中心に時系列にそって概観した

い。次に研究史を踏まえつつ、先行研究の問題点を

整理し、あわせて今回の「一関市南部神楽調査事業」

の取り組みで我々が目指したことや研究史における

本調査の位置付けを示す。その上で、これからの調

査研究で望まれる事柄を列挙し、南部神楽研究の将

来を展望してみたい。

１．南部神楽の調査研究史
　研究の嚆矢
　いわゆる南部神楽について研究者の立場から

初めて言及したのは本田安次であろう。昭和９年

（1934）『陸
りくぜんはま

前濱乃
の

法
ほ う い ん か ぐ ら

印神楽』には南部神楽の舞台飾

り関する記録と共に氏の南部神楽に関する所管が散

見される。その中でも代表的な一文を紹介したい。

　南部神楽　この神楽の起りは一ヶ所だけではな

かったらしい。もと素人は神楽を舞うことは禁ぜられ

ていたもので、それでも禁を犯し、夜分山中等にて稽

古をなし、或は真似慰む者があった。これらが維新に

際し、法印泯びると共に大ぴらに名乗り出し、法印神

楽に尚種々の新工夫をこらし、諸祭礼等に演じ出し

た。(中略）明治以後、陸中南部、陸前北部一帯に大

流行を来し、殆
ほとん

ど農家の者の副業の観をさえ呈
てい

するに

至ったもので、妙なことに仙台領では是を南部神楽と

称し、南部領では仙台神楽と言い、或は風流神楽とい

う所もあり、単に土地々々の名を冠して呼ぶことも多

い。舞そのものの中には、折々山伏神楽、番楽、法印

神楽、或はけんばい等に脈を引く美しく優雅な型も見

受けられるが、その台本は、折
せっかく

角の思いつきあったに

かかわらず、手法多く幼稚拙劣で、殆ど見るべきもの

がない。

(後略）

　昭和4年（1929）宮城県の石巻中学校に赴任した

本田は、近隣の法印神楽に親しみつつ、たまさか「南

部神楽の華麗古雅な女舞」に出会った。それがきっ

かけで早池峰の神楽へと誘われ昭和17年（1942）、

『山伏神楽・番楽』を上梓することになる。南部神楽

は早池峰神楽研究への架け橋になった芸能である

にもかかわらず、その評価は上述のとおり非常に手

厳しい。わが国の民俗芸能研究の草分けであり、後

に第一人者となった本田の見解は研究者や文化財

保護行政における南部神楽の位置付けに大きな影

響を及ぼすことにもなった。

　ただし、本田は上述のような見解を示しながら一

方で、南部神楽の芸態や演目について早い段階から

調査を進めており、『陸前濱乃法印神楽』に４番の演

目台本と神歌13曲、また『宮城県史』には宮城県内

南部神楽研究の過去・現在・未来
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南部神楽研究史

一関市教育委員会南部神楽調査研究チーム
主任調査員

の南部神楽６団体の調査記録を取り上げている。こ

れらはいずれも昭和20年代以前の調査記録であり、

その資料的価値は高い。

　なお、本田による一連の研究と同時期のものに、

高橋梵
ぼんせん

仙の「陸中萩荘の神楽歌」（昭和10年）があ

る。本間幸蔵なる一関市萩荘の神楽師匠が明治38

年（1905）に編んだいわゆる「カンダイ本」を写した

もので、神楽神代記として10演目、神代記６演目が

収録されている。高橋は、「神楽の起源並に状態につ

いても述べて見たい事もあるが、其れは後日の機会

に譲ることとする」と記すが、続編の情報は得られて

いない。

　また、『郷土の伝承　第三輯』（昭和10年）に「神楽」

の一章があり、氏川楢山により「栗原神楽」として宮

城県栗原郡における神楽の概要と神楽歌及び７演目

のセリフが、成田芳夢により「南部神楽」として鐘巻・

篠田の森のセリフおよび数曲の神歌が収録されてい

る。

　研究の進展
　第二次世界大戦後、主として昭和30年以降であ

るが、水沢（奥州市）出身の森口多里が岩手県内の

南部神楽について芸態を中心に克明な調査を行っ

ており、その成果を『岩手県民俗芸能誌』（昭和46

年）におよそ100ページにわたり掲載している。森口

は「南部神楽」を用いず、それを「セリフ神楽」と総

称している。それは、この神楽が「法印とは関係のな

い農民の神事舞で、宮城県では南部神楽とよんでい

るが、旧南部領の芸能ではない」こと、また山伏神楽

と違って登場人物が「高らかにセリフを語る」芸態の

特長から「セリフ神楽という名称を仮に用いている」

としている。

　昭和42年（1967）、一関市教育委員会は民俗芸能

調査を実施。ここに初めて市内（旧市）神楽団体の状

況が把握され、翌年『一関市民俗芸能調査報告書』

としてまとめられた。報告書は神楽だけでなく、鹿子

踊、獅子舞、田植踊など芸能全般にわたるが、とりわ

け神楽の記述が充実している。市内における神楽の

分布に始まり、由来伝承や流派、舞台・囃子も含め

た芸態のほか、個別調査として当時17あった保存団

体の由来や現況、さらには「資料」として団体所有の

神楽台本４種を翻刻した労作である。本報告書の編

集主任として阿部正
まさ

瑩
え

（市教委社会教育課長）、庶

務に佐藤丕
ひろ

基
き

（同社会教育主事）の名が見られる。

　他には、当時一関市文化財調査委員だった市内弥
や

栄
さかえ

の滝口千里が私家版の郷土誌叢書として発行し

た『磐井のほとり』第二輯（昭和44年）に「この地方

の神楽」があり、当時の古老から聞き取った伝承な

どが記されていて貴重である。後に『一関市史第３

巻各説Ⅱ』（昭和52年）に収録される「民俗芸能」の

章は滝口が担当しており、神楽については前掲書を

ベースにしつつ補筆改訂したものであった。

　一方、大東町の村上護朗は40年（1965）以降独自

に岩手県南・宮城県北の神楽団体を調査し、その研

究成果をまとめて『南部神楽』（昭和49年）を自費出

版した。地方出版物ながら南部神楽に関する唯一の

単行書籍であり、その充実した内容から研究者およ

び神楽団体の師匠等に広く普及した。54年（1979）

には改訂再版されている。南部神楽は自治体や地域

単位で調査されがちだったが、これにより初めて岩

手県南・宮城県北の広範に分布する芸能の全容が

把握されたのである。

　57年（1982）、千葉雄
ゆう

市
いち

の「南部神楽―その祖形

と特色」は、全国区で南部神楽を紹介したものとし

ては、おそらく先述の本田・森口に次ぐものであろう。

小論ではあるが、南部神楽の概要を整理分析すると

ともに各地で開かれる競技大会の盛況ぶりを紹介す

るなど、簡潔にして示唆に富む内容である。過去の

本田による南部神楽の評価を詳細に分析している点

も重要である。

　なお、この頃になると、それまでとは異なった視

点からの評価が現れる。阿部幹男は「わたらいの芸

能　奥浄瑠璃」（平成2年）を著し、衰滅した奥浄瑠

璃の演目を南部神楽の劇舞が継承していることに注

目。「さながら、奥浄瑠璃の演劇ショー」と評価して

その重要性を指摘、また、石井正巳か「『万狂言本』

南部神楽研究の過去・現在・未来
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の翻刻」（1992）において、一関市厳美町の小猪岡に

伝来した南部神楽の狂言本、いわゆる道化台本に注

目し、その演目の多様性や出自について「そのあり方

というのは、平安末期の『新猿楽記』に記録された、

猿楽の徒が演じた数々の物真似と通い合う」と評し

ている。

　平成４年（1992）、一関市教育委員会は先述した

昭和42年（1967）の民俗芸能調査報告書に携わっ

た阿部正瑩等を中心に３カ年にわたって南部神楽の

系譜調査を実施し、その成果を『南部神楽系譜調査

報告書』（平成7年）に示した。調査は岩手県南・宮

城県北全ての南部神楽団体を対象にしたもので、詳

細な系譜分析を中心に「南部神楽」の名称成立等も

含めて考察している。また、平成10年（1998）には、

佐藤丕基が「一関地方の神楽（南部神楽）」を発表。

佐藤もかつての調査に携わった一人であり、おおよ

そは前述の『系譜調査報告書』によっているが、神楽

の後継者づくりについて特に一章を設け、市内の小・

中学校における神楽の伝承活動についてまとめるな

ど、独自の視点からの記述も見られる。阿部、佐藤両

者共に、南部神楽の名称成立について自論を展開し

ている点も興味深い。

　平成13年（2001）、千葉雄市は東北歴史博物館の

研究紀要『宮城県の民俗芸能』で南部神楽を取り上

げ、南部神楽成立の背景、様式・芸態、そして「南部

神楽」という名称成立の問題等を中心に自身の研究成

果をまとめている。千葉の南部神楽研究の集大成であ

り、それまでの南部神楽研究史全体を踏まえつつ将来

の調査・研究における指標を示しており重要である。

　一方、平泉町の平泉郷土館（現平泉文化遺産セン

ター）は、平成11年（1999）から３カ年にわたり「伝

統芸能伝承団体支援事業」を実施。その一環として

南部神楽情報誌『かぐらの「わ」』全９冊（監修・執

筆：千葉雄市　編集・執筆：千葉信胤）を刊行した。

そのうち本編６冊では、南部神楽の成立や芸態に関

する基礎的な内容を軸とし、その舞踊が持つ芸術性

に注目して編集した。主要演目、ゆかりの地や伝承

団体の活動紹介のほか、阿部幹男の研究成果に基

づき演目に見られる古典文学との関連性に光を当て

て継承の重要性を説くなど、南部神楽全般の再評価

や後継者育成のヒントを提供することにも配慮した。

また、南部神楽に関わる主要な研究成果を集成した

データ編３冊では、伝承団体の分布状況や定期的な

発表機会に関する情報も掲載するなど、総体として

南部神楽の魅力と課題を紹介しながら、伝承者・鑑

賞者・研究者の交流促進を目指したのである。

　その後、およそ10年にわたり南部神楽研究に大き

な動きは見られなかったが25年（2013）、東北歴史

博物館から『南部神楽に親しむ』が刊行された。22

年（2010）から３カ年実施された「南部神楽活性化

事業」の一環によるもので、執筆した笠原信男はそ

れまでの研究を網羅しつつ、南部神楽成立の歴史的

背景・名称の問題・団体の分布状況・系譜・芸態・

演目・奥浄瑠璃との関係に至るまで詳細に調査し

ている。主として千葉雄市による研究成果を引き継

ぐものながら、その内容の豊富さは今後、南部神楽

研究に取り組もうとする人にとって最良の手引書と

なった。この笠原による取り組みは、南部神楽研究

史におけるマイルストーンとして高く評価されるも

のである。

　以上、南部神楽に関するこれまでの調査・研究を

概観するならば、その研究史はおおよそ百年の長き

にわたるものの、決して体系的になされてきたものと

は言いがたく、その進展も遅々としたものであったと

いわざるを得ない。そうした中にあって、昭和50年

代以降における千葉雄市および平成10年代以降の

笠原信男による活動は、継続的に南部神楽成立の背

景及び伝承団体の系譜・芸態を調査研究した唯一

のものとして特筆されよう。

　

２．先行調査研究の問題点
　地域との関わりという視点から
　南部神楽に関するこれまでの調査・研究は、その

多くが芸態・系譜や名称の起源に言及するもので

あった。つまり調査者の関心（まなざし）は常に芸態

分析や源流探しに向けられてきたと言っても過言で
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はない。筆者が主導した『かぐらの「わ」』もまた芸態

を中心に再評価を試みた取り組みの一つであったと

言わざるを得ない。

　一方で、神社祭礼における儀礼や地域社会におい

て南部神楽が果たしてきた役割・しきたりなど、い

わば継承の場における活動の状況や神楽団体を支

え続けた周辺との関係・位置付けといった視点から

の調査研究が皆無だったことは否めない。

　管見する限り、森口多里が水沢市羽田（現奥州市）

の出羽神社田植祭で行われる「神招き」以下神事に

関わる神楽舞に触れた村上護朗が宮城県石越町の

赤谷神楽における神おろしについて数行記すだけで

あった。

　千葉雄市は「神楽を行うなかに、神楽本儀として

の儀礼や慣行が定まっていない」「元来、民衆神楽と

して発生変容をみたもので、神事の神楽ではない」

としながら「実態は現在でも神社祭礼において演舞

されることが多く、土地の鎮守の付属神楽となって

いるものが少なくない」と記し、笠原も「神楽とはい

うものの神社の関係は直接的というわけではない。

しかし、まったく関係がないというわけでもなく、地

域の人たちが神楽組を作っていることから、その地

域の神社との関係が深まり、地元の神社との結び付

きが深まり、神社付属とまでいかなくても、神社の祭

礼で行われる、あるいは他所で行われる神社の祭礼

に招かれる神楽が増えている」としながら、いずれも

その具体に言及されることはなかった。南部神楽の

研究において「個々の神楽団体と地域社会の関わり

あい」は、ことさら重要な論点とは見なされなかった

のである。

　しかし、現在活動中の南部神楽団体の大方の状況

を見る限り、地域に存在する鎮守社等の祭礼での演

舞や学校における発表および伝承活動など、伝承団

体にとって地域コミュニティーの中で果たしている

役割が他の民俗芸能と比べてことさらに小さなもの

とはいいがたい。

　また、個々の伝承団体にとって、毎年各地で催さ

れる神楽競技大会や自治体主催の芸能祭などへの

出場・演舞、あるいは他地域の神社例祭や祝儀等に

招かれての演舞などが、彼らの活動の中で大きなウ

エートを占めていることは事実だが、伝承活動を継

続し、かつ後継者を育成していく営みの中で彼らの

モチベーションを支えているものは、やはり学校を

含む地域コミュニティーにおける伝承活動の役割や

地域社会との関わりあいに求められるのではなかろ

うか。

　そのように考えるならば、時代の変遷に流動的で

あったにせよ伝承活動における儀礼や慣行にはそれ

なりの意味がある。また、他の神事芸能ほどではな

いにせよ神社祭礼との関わりあいに目を向け、仮に

ささやかなものであったとしてもそこから信仰や宗

教性の存在をくみ取るなり、慣行の持つ機能を民俗

学の視点から批判するなりすることも大切なことで

はないか。そのためには、南部神楽団体それぞれの

活動実態に対する追跡調査は不可欠であり、とりわ

け神社祭礼等で神楽が演ぜられる前後も含め、地域

コミュニティーにおける彼らの姿を注意深く観察す

ることが求められる。それは、個々の団体の由来や系

譜を訪ね歩くことにもまして重要であり、かつ総体

としての南部神楽を民俗芸能として評価し、その価

値を明らかにするためには必要最小限の作業ではな

かったか。

　さらに、その成果に基づいて地域コミュニティー

を維持する重要な要素として南部神楽の伝承活動を

積極的に評価することができるならば、地域住民に

よる価値の再発見、さらには文化財としての評価も

可能となる。民俗芸能が果たしている役割を再認識

し、その価値を共有することは、後継者育成をはじ

めとするいくつかの課題解決に直結するであろうし、

伝承活動の促進にも有意義なことと思われるのであ

る。

　平成25年（2013）春、岩手県は一関市川崎町の布

佐神楽を無形民俗文化財に指定、南部神楽として

は岩手・宮城両県において初の県指定団体が誕生

した。それまで、民俗芸能の研究者および行政関係

者等から等閑視されてきたきらいが、なきにしもあ

南部神楽研究の過去・現在・未来
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らずであり、一関市教育委員会は布佐神楽の指定と

前後して、市内の南部神楽伝承団体についても文化

財として積極的に再評価すべく調査を進め、26年度

（2014）から２カ年にわたり「南部神楽調査研究事業」

を実施した。過去の調査・研究の歩みを振り返りな

がら、課題を整理し、事業に臨んだところである。

個々の伝承団体調査では特に「地域との関わりあい」

を主眼とし、個別に神社祭礼や学校での活動など伝

承活動の現場に足を運び、関係者の生の声を拾うこ

とに努めた。また、単なる芸態・慣行の聞き取りに終

始せず、地域のおいて上演会を開催し、伝承活動の

活性化を図ることにした。いわば伝承活動の周辺を

意図して巻き込み、コミュニティー全体で南部神楽

が伝承されることの意義を認め合いながら価値を再

発見・再認識し、未来へつなげていく機会と捉えた

のである。

　いずれにせよ、本調査は南部神楽研究が新段階を

迎えた最初の取り組みとして、また、行政による伝承

活動支援の試みとして評価されよう。

　

今後の展望
　今後の調査研究の方向性について、主として南部

神楽の成立史に関し、私見を述べておきたい。まず

系譜調査については、笠原等の研究成果からその全

体像が概観できるようになった。今後はそれらを踏

まえ、より具体的に内容を深めていくことが望まれよ

う。また、それとあわせて、南部神楽の影響を受けた

と考えられる山形県酒田市の本
もとだて

楯神代神楽をはじめ

とする庄内地方に伝承される神代神楽や北海道上川

郡清水町の松沢神楽など開拓移民に伴って伝播した

芸能の調査研究が待たれる。これらは、継承された

頃の芸態を一面においてよく保存しており、南部神

楽の古態を知る上で重要な手がかりになると思われ

るからだ。なお、庄内地方の神楽については、すでに

戸川安章による「酒田市本楯の神代神楽」（1958～

59）、酒田市民俗芸能保存会による「酒田の民俗芸

能」（1993）があり、それらに基づいた研究を深める

ならば、比較的容易に成果が挙げられよう。

　次に、近世仙台藩北部地方で南部神楽以前に存

在していた法印（修験）の神楽の実態解明が望まれ

る。南部神楽の芸態を形成するのは、仙台藩北部地

方の法印神楽と盛岡藩早池峰系山伏神楽と見られ

ているが、近世の内陸部における法印神楽の実態は

未だ詳らかでない。かつて、千葉雄市が本田安次の

調査を踏まえて追跡調査を行い、一定の成果を挙げ

ているが、果たして宮城県北部沿岸地帯を中心に伝

承されるいわゆる「浜神楽」と同一のものと断じてよ

いものか、その確証を得るまでには至っていない。そ

の解明には、今後さらに踏み込んだ調査研究が必要

となろう。その際、現存する古い神楽面や詠儀本等

の資料集成はもちろんだが、近世の古記録等から思

わぬ情報が得られる可能性を指摘しておきたい。か

つて、本田安次は文化６年（1809）ごろに成立した菅

江真澄の『鄙
ひ な の ひ と ふ し

廼一曲』に「道奥の国胆沢の郡神楽唄」

の記載を、また森口多里は天明７年（1787）古川古

松軒の『東遊雑記』に栗原郡金成（現栗原市）の神楽

についての記述を見つけて紹介したが、このような

古記録の発見は今後も起りうる。それらが充分な史

料批判を経た上で活用されるならば、近世法印神楽

の解明に大いに役立てられよう。

　あわせて、岩手県南・宮城県北の内陸部における

近世修験の活動についても研究が深められることを

期待したい。当地方は近世中期以降、羽黒派修験の

勢力が伸張したとされ、神楽の継承や南部神楽成立

の背景に羽黒派修験の活躍があったと想定される

が、近世村落に居住した里修験による神楽の伝習・

継承の実態などは今のところ不明というほかない。

修験研究の進展に伴って、神楽継承の姿もまた浮か

び上がってくるのではないか。

　一方、幕末・維新期に仙台・一関藩内で「南部神楽」

と呼称された芸能の実態解明も重要である。すでに

千葉雄市の研究により二つの同時代資料が紹介され

ているが、さらに近年新たに興味深い史料が発見さ

れたことを報告したい。弘化４年（1847）、一関藩医

笠原耨
どうあん

庵の手になる画譜『宣寿院様在所御下之節御

遊覧毎所真写』がそれで、「神楽　於舞台修験勤之」
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『陸前濱乃法印神楽』本田安次（1924）
『山伏神楽・番楽』本田安次（1942）
「陸中萩荘の神楽歌」高橋梵仙『郷土の伝承　第三輯』所収（宮
城県教育会篇1935）
「神楽・舞踊」本田安次『宮城県史19民俗』所収（宮城県1956）
「セリフ神楽」森口多里『岩手県民俗芸能誌』所収（錦正社
1971）
『一関市民俗芸能調査報告書』（一関市教育委員会1968）
『南部神楽』村上護朗（一関プリント社1974、再版1979）
「南部神楽―その祖形と特色」千葉雄市『まつりと芸能の研究
上巻』（錦正社1982）
「わたらいの芸能　奥浄瑠璃」阿部幹男『芸能』32-5（桜楓社
1990）
「『万狂言本』の翻刻」石井正巳『日本私学教育研究所調査資料』

第166号1992）
『南部神楽系譜調査報告書』（一関市教育委員会1995）
「南部神楽の系譜について」阿部正瑩『岩手県南史談研究紀要
25』（岩手県南史談会1996）
「一関地方の神楽（南部神楽）」佐藤丕基『郷土の文化シリーズ

26』（一関市教育事務所1998）
「南部神楽」千葉雄市『宮城県の民俗芸能』所収（東北歴史博物
館2001）
『かぐらの「わ」』千葉雄市・千葉信胤（平泉郷土館 1999～
2002）
『南部神楽に親しむ』笠原信男（東北歴史博物館2013）
「酒田市本楯の神代神楽」戸川安章『庄内民俗』所収（庄内民俗
学会1958～ 59）
「酒田の民俗芸能」酒田市民俗芸能保存会（1993）

「南部神楽　黒沢村西光寺」と題された二点の絵が

収められている。前者「神楽」は法印神楽の「叢
むらくも

雲」

（大蛇退治）とみられるが、後者「南部神楽」はどの

ように解釈されようか。頭上に毛采、腰に刀を差し、

両手に扇・幣束を取って軽快に踊る４人の舞手が描

かれている。場所は黒沢村西光寺、現一関市萩荘字

中町の西光寺であった。これまでの系譜調査によれ

ば、黒沢の神楽は南部神楽の源流の一つと目されて

いるが、それとの関係も明らかではない。また、本画

譜成立の背景から、ここに描かれている「南部神楽」

は、当時の一関藩に公認された芸能と見ることも可

能である。いずれにせよ、幕末一関藩に「南部神楽」

と公称される芸能が存在していたことを示す第一級

史料である。「南部神楽」の実像解明には、このよう

な史料の蓄積と研究も必要と思う。

　かつて、千葉雄市は「南部神楽」なる呼称につい

て、「現地のものではない、あるいは他所から移入さ

れたというニュアンスが強く感じられる」と語った

が、その指摘は正
せいこく

鵠を射たものと言わねばなるまい。

さらに踏み込むならば、その「南部の神楽」が一関地

方に定着した経緯は如何なものであったろう。この

芸能が抱えるさまざまな特質を考えていく上で、そ

の実態の解明が強く望まれるのである。

　南部神楽の伝承活動はその担い手を核に、彼らを

取り巻く地域の人々の支えが不可欠である。そして

神楽愛好者を中心とする理解者の応援が活動をさら

に促進させてきた中で研究者が成し得る事は、調査

研究を通して芸能の価値を高めてゆくことにある。

その意味からも南部神楽研究が今後ますます進展す

ることを心から願ってやまない。

◆参考　『宣寿院様在所御下之節御遊覧毎所真写』より（一関市博物館所蔵）

「南部神楽　黒沢村西光寺」「神楽　於舞台修験勤之」

◆引用文献（本文の紹介順）
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1　一関市の南部神楽調査
　いくつかの経緯
　私が南部神楽と出会ったのは、平成21年（2009）

に布佐神楽を見た時です。ずっと民俗芸能の研究

者として山伏神楽などを見てきたにもかかわらず、

南部神楽は知りませんでした。布佐神楽の一ノ谷の

合戦を見た時、私は単身赴任中だったので、娘が別

れ際に「パパ行かないで」と言う様子と、神楽の敦

盛と妻の別れのシーンが重なって、感動してしまい

ました。別れることに対する自分の状況をその場面

に投影してしまい、感動が引き起こされたのです。

　それで、「あ、すごく良いな」と思ったのが最初

でした。そこで布佐神楽を訪ね、かかわりが始ま

り、南部神楽初の岩手県指定無形民俗文化財にす

ることにつながりました。また、平成22年、23年

と一関文化センターの上田崇晶さんに連絡して

「一関民俗芸能祭」を見に行き、石川浩会長はじめ

一関民俗芸能団体協議会の方々とお会いしまし

た。その時にみなさんから一関市の文化財行政に

関するご不満を聞きました。これらが一関市との

かかわりの経緯です。

　系譜調査から民俗調査へ
　一関市には南部神楽保存団体からの要請があり、

また布佐神楽の県指定のこともあってか、南部神楽

調査を行うことになり、私に依頼がなされました。

しかし、それまで一関市では系譜調査のようなこと

しか行われてきておらず、行政的には民俗芸能に対

する取り組みもあまりなされていないという現状だ

と思いました。無形民俗文化財である以上は、元祖

がどこかという話ではなく、今、地域社会の中でど

う伝えられているかをきっちりと評価して、また指

定してもすぐに解散になることのないように、未来

永劫きっちりと伝えていけるような環境を作ってい

る団体であるかどうかを調査の中で明らかにして

いくことが必要だと思っています。そのような意味

で、私は少し視点を変えて、いわゆる民俗調査をし

ていきたいと思い、「一関市南部神楽調査研究事業」

を引き受けました。

　誰も気づかなかった特徴
　調査に入るとすぐに、神楽をする本人たちが全く

価値に気づいておられなかった特徴に立て続けに

出会うことになります。最初に衝撃を受けたのが、

達古袋神楽でした。７地区を巡行し、それぞれの地

区で鶏舞を奉納していました。これはのちに聞けば、

宮城県北部地方では普通のことらしいのですが、南

部神楽と地域とのかかわりを強烈に意識させる行事

でした。また、富沢神楽は接
せったいがはら

待原に祀られている蚕

の神様に対して、「上げ神楽」で鶏舞を奉納するとい

います。さらに増沢神楽は吉祥寺の観音講でおばあ

さんたちの楽しみとして神楽を見せていたのです。

　こうして、ホールや大会、競演大会で見せるだけ

ではない南部神楽に出会い、地域とのつながりにつ
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いて評価し、また働きかけをしていくことに調査の方

針が定まったのです。以下でまず地域社会における

南部神楽の様態を整理してみます。社寺の祭礼にお

ける南部神楽、公民館における南部神楽、小中学校

における南部神楽という三つの様態を立ててみまし

た。そして、それぞれがまたいくつかに分けられると

思います。また、競演大会における南部神楽につい

ても、従来と違う見方を提示したいと考えています。

2　地域社会における南部神楽の様態
(1) 社寺の祭礼における南部神楽
　儀礼としての南部神楽
　まず、南部神楽には地元の神社などに呼ばれて

鶏舞などを奉納する役割があります。神社への奉

納の役割としての南部神楽です。この「地元」には、

小さな地区の地元のこともあれば、もう少し広い範

囲の「近く」に呼ばれることもあり、大小があります

が、いずれにせよ神社の拝殿において鶏舞をすると

いうことです。たとえば、一関夫婦神楽は温泉神社

の例大祭、白浜神楽は涌津神社の秋季例祭、京津畑

神楽は荒川神社の例祭で、市之通神楽は興田神社

の例祭で奉納しました。布佐神楽は熊野神社の例

大祭で三宝荒神や鶏舞など複数の演目を拝殿で奉

納します。下大籠神楽は山の上にある神明社の例

祭、本郷神楽は葉山神社の例祭で奉納します。

　そのうち少し特別なのは、蓬田一族の大威徳天満

宮という家の神様への鶏舞奉納です。また、富沢神

楽は蚕養神社という小さな社を神社としてこの前

にブルーシートを敷いて鶏舞をしています。どちら

も固有の神々に奉納するという意味で非常に特徴

的ですが、地元神社の拝殿での奉納と同じことでは

あります。そして、先に述べたように達古袋の八幡

神社の春季大祭は、７つの集落を巡行してそれぞれ

で鶏舞を奉納します。昔はそれぞれの神社の前だっ

たということですが、今は公民館になっています。

　余興としての南部神楽
　次に、拝殿での奉納後に神楽殿や公民館など場

所を変えて、賑わい行事として、つまり余興として

神楽をするということがあります。しないところ

もありますが、かつてしていたがやめたというと

ころもあります。私が見た平成26年には達古袋神

楽も夜には赤谷神楽を呼び、一緒に神楽殿で演目

を上演しました。南沢神楽は吾勝神社の例祭の後

にお祝い、奉祝行事のような形で上演会をしまし

た。富沢神楽でも蚕神への鶏舞の後に屯所の前に

掛け舞台を作って上演会をしました。白浜神楽も

涌津神社の中の小さな神楽殿で演目を見せていま

した。また、愛宕神楽は愛宕神社の神楽殿で余興

として上演し、これが「東磐井郡下神楽大会」に肥

大化していきました。

　布佐神楽は熊野神社での奉納後に、昔はビニー

ルテントで作ったアングラ演劇のような空間で発

表会をしていましたが、現在は立派な建物での上

演です。下大籠神楽は、神社は山の上なのでほと

んど誰も来ないのですが、下の公民館横に立派な

舞台を作り、ゲストに石巻の大室南部神楽が参加

し、にぎやかに盛大な会をしていました。本郷神

楽も神楽殿で上演し、飲み物や食べ物が振る舞わ

れる中で地元の人が見ていました。増沢神楽では、

吉祥寺の観音講で仮設の舞台を組み、演芸的に南

部神楽を上演していました。これらは、地元の人

たちの楽しみ、余興としての南部神楽です。

　芸能としての南部神楽
　さらに、競演大会での南部神楽もあります。芸

能として芸を見せる場で行う南部神楽です。とも

すれば競演大会は悪という話になりがちで、実際

に南部神楽にとって良くない部分もあると思って

います。しかし、良い悪いという対立的な関係にす

るよりは、競演大会とは何か、どうしてこのような

不思議なものが生まれてきたのか、その経緯を考

えてみる必要があるのかと思います。厳美町の「岩

手県南・宮城県北神楽大会」は温泉神社の例大祭

の余興からの発展形です。今はない「東磐井郡下

神楽大会」も愛宕神社の例祭の余興からの発展形

地域社会に埋め込まれた南部神楽

「地域社会に埋め込まれた南部神楽」

橋本　裕之

報告会抄録

一関市教育委員会南部神楽調査研究チーム
主席調査員
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でした。奉納が終わって神楽殿で上演していたの

が大きくなって肥大したものなので、つまり「社寺

の祭礼における南部神楽」の拡大版だということが

わかってきました。

　他にも宮城県栗原市の北辰神社の「宮城岩手選

抜神楽大会」や奥州市の「胆江神楽大会」がありま

す。前者はいわゆる競演大会、後者は賞を出した

り序列をつけたりしない鑑賞会のようなものです

が、どちらも神社のお祭りの賑わい行事です。い

ろいろな団体を呼んで競演してもらうというのが、

実は競演大会の出発点の一つでした。もう一度、

「社寺の祭礼における南部神楽」の枠組みの中で競

演大会を考えることによって、ともすれば仮想敵

になる競演大会を別の面で見たいと考えました。

(2) 公民館における南部神楽
　集落の娯楽としての神楽
　私は牧澤神楽が平成21年に公民館でお披露目

をした新聞記事をずっと取っておりまして、それ

を思い出して、地元の公民館での上演会を意識す

るようになりました。すでに南沢神楽には、自分た

ちで出版した『南沢お散歩手帖』という本があり、

神楽が地域づくりの資源として使われ、公民館は

交流事業や神楽の上演の場になっています。

　最近行ったのですが、旧山谷小学校での地域の

収穫祭では山谷小学校で習った若者たちが鶏舞を

披露しました。収穫祭なので、南部神楽のイベン

トではありません。この時に一番人気があったの

は、J
ジェイ

 S
ソ ウ ル

oul B
ブ ラ ザ ー ズ

rothersの曲を踊った高校生のダン

スで、みなさん大変喜んでいました。つまり、そう

いう地域の娯楽全体の中に南部神楽があるという

事実が明らかになりました。地元の楽しみのオプ

ションの中に南部神楽が入っているのです。市之

通の自治交流会館である宝来館では長い間、よそ

から芸能団体を呼んでいたのですが、今回、上演

会事業によって公民館で自分たちの神楽とともに

婦人会などの芸能が披露されて、大変な盛り上が

りになりました。

　さまざまな範囲の公民館
　ところで、いわゆる競演大会ではなく、郷土芸

能祭が旧町村などで行われていますが、基本的に

は中央公民館のようなところで開催していますか

ら、それも公民館における南部神楽であるという

ことができます。集落の娯楽というよりは、地域全

体のみなさんに娯楽を提供する場であり、南部神

楽だけではなく他の芸能、場合によっては民謡や

踊りなども出るような大会です。「大東町郷土芸能

発表会」や「一関地方伝承芸能継承交流会」、「岩手

県南・宮城県北選抜神楽花泉大会」などです。藤

沢では子供を主にした「藤沢町子ども郷土芸能発

表会」を継続しています。

　これらも公民館の事業だと考えるのであれば、

また別の見方があるのではないかと思います。広

げて考えるのであれば、「一関民俗芸能祭」は文化

センターでの開催なので公民館行事の一つと考え

ることもできます。このような狭い範囲、広い範囲

の公民館での上演が南部神楽の様態であるといっ

て良いと思います。

(3) 小中学校における南部神楽
　三つの取り組み
　平成25年に一関市教育委員会が発行した『今、

地域の学校がおもしろい』第3集（私たちが受けつ

ぐ地域の行事・伝統芸能）という本があります。学

校における民俗芸能の取り組みについて詳細に書

かれていて、非常に優れた本です。これを手がか

りに学校における南部神楽の調査を進めました。

　その結果、小・中学校における取り組みは大き

く三つに分けて考えられると思います。１番目は

地域学習の教材として取り組む伝統芸能。基本形

と発展形があります。２番目は児童・生徒を後継

者として位置づけたい保存会の思惑。これも基本

形と発展形があります。そして、３番目は地域社

会に接続することによって成立した１番目と２番

目のハイブリッドです。これは複合形といえるで

しょうか。

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

　地域学習の教材
　１番目は地域学習の教材として南部神楽に取り

組んでいる例です。萩荘の小・中学校、金沢小学校、

花泉小学校などが基本形になると思います。萩荘

小学校は、市野々神楽の師匠の佐藤慶男さんが長

年にわたり情熱的に子どもたちの鶏舞の指導を続

けています。金沢小学校は、現在は活動していない

大門神楽の小野寺弥さんが指導しています。花泉

小学校でも、現在は活動していない奈良坂神楽の

及川守さんたちが指導しています。

　それらが独自の展開を遂げている発展形として、

赤荻小学校と黄海小学校があります。赤荻小学校

は、もと山谷神楽の方など教える方がいるのです

が、多くを先生が教えていて、いわば学校神楽に

なっています。民俗芸能というよりは学校芸能とい

う新たなジャンルだろうと思っています。岩手県で

は中野七頭舞が有名ですが、学校の中で育ってき

た、まさに学校芸能です。黄海小学校も黄海神楽を

もとにわらび座の鶏舞を導入したということです。

黄海神楽の名前ではありますが、別のものになっ

ています。これはどう考えたら良いのでしょうか。

伝統ということを考えると否定的な意見も出ます

が、学校の中での新しいやり方に取り組んでいると

考えれば評価できるでしょうか。どう評価するかは

なかなか難しいところがあります。

　保存会の思惑
　２番目は保存会が主導する例です。保存会とし

て児童・生徒を後継者に位置づけたいと思ってお

り、保存会がしっかりかかわって指導をしていま

す。一関東中学校では富沢神楽と牧澤神楽が地域

によって生徒を割ってそれぞれ別に指導していま

す。後継者になってほしいという淡い願いを込め

ていますが、さほど成就してないと聞いています。

教えても高校が終われば地域から出てしまうから

です。永井小学校は永井地区郷土芸能伝承保存会

が、涌津小学校は白浜神楽が、川崎小学校は布佐

神楽が指導しています。川崎小学校は統合した後、

旧門崎小学校で取り組んできた布佐神楽を継承す

ることを決めて、取り組みを続けています。

　ところで、涌津小学校は白浜神楽の千葉良夫さ

ん、萩荘小中学校は市野々神楽の佐藤慶男さん長

年携わってきましたが、中里中学校は団体に所属

していない三浦博さんがずっと教えてきていま

す。学校中心の神楽師、学校専門の神楽師という

ような様態が存在しているのかもしれません。

　ハイブリッド
　保存会が主導する例の発展形としてあげたいの

は、本寺中学校です。かつてあった三つの神楽を統

合して本寺中学校神楽として新しいものを作って

いる、非常に特異な形態です。本寺神楽の佐藤勲さ

んが指導を続けていますが、骨寺荘園村遺跡もあっ

て、上演機会も多く、とても上手です。本寺中学校

神楽は地域と連動することによって、本寺中学校に

おける鶏舞というよりも本寺中学校神楽、本寺中学

校神楽保存会とでもいえるような団体ができてい

るケースとして見ることもできます。三つの神楽を

つなぎあわせて独自のものを作ったということは、

批判もあるかもしれませんが、今後を考えるうえで

はおもしろい取り組みだと思いました。３番目とし

て、学校が地域社会に接続していくことによって、

１番目と２番目のハイブリッド、つまり混成体が生

み出されている例としても見ることができます。本

寺中学校神楽だけではなく、中里鶏舞踊り隊の動

きもそのように位置づけられると思います。

(4) 競演大会における南部神楽
　競演大会の見方
　ここであらためて、競演大会における南部神楽

について、功罪を考えてみます。まず、①発表する

場としては良い、②技能を向上させる場としても

良い、③社会的な認知度を向上させる場としても

非常に大きな意味があるといえます。一方で、功

罪の罪の側面として、①神楽をイベント化させる

危険があったり、②団体の上演や保持を特定の派

地域社会に埋め込まれた南部神楽
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手な演目に偏らせてしまったり、③あるいは時間

制限によって演目が変質する、という危険性があ

げられると思います。

　このような、功罪をめぐって意見が戦わされる

状況が長年続いているのですが、先ほどもお話し

しました通り、別の視点を出す必要があると思っ

て、考えてみました。「社寺の祭礼における南部神

楽」が発展したという見方を提示することによっ

て、賛否を論じるだけで終わらない広い視野を確

保することができるだろうと考えています。

３　手当としての上演会
　上演会というアイデア
　以上のように、一関市における南部神楽の様態

を整理してみました。そして、各団体を回ってお話

をしている中で、牧澤神楽の公民館上演のイメー

ジもあり、地元の公民館で上演会を開催すること

ができないかというアイデアがまとまってきまし

た。みなさん「後継者が増えない」とおっしゃるの

ですが、聞いてみると地元では上演していなかっ

たりします。地元で見せていないのに入りたいと

いう人が出てくるわけはないので、地元で上演し、

少なくとも知ってもらうことから始めたら良いの

ではないか。徐々にそのような方向が決まってき

ました。また、布佐神楽を一つの理念形として念

頭に置いていたということもあります。

　上演会は南部神楽をもう一度、地域社会に埋め

戻して、地域社会で南部神楽ができるような関係

作りや環境作りをする、手当のようなものです。そ

うした活動を行政調査の中でお手伝いしていこう

と考えたのです。

　蓬田神楽上演会
　平成26年度の南部神楽上演会のために、まず蓬

田さんたちにお話を伺いました。これまでは天満

宮の奉納をずっとされていたのですが、一族しか

来ないのでお客さんはいない。もちろん一族の祭

りですから。それを地域に開いて上演会をしたら

どうかと提案したところ、考えに共鳴してくださっ

て、「渡りに舟」とばかりに決まりました。この時

には大変多くの人が来られました。その後、会員の

お嬢さんが興味を示してくれて、舞い手になって

くれるといううれしい動きもありました。

　牧澤神楽上演会
　牧澤神楽は上演会というアイデアのもとだった

のですが、実際には公民館や地元で常にやってい

るわけではないということでした。最初は公民館と

もいっていたのですが、神社の中に舞台を作ってや

りましょうということになりました。この会は、餅

つき隊が来てくださって、子供たちが「妖怪ウォッ

チ」のようかい体操を踊り、非常に楽しい会でした。

ここで気づいたのは、山谷の収穫祭で見たようなJ 

Soul Brothersのダンスやようかい体操と南部神

楽を一緒に考えなくてはだめだということでした。

地域の楽しみとして南部神楽を見せるということ

が、多分一番の根っこでしょう。地域の人が演じる

いろいろな楽しみの中に南部神楽もある、という当

たり前のことを強調しておきたいと思います。

　古内神楽上演会
　古内神楽では、もうずっと地元では上演してい

なくて、また後継者がいないので活動ができてい

ないということでした。上演会にも最初は半信半

疑だったのですが、最後は非常に盛り上がりまし

た。上演会をするというきっかけで、子供を含めて

4人の新人が入り、今はもう見違えるような活動を

されています。

　中里鶏舞上演会
　中里鶏舞は一演目しかありませんから、上演会

をするというのはかなり無謀なことでした。そこ

で、奥州市の小田代神楽、布佐神楽、そして中里鶏

舞をもともと教えていた沢田神楽に一緒に出ても

らいました。また、シンポジウムを開催して中里中

学校の鶏舞を振り返りました。結果的に大変な数
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の方々が詰めかける会になりました。中学校の閉

校という特別なタイミングでもあったための盛り

上がりではあったのですが、その後も中里鶏舞踊

り隊の方たちはいろいろな活動を続けておられま

す。そういうことを後押しできたのであれば、それ

も効果の一つかもしれません。

　市之通神楽上演会
　平成27年度の南部神楽上演会は市之通神楽で

始まりました。ここは、演目として山の神があるの

ですが、もう無理だというお話でした。しかし南

部神楽にはもうほとんど山の神はないので、大変

貴重です。また、長らく地域の公民館でもやって

いなかったということだったので、無理に上演会

を開催してもらいました。けれども、終わった後に

は、みなさんが「本当に良かった、良かった」とおっ

しゃってくださり、今では山の神があちらこちら

で呼ばれて演じておられます。

　本郷神楽上演会
　これはもうご自分たちで企画されているのに

乗っただけです。近年は神舞を復活することに力

を入れておられて、その活動を契機として、今回

は創生100周年という形で式典を考えておられた

ので、その機会にあわせて上演会にさせていただ

きました。前の胴取りを務めておられた師匠も暑

い中で太鼓を叩かれて、今までの活動を総括する

素晴らしい会になったと思います。

　白浜神楽上演会
　白浜神楽は、各団体から集まったドリームチー

ムで、みなさん達者です。しかし地域的な支えは

少ないように感じていました。実は涌津小学校で

長いこと教えていらっしゃるにもかかわらず、そ

れを後継者につなげていなかったのです。地域の

中でつないでいくことをした方が良いのではない

か。そうしないと今後がないのではないか。そうお

伝えしました。失礼な言い方だったのですが、こち

らの提案に乗ってくださいました。

　当日は大変盛り上がりましたが、鶏舞に出た涌津

小学校の子供が途中で帰ってしまい、残念に思っ

ていました。そうしたら、最後まで見てくださって

いた校長先生が小学校で別途、上演会を開催する

手筈を整えてくださいました。そこで依頼されたの

は、オーソドックスな劇舞とか式舞とかではなく狂

言の作耕舞でした。子供たちにずいぶん受けてい

ました。最初、狂言を見せても南部神楽の理解には

ならないと考えていたのですが、それは文化財行

政の側の思い込みでしたね。子供たちが喜ぶもの

であれば、狂言でも良いのだとわかりました。

　天狗田代々神楽上演会
　天狗田神楽には、５歳から胴を取っていたという

才能のある男の子がいて、２～３年しか休んでいな

いのです。舞い手もたくさんいます。でも、羽衣を

していた上手な女性が亡くなったのでやめた、とい

うのです。他の団体から考えればもったいない話

です。そこで、何とかとお願いして、演目はたくさ

んできないというので、天狗田代々神楽に縁のある

中日向鶏舞と夏山神楽に来てもらい、そして岩手県

における私の活動を応援してくださっていたユネ

スコの無形文化遺産の岳神楽をお呼びして、会長

の小国朋身さんには対談までしてもらいました。

４　これからの南部神楽
　行政調査に関する新しいモデル
　今回の調査では、今まで語られていたこととは別

の面で南部神楽を評価し、また上演会を行うことが

できました。調査報告書を刊行することによって調

査を終わらせてしまうのではなく、南部神楽を伝承

する場自体を支援する実践として、上演会の開催

を含めた事業にしました。これは行政調査に関する

新しいモデルを提案するものであると自負してい

ます。単に調査するだけではなく、調査によって問

題を一緒に解決していく新しい「一関型の行政調査

モデル」になったのではないかと思っています。

地域社会に埋め込まれた南部神楽
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　別の方向性
　ところで、白浜神楽の一員でもある阿部良さん

は、永井地区郷土芸能伝承保存会を作っておられ

て、そこで神楽と獅子舞を教えています。その方法

は保存会活動に関する新しい様態を示しています。

　誤解を恐れずに言うと、あまりやる気がないとも

見える「ゆるい」やり方です。一人一年150円で会

員を募っておられて、私は10年分だったか納めま

した。それで一応チラシを作って何曜日の何時と

決めて、場所を開けてずっと待っているのです。で

も、誰も来ないのだそうです。誰も来なくてもずっ

と待っていて、せっかく来た人も一年で一度は終

わり。次のシーズンはまた新たに始める。強制しな

いのです。今はガミガミ言うと、みんないなくなっ

ちゃうからやめた方が良いとおっしゃっていて、と

にかく気長に待つということでした。10年でも20

年でも待って、自分の後につないでいけたら良い、

というようなお話でした。それが直ちに素晴らしい

というわけではないのですが、私たちが通常考える

のとは違って、敷居を低くする新しい方向性だろう

と思って注目しています。

　ネットワークを作る試み
　他にもいろいろな試みを手がけました。旧一関市

には協議会がありますが、神楽だけの団体ではあ

りません。また旧町村とは横のつながりがありませ

ん。最終的には、今の一関市で神楽協議会みたいな

ものにならないかと、千葉信胤さんと私が呼びかけ

人になって2015年の６月14日に集まりを持ちまし

た。ネットワークを作っていくことは、いろいろな

意味で意義があると思います。最後の方は、飲み会

になってずいぶん盛り上がりました。

　他の取り組みなど
　さらに、南部神楽に物質的な基礎を提供している

専門店として尾上屋呉服店、京屋、関根太鼓店、小

山太鼓店に行き、お話を伺いました。たとえば、衣

装店の後ろには装束を縫うおばあさんたちの技術

があったり、太鼓も昔は自分たちで作っていたの

ができなくなってプロの人たちができて買うように

なっていったり、地域社会に埋め込まれた諸技術

がありました。こうした諸技術が職業化することに

よって、各種の専門店が成立したわけです。これも

地域社会と南部神楽の関係を考えるうえで取り上

げるべきでしょう。

　他にも上演会ができないか、上演会とからめて何

か協力できないか、何か手伝うことはないか、いろ

いろ試みましたが、なかなか結びつかなかった団体

も正直なところ多くありました。また、今回は音楽に

ついて調査できませんでした。さらに系譜調査など

は蓄積もあるので、千葉信胤さんにお任せしました。

５　無形民俗文化財としての南部神楽
　一関市の無形民俗文化財
　一関市には無形民俗文化財指定基準というもの

があります。内容は国の文化財保護法と一緒です。

つまり、民俗芸能の場合には、①芸能の発生又は成

立を示すもの、②芸能の変遷の過程を示すもの、③

地域的特色を示すもの、ということが要件となりま

す。ただ、一関市には他の多くの地方公共団体では

見られない、無形民俗文化財の保持者又は保持団

体の認定基準というものがあり、無形民俗文化財保

存技術保持者として個人を指定しています。

　個人を指定する人間国宝は無形文化財であって、

無形民俗文化財ではありません。民俗は集団が保

持者であり、個人は指定されないのが一般的であ

り、少なくとも国ではありえません。ところが、一関

市では蓬田神楽の庭元である蓬田稔さんが、無形民

俗文化財保存技術保持者として認定されています。

また、瑞山国首神楽の〆切舞という演目が指定され

ています。演目の指定はとても珍しい例だと思いま

す。今後、検討する必要があるかもしれません。

　行政の姿勢
　たとえば、国指定になると国がその保護をお願い

する、県指定になると県がお願いするということで

す。お願いされた団体とともに、当該の団体が所在

する地方公共団体がきちんと取り組むということが

想定されているわけです。また、今まで文化財指定

を多く出している旧町村は、報告書もたくさん出し

て、文化財に熱心だったことは明らかです。そのた

めに旧町村の指定ができていたということです。行

政がどう取り組んでいるかということを文化財の存

在が示しているわけです。なので、文化財になって

いないということは、保存会の活動自体が持つ価値

の問題ではなく、それを保護する行政がどういう姿

勢であるかということも含まれていることになると

思います。

　無形民俗文化財の要件
　あらためて確認すれば、文化財保護法上、南部神

楽は無形文化財としては扱われません。歌舞伎や

能と同じ扱いにはなりません。では、無形「民俗」文

化財として指定することは何を意味するのか、何を

期待されているのかを考えてみましょう。無形民俗

文化財として指定する時には、四つのことが必要だ

と考えています。

　南部神楽に関して言うと、①各種の演目を伝承

している。②民俗的な背景を維持している。イベン

トでやっているというだけでなく、蚕神を祀ってい

るとか巡行しているとか、地元でやっているという

ことが一つの価値です。古い団体でなくてはいけな

いということではありません。③地域社会が全体と

して支援している。地域のコミュニティ活動として

取り組んでいることは、非常に大きな評価の対象で

す。たとえば、布佐神楽は全戸が保存会員なのです

が、それはすごいことです。④後継者を養成してい

る。歴史的に素晴らしい価値があっても、このまま

だと絶滅するような団体の指定は難しいです。後継

者を養成していく仕組みをきちんと作っていること

が、とても大事です。

　現在、文化財保護法は下から支えている法律に

文化芸術振興基本法があり、その下にあるのは憲

法です。憲法があって文化芸術振興基本法があっ

て、文化財保護法があるっていう仕組みになってい

ます。その文化芸術振興基本法の中で規定する民

俗芸能は、要するに地域づくりの活動であることが

謳われているので、学術的な価値よりもより根底的

な法律で地域づくりが、前よりも強く言われるよう

になっています。これは法律をどう解釈するかとい

う、解釈レベルの問題であるかもしれませんが、大

きな方向では文化財も好むと好まざるにかかわら

ず地域づくりの方向性が必要になってきます。

　無形民俗文化財としての価値
　以上のようなことが無形民俗文化財に指定され

る理由だと思います。この中では芸の上手下手は

言っていません。もちろん、みなさんは芸をやって

いるわけですからうまい方が良いのですが、芸が下

手なところは文化財になれないということはありま

せん。指定を受けると、変なことはできないから、

もっと練習しようと思うようです。けれども、芸が

条件ではなく、むしろみなさんがやっておられる上

演の様態自体が価値なのですと言っておきたいと

思います。

　今後への期待
　この２年間いろいろ手がけてきましたが、多くの

変化が生まれたように思います。最初に一関文化セ

ンターで一関民俗芸能団体協議会の方々から聞い

た状況へのご不満に私なりに応えられたのではな

いかとも思っています。といっても、行政なり私の

ような外部の研究者が手伝うのは、所詮１回きりで

す。行政がこういう上演会などをずっとお手伝いし

ていると、ろくなことはありませんから。これをきっ

かけにうまく活用していただいて、ご自分たちで盛

り上げていってほしいと思っています。

（本稿は平成27年12月14日㈪に一関地区合同庁舎

の第一会議室で開催された報告会における報告の

内容を文化財課が編集した後、筆者が加筆修正し

たものである。）

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業 地域社会に埋め込まれた南部神楽
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Ⅱ　一関市の南部神楽
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「自ら楽しむ」が創始の原点
厳美の神楽大会の発展にも貢献

一関夫婦神楽

●保持団体の名称　一関夫婦神楽（通称：夫婦神楽）

●代表　阿部明博（厳美町字沖野々 180-3）　

●会員　8 人

いちのせきめおとかぐら

　近所で仲のよい３組の夫婦が自ら楽しむために始めた。芸の道を究める楽しみを追求した団体の演技へ

の評価は高く、イベントなどにも多数出演している。地元の温泉神社での神楽共演会は、やがて規模を拡

大し、現在では当市を代表する競演大会「岩手県南・宮城県北神楽大会」へと発展した。当団体はその運営

にも深く関わり、厳美地区における神楽の普及に貢献してきた。

［一関市の南部神楽_ １］

DATA
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【芸能の由来・伝承】
　昭和50年（1975）頃、厳美地区では各地の神楽

が復活し、盛んに上演が行われていた。そのよう

な環境に影響を受けて、自分たちの楽しみのため

に茂
も

庭
にわ

勉
つとむ

氏が世話人となり、友達夫婦と共に「瑞
みず

山
やま

国
くに

首
かぶ

神楽」の舞手小
こ

岩
いわ

孝
こう

太
た

郎
ろう

氏から指導を受け

て始めたのが「一関夫婦神楽」である。当初は、「厳

美夫婦神楽」と銘打って活動。厳美地区以外から

の参加もあったため、昭和54年（1979）に現在の

名称に改めた。

　会創設当時は、女性が神楽を舞うことは珍し

く、結婚式など祝いの席に多く呼ばれた。また、

大会での入賞を励みに芸を磨きあったという。神

楽の系統へのこだわりはなく、達古袋神楽、赤荻

神楽など自分たちが「よい」と思った団体から指

導を受け、演目を増やしていった。

　現在は、創始した夫婦以外の会員も加わって、

少人数ながら活発な活動を続けている。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は８人。50代が中心。舞手は４人。夫婦

で舞うことが特徴だが、現在は夫婦以外の参加も

ある。練習は、毎週木曜午後７時～９時、厳美市

民センターで。大会前は練習回数を増やす。

【演目】
　東

あずま

下
くだ

り、五
ご

條
じょう

の橋
はし

、二
に

度
どの

対
たい

面
めん

、宝
ほう

剣
けん

納
おさ

め、羽
は

衣
ごろも

、

屋
や

島
しま

合
かっ

戦
せん

、彦
ひ こ ほ ほ で み の み こ と

火火出見尊

【地域との連携、学校への指導】
　団体発足以来、春と秋に地元の温泉神社への奉

納を欠かさずに行っている。

　南沢神楽、達古袋神楽と共に厳美公民館（現厳

美市民センター）で披露する神楽公演「かがりび

神楽」を行ってきた。現在は休止しているが、復

活を望む地域の声に、地元で鑑賞してもらう機会

創出を考えている。

月日 内容（主催など） 場所 演目
３/４ 一関市民俗芸能祭（市） 一関市大手町 羽衣
５/２ 温泉神社例大祭（氏子） 一関市厳美町 御神楽
５/３ 岩手県南宮城県北神楽大会（実行委員会） 一関市厳美町 東下り
６/３ 余興（県医療局退職会） 一関市厳美町 宝剣納め

６月 厳美道の駅イベント（道の駅） 一関市厳美町 屋島合戦
７月 余興（喜寿祝い） 一関市厳美町 五條の橋

８/26 余興（結婚式） 東京都 寄せ太鼓
９/16 東北神楽大会（神楽普及会） 宮城県栗原市 屋島合戦
９/24 中里照井神社例大祭（氏子） 一関市中里 屋島合戦、東下り
10月 施設訪問（ボランティア） 一関市真柴 宝剣納め

10/17 温泉神社例大祭（氏子） 一関市厳美町 御神楽
10/28 農業祭（市） 一関市孤禅寺 五條の橋
11/11 文化祭（厳美公民館） 一関市厳美町 五條の橋

年間の主な活動、伝承活動

平成 24 年実績

一関夫婦神楽
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先代市野々神楽の伝統を受け継ぎ、
自慢の「鶏舞」を萩荘の児童・生徒に伝承

●保持団体の名称　市野々神楽同好会

●会長　千葉義徳（萩荘字芦ノ口 204）　

●会員　15 人

【芸能の由来・伝承】
　昭和51年（1976）、釣山公園でのイベントで地

域の読書会グループの青年たちが鶏舞を発表した

ことが、発足のきっかけである。

　昭和55年（1980）頃には、佐藤慶男氏から習っ

たせりふ神楽も上演できるようになったが、新し

い会員の確保と伝承が思うようにいかず、現在は

鶏舞だけを継承している。

　初代会長は石川有
ゆう

一
いち

氏、二代は千葉勝
かつ

歳
とし

氏、三

代は斉藤裕
ひろし

氏。現在は四代千葉義
よし

徳
のり

氏が会を率

いる。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員は20～ 60代の15人（うち女性９人）。 

　指導する佐藤慶男氏は、昭和45年（1970）の岩

手国体で鶏舞を披露した萩荘中学校生徒を指導。

松竹歌劇団（SKD）と協力して子供たちが踊りや

すい舞、見て楽しめる舞を創作した。以来、毎年

体育祭での発表を指導している。

　市野々神楽同好会の鶏舞も「見せる鶏舞」を意

識しているという。

　現在は、イベント出演などの前に、萩荘市民セ

ンター市野々分館で練習している。

【演目】
鶏舞

＊平成14年（2002）頃までは岩戸入、三
さん

番
ば

叟
そう

、五條

の橋、宝剣納め、五
ご

大
だい

領
りょう

（くずし）も上演していたが、

現在は継承していない。

【地域との連携、学校への指導】
　体育祭の演目として萩荘中学校に昭和 44年

　地域の小・中学校の鶏舞を 40 年以上にわたって指導している。平成17年（2005）の市野々小学校閉校

後は、保護者とともに地元の子供たちの放課後活動「自
じ

鏡
きょう

っこクラブ」の鶏舞指導を続けており、鶏舞を

地域の伝統として定着させることに貢献している。

　同好会は、先代の市野々神楽の系統を引き継ぐ南沢神楽の会員だった佐藤慶
よし

男
お

氏の指導により、鶏舞に

特化した活動を展開。市内外からの公演依頼も多い。

［一関市の南部神楽_ ２］

DATA

市野々神楽
いちののかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

（1969）から、萩荘小学校（統合前は市野々小学校）

に昭和45年（1970）から鶏舞を指導している。

　長年の指導によって、鶏舞は地域の伝統になっ

ており、現在は萩荘小学校PTAに鶏舞委員会が

設けられ、保護者の協力もある。会員の中には、

小・中学校で指導を受けたかつての児童・生徒（現

在のPTA）もいて、子供たちへの指導と同好会は

一体的な活動を繰り広げている。

　さらに、年間を通して地区の子供たち（自鏡っ

こクラブ）に指導をしており、「平成27年岩手県

民俗芸能フェスティバル」（県教育委員会ほか主

催）に子供たちを出場させるなどしている。

【その他】
　『一関市史第４巻』740頁には、「自鏡山の法印

神楽から発達した本郷神楽と山谷神楽系の赤
あか

猪
いの

子
こ

神楽が統一されたものが市野々神楽であり、代表

は山本将実氏、神楽仲間 18人」とある。これは、

先代の市野々神楽である。先代市野々神楽を継承

した南沢神楽の指導を受けたのが、現在の市野々

神楽である。

月日 内容 場所 演目
春 藤原まつり 平泉町 鶏舞

一関民俗芸能祭 一関市大手町 鶏舞
夏 一関夏まつり 一関市内 鶏舞
秋 藤原まつり 平泉町 鶏舞

敬老会 市内 鶏舞

年間の主な活動、伝承活動

例年実績

市野々神楽
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神輿と共に巡行して鶏舞を披露
達古袋が誇る地域の芸能

●保持団体の名称　達古袋神楽

●会長　小岩恭一（萩荘字上要害 17-1）　

●会員　９人

【芸能の由来・伝承】
　八幡山常学院の修験相模坊が達古袋八幡神社
に法印神楽を奉納したのは文明10年（1478）頃と

伝えられる。その法印神楽を、遅くとも弘化年代
（1844～）には伝承したといわれるが、明治２年
（1869）に庭元が火災に遭って記録類が焼失、詳
細は不詳である。初代～十四代の歴代継承者名簿
が残されており、明治５年（1872）以降の継承は

確かだ。
　庭元は、初代石川卯

う

太
た

郎
ろう

氏、二代小野寺伊
い

三
さぶ

郎
ろう

氏、三代阿部徳太郎氏、四代小岩勝蔵氏、五代小
岩利右衛門氏、六代小岩彦三郎氏、七代佐藤堪

じん

右
え

衛門
もん

氏、八～十三代阿部長
ちょう

治
じ

氏、十四代阿部孝
氏、十五代鹿又利雄氏、現在は第十六代小岩恭一
氏。明治22年（1889）に写した台本『神代神楽之
巻』を所有している。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は９人（うち女性５人）。保存会を設立し

ており、毎年 12月末（または１月）に総会を開い

ている。規約はない。
　練習は毎週火・木曜午後７時30分～９時30分。
かつては、庭元宅で練習したが、昭和63年（1988）
頃から厳美公民館達古袋分館（現厳美市民セン

ター達古袋分館）で、近年は松原自治公民館で

行っている。

【演目】　＊［　］は現在上演していない演目
・鶏舞
・神

かみ

代
よ

神楽　三番叟、岩戸入、岩戸開、［岩長化身
の舞］、［魔王退治］、瓊

に

瓊
に

杵
ぎの

尊
みこと

、彦
ひこほほでみのみこと

炎出見尊、［八岐
大蛇退治］、羽衣、宝剣納め、翁舞
・狂言　［田村一代］、田村二代、［田村三代］、安部
保名、屋島合戦、一の谷、［日光権現］、五條の橋、
［鞍馬山合戦］、牛若丸・秀衡公二度対面の場、屋
島合戦
・その他　弁慶安宅関（佐藤正行氏＝栗原、現鎌倉
市在住＝から伝授）、［鬼一法眼］、［三熊大人］、［山
神舞］、［八幡舞］、明神舞、［五代龍］、［老松若松］、
［西宮太神宮由来］、［御神楽歌］、降神の舞（平成
24年に赤谷神楽から伝授）　

【地域との連携、学校への指導】
　昭和47年（1972）から達古袋小学校運動会の鶏
舞を指導したが平成24年（2012）に閉校。翌25

年、保護者らが「達古袋子供鶏舞保存会」を発足
し、継承に取り組んだが現在は中断している。厳
美中学校には、平成15年（2003）から文化祭で披
露するための鶏舞を指導している。

【その他】
・一関市指定無形民俗文化財芸能保持者：阿部長

ちょう

治
じ

氏（昭和51年指定、61年死去により解除）
・一関市無形民俗文化財選定保存技術保持者：阿

　年間を通して多くの出演依頼を受けている。各種大会やイベントだけでなく、地域行事で披露する機会

も多い。地元の達古袋八幡神社春季大祭には、神社への奉納とともに神輿に付いて、氏子の７地区を巡行

して鶏舞を披露するなど、地域の芸能として定着している。

［一関市の南部神楽_ ３］

DATA

達古袋神楽
たっこたいかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年実績

月日 内容 場所
１/18 南部神楽「わ」 平泉町

神下し（延年閣） 宮城県栗原市
２/１ 石越神楽大会 宮城県栗原市
２/15 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市
２/21 厳美小鶏舞引継ぎ会 一関市厳美町
２/22 知勝院上演 一関市厳美町
３/１ 一関民俗芸能祭 一関市大手町
３/14 東京披露（松元美樹氏） 東京都

岩手の民俗芸能祭 盛岡市
３/15 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市
４/19 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市
５/３ 八幡神社春祭り 一関市萩荘

岩手県南・宮城県北神楽
大会 一関市厳美町

５/17 厳美中学校運動会 一関市厳美町
５/23 厳美小学校運動会 一関市厳美町
５/31 花山温泉温湯山荘神楽 宮城県栗原市
６/６ 日光二荒山神社神楽奉納 栃木県日光市
６/７ 日光東照宮神楽奉納 栃木県日光市
６/14 石越神楽大会 宮城県栗原市
６/28 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市

７/４ 江刺藤原の里南部神楽
公演 奥州市江刺区

７/26 佐沼祭り 宮城県登米市
延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市

月日 内容 場所
８/14 達古袋盆踊り 一関市萩荘
８/16 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市
８/28 平泉歌舞伎 平泉町
９/11 県体育指導員研修 一関市
９/13 東北神楽大会 宮城県栗原市

岩出山真山荘の祭典 宮城県大崎市
９/18 赤荻観音寺上演 一関市赤荻
９/19 平泉熊野神社祭礼 平泉町

三関神社祭り 一関市三関
９/20 延年閣南部神楽公演 宮城県栗原市

みわ神社 宮城県栗原市
９/21 佐沼お祭り 宮城県登米市
９/27 鶯沢八幡秋祭り 宮城県栗原市
10/２ 一関中学校文化祭 一関市
10/４ 日光東照宮神楽奉納 栃木県日光市
10/17 平野神社神楽大会 宮城県栗原市

10/24 平泉長島稲刈り（たんぼ
アート） 平泉町

10/31 ～
11/１

一関平泉フェア（東京三
越） 東京都

11/22 屯所落成（達古袋） 一関市厳美町
11/28 福祉祭り（厳美中出場） 一関市
12/６ 伝承交流大会（厳美小出場） 舞川郷土伝承館
12/12 支援協議会 宮城県大崎市
12/20 神上げ（延年閣） 宮城県栗原市

部孝
たかし

氏（平成11年選定、17年死去により解除）

達古袋神楽

演目
御神楽
岩戸入り
岩戸開き
降神の舞い
瓊瓊杵尊ノ巻
羽衣
田村二代
安倍の保名
屋島合戦
五條の橋
牛若丸秀衡公二度対
面の場
弁慶安宅の関



3332 南部神楽調査報告書 南部神楽調査報告書

途絶えた神楽を地元が支え復活
後継者育成にも力を注ぐ

●保持団体の名称　富沢神楽保存会

●会長　佐藤徹（弥栄字運南田 136）　

●会員　10 人

【芸能の由来・伝承】
　明治20年（1887）頃、佐藤林

りん

之
の

丞
じょう

氏が庭元にな

り、花泉村（現花泉町）の飯
いい

倉
ぐら

神楽小野寺忠七氏

を招いて創設したが、大正初期に途絶えた。

　昭和３年（1928）、佐々木民治氏が発起人にな

り、佐藤甚之助氏を庭元に、飯倉神楽の高橋衛
まもる

氏

を招いて再興。しかし、後継者不足で昭和 40年

（1965）頃途切れた。

　神楽を知る人が２、３人だけになった昭和50

年（1975）、佐々木誠吾氏が弥栄公民館（現弥栄市

民センター）から弥栄地域全世帯（約400世帯）に

呼び掛けて後援会を発足。寄付を集めて衣装など

をそろえた。飯倉神楽の菅原茂
しげる

氏を招いて練習

を重ねたほか、大門神楽の菅原譲
ゆずる

氏、小野寺 弥
わたる

氏からも指導を受けた。

　庭元は、初代佐藤林之丞氏、二・三代佐藤甚之

助氏、四代佐藤利男氏、五代千葉清人氏（五代か

ら六代の期間が空く）、六代佐藤登氏、七代渡辺順

司氏。現在は、八代佐藤徹
とおる

氏。

　明治初年頃の面があり、塗り直しや補修をしな

がら今もなお利用している。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は 10人。20～ 70代。平成 19年（2007）

頃に保存会規約を定めた。練習は、毎月第２、第

４土曜、地域の消防コミュニティーセンターで

行っている。

　途絶えていた蚕養神社奉納後の上演会を平成

10年（1998）頃に復活。25年（2013）からは、消防

コミュニティーセンター前に掛け舞台を作り、再

開した。27年（2015）には、小・中学生、女性の鶏

舞も上演し、地域の人たちが飲食を楽しみながら

鑑賞してる。20、30代の消防団員3人が加わり、

会に活力をもたらしている。

【演目】
　鶏舞、三

さん

番
ば

叟
そう

、岩戸入、岩戸開、おろち退治、国
くに

授
さずけ

、宝剣納め、義
よし

経
つね

物語、信
しの

田
だ

ヶ
が

森
もり

、扇の的、皆
みな

鶴
づる

姫ゆりあげ浜漂着の場、曽
そ

我
が

兄弟、法
ほう

童
どう

丸
まる

母子対

面の場、一ノ谷妻別れ、一ノ谷首打ちの場

【地域との連携、学校への指導】
　昭和50年代から弥栄中学校で鶏舞を指導して

いる。平成20年（2008）に一関東中学校に統合し

　地域の神楽を途絶えさせまいと、地元が支え、復活させた神楽である。地域の産業である蚕を祀る蚕
こ

養
よう

神社への奉納を行い、回り宿で神楽を披露した。現在は、掛け舞台を組んで飲食しながら神楽を楽しむ上

演会を行い、伝統をつないでいる。各種大会やイベントに多数出演する一方、小学生の指導や消防団員を

会員に勧誘するなど、後継者の確保育成にも力を注ぐ。

［一関市の南部神楽_ ４］

DATA

富沢神楽
とみざわかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年度実績
月日 内容 場所 演目

４/５ 延年閣公演 宮城県栗原市 曽我兄弟
４/18 田村神社 春例祭 一関市字釣山 法童丸
５/３ 厳美神楽大会 一関市厳美町 法童丸

５/８～ 16 一関東中鶏舞指導 一関市滝沢 鶏舞
５/11 ～ 21 弥栄小鶏舞指導 一関市弥栄 鶏舞

５/16 一関東中体育祭 一関市滝沢 鶏舞
５/23 弥栄小運動会 一関市弥栄 鶏舞
６/14 石越神楽大会 宮城県栗原市 法童丸
６/21 延年閣公演 宮城県栗原市 法童丸
７/４ 江刺藤原の郷公演 奥州市 扇の的
７/19 みちのく神楽大会 宮城県栗原市 法童丸
８/16 延年閣公演 宮城県栗原市 五条の橋
８/19 特養ホーム寿松苑慰問 一関市川崎町 五条の橋
９/13 東北神楽大会 宮城県登米市 法童丸
９/15 一関八幡神社奉納神楽 一関市字釣山 岩戸開き
９/18 北辰神社神楽大会 宮城県栗原市 扇の的

９/19 Hirasawa food market 
開店記念公演 一関市弥栄 鶏 舞、 岩

戸開き
10/３

～４
日光東照宮 400 年式年
大祭奉納神楽 栃木県日光市

月日 内容 場所 演目
10/８ 橿原神社奉納神楽 一関市赤荻 五條の橋
10/17 弥栄地区いやさか祭り 一関市弥栄 敦盛首討ちの場
10/18 延年閣公演 宮城県栗原市 敦盛首討ちの場
10/24 山目５民区敬老会 一関市山目 扇の的

「カグラメグル」 一関市田村町 敦盛首討ちの場
10/29 月館神社奉納神楽 一関市花泉町 扇の的ほか
11/３ 蚕養神社奉納神楽 一関市弥栄 大蛇退治
11/８ 延年閣公演 宮城県栗原市 法童丸
11/10 特養ホーム明生園慰問 一関市滝沢 扇の的
12/12 鳴子農民の家公演 宮城県大崎市 扇の的
12/20 延年閣公演 宮城県栗原市 法童丸
１/17 延年閣公演 宮城県栗原市 扇の的
２/９ 弥栄小３学年総合学習 一関市弥栄
２/11 特養ホーム関生園慰問 一関市真柴 鶏舞
２/28 志波姫地区神楽鑑賞会 宮城県栗原市 法童丸
３/６ 岩手の民俗芸能祭 盛岡市 扇の的
３/13 一関民俗芸能祭 一関市大手町 国授

た後は、牧澤神楽保存会とともにそれぞれの地域

の生徒への指導を継続し、体育祭で披露してい

る。体育祭当日は、囃子を担当するほか保存会が

草鞋を準備するなど、物心両面で支えている。

　昭和60年（1985）からは、弥栄小学校でも運動

会の鶏舞を指導。さらには、総合的な学習の時間

に、地域の特色（養蚕とそれを祀る神楽）につい

て講話をしている。

富沢神楽
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伝統の鶏舞を絶やすまいと
地元住民が地域の「宝」をつなぐ

●保持団体の名称　中里鶏舞踊り隊

●代表　齊藤裕美（山目町二丁目 1-19　中里市民センター内）

●会員　30 人

【芸能の由来・伝承】
　中里中学校は昭和54年（1979）から鶏舞に取り

組み、体育祭等で上演してきた。

　しかし、平成27年（2015）4月の山目中学校と

の統合で磐井中学校となり、閉校後は伝統の鶏舞

を中里小学校へ継承することになった。地域の人

たちは、公民館事業を活用して鶏舞を習得し、小

学校の指導役になることにした。その活動は止ま

ることなく、各種イベントへの出演依頼も寄せら

れるようになり、活動を定例化させていった。

　沢田神楽の指導で始まった中里中学校鶏舞は、

同神楽を習得した三浦博氏によって指導、継承さ

れてきた。同好会の発足にあたっては、博氏が指

導したほか、同神楽の三浦良一氏、加藤栄氏、吉

田カヅ子氏らも指導に駆けつけ、あらためて沢田

神楽の鶏舞の継承がなされた。

　沢田神楽は古くから中里にあった前堀神楽と大

林神楽を師匠に昭和45年（1970）頃始まったとい

う。活発な活動時期もあったが、近年は活動でき

ない状況にあった。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　30人（太鼓２人、指導者４人）。中里中学校の鶏

舞として定評がある華やかな舞を引き継いでい

る。部分をつないで、舞台用演目の再構成なども

行っている。

【演目】
鶏舞

【地域との連携、学校への指導】
　平成27年（2015）から運動会で披露する中里小

学校児童を指導。運動会前に指導を行ったほか、

当日も一緒に踊って盛り上げた。

　中里の子供たちならみんなが踊れる鶏舞を、地域の伝統だった「中里中学校鶏舞」を途絶えさせないよ

うに、との熱い思いで始まった。小学生から師匠までが楽しみに集いつつも、真剣に練習を重ね、現在では

多くのイベントなどに出演している。かつては、沢田神楽が奉納していた愛宕神社に鶏舞を奉納するなど、

地域の神楽としての活動を着実に広げている。

［一関市の南部神楽_ ５］

DATA

中里鶏舞
なかさととりまい

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

月日 内容（主催など） 場所 演目

４/21 ～ 24
５/11 ～ 22 中里小鶏舞練習応援 一関市中里 鶏舞

５/23 中里小着付け応援 一関市中里 鶏舞

７/５ DVD（踊り方解説付き）作成
（中里市民センター） 一関市中里 鶏舞

７/11 退職校長会（西磐井地区） 一関市厳美町 鶏舞

７/25 中里農協青年部主催
生ビール大会 一関市中里 鶏舞

７/27 一関第1地区完工祝賀会 一関市山目 鶏舞

８/６ 中里夏まつり（時の太鼓出
発） 一関市中里 鶏舞

９/３ あすなろまつり 一関市山目 鶏舞

９/13 中里地区敬老会 一関市山目 鶏舞

10/10 富士大学学園祭 花巻市 鶏舞

10/11 もちサミット 一関市狐禅寺 鶏舞

10/20 恵美須講秋祭り（稲荷神
社） 一関市山目 鶏舞

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年度実績

中里鶏舞

月日 内容（主催など） 場所 演目

10/24 室根大祭行事 第７回創作
太鼓フェスティバル 一関市室根町 鶏舞

11/１ 笑星’s縁日（東山町地区民
文化祭） 一関市東山町 鶏舞

11/７ 中里地区民文化祭（展示部
門） 一関市中里 鶏舞

11/８ 中里６民区交流会 一関市中里 鶏舞

11/21 小野寺克実さん祝賀会 一関市山目 鶏舞

11/28 社会福祉協議会ゆいっこ
広場 一関市大手町 鶏舞

11/29 中里地区民文化祭（舞台部
門） 一関市中里 鶏舞

12/13 鶏舞研修会 一関市中里 鶏舞

１/27 中里小着付け教室 一関市中里 鶏舞
１/22、29、

2/5、12、
19、26

鶏舞講習会 一関市中里 鶏舞

２/10、26 中里小鶏舞指導 一関市中里 鶏舞



3736 南部神楽調査報告書 南部神楽調査報告書

上演会を機に若い後継者を確保
伝統つなぐ取り組みが始動

●保持団体の名称　古内神楽保存会

●会長　千葉悦雄（萩荘字野手倍 93）　

●会員　10 人

　古い系譜の一つとされる下黒沢神楽から直接指導を受けた団体。市指定有形民俗文化財の「蛇面」ほか、

古くから伝わる面を多数所有している。後継者確保への不安があったが、現在は30歳代女性など新加入者

が活動を盛り上げている。平成26年（2014）に自治公民館で行った上演会の恒例化を目指し、翌年12月に

も上演会を行うなど、伝統をつなぐ新たな動きが生まれている。

［一関市の南部神楽_ ６］

DATA

古内神楽
ふるうちかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

【芸能の由来・伝承】
　萩荘字大久保の春日神社には、別当三学院が法

印神楽を奉納していたと伝えられる。

　弘化年間（1844～ 48）には、徳右エ門が下黒沢

神楽から南部神楽の指導を受け、現在の古内神楽

になったという。その後、古内神楽から厳美神楽、

大門神楽（現花泉町）、中野神楽（現宮城県栗原市）

へ伝承されたといわれている。

　昭和30年代までは宮
みや

元
もと

で練習しており、一人

前になると家族を呼んで師匠の前で踊る「初披露」

をした。

　面の銘は「蛇面」の天保 12年（1841）が最古だ

が、明治13年（1880）の「荒面」など明治期のもの

も少なくない。装束は明治期のもの、神楽本は「一

関市文化財調査報告書」（昭和43年）に掲載の「神

楽之古事秘伝、天磐戸秘伝、略本」（明治 19年）な

どがある。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　平成 26年（2014）4月の調査時、会員は 50～

70代の７人。若い世代の加入がなく、継続に不安

があった千葉悦雄会長は「これまで男性だけで継

承してきたが、今後は女性の加入も検討しなくて

は」と話していた。

　その後、上演会を機に会員が増え、現在は30～

70代の男女 10人になった。子供の参加もある。

これまで、公演前にだけ集中していた練習を、古

内自治公民館で定期的に行うことにしている。

【演目】　＊［　］は現在上演していない演目

鶏舞（神社では「御神楽」という）、三番叟、岩戸入、

神別れ田村二代、五條の橋、屋
や

島
しま

合
かっ

戦
せん

、［おろち退

治］、宝剣納め、秀
ひで

衡
ひら

対面、［八
はち

幡
まん

舞
まい

］

【地域との連携、学校への指導】
　かつては、地域の八幡様や春日神社（要害）に

奉納していたが、平日の昼間に参加できない会員

が増えたため、昭和50年（1975）頃から奉納して

いない。地域の祭り「萩荘祭」では、毎年神楽を披

露をしている。

　今後は、地元公民館での上演会を定着させる方

針だ。

【その他】
・一関市指定有形民俗文化財「神楽蛇面」（昭和48

年11月３日指定）

年間の主な活動、伝承活動

例年実績

月 内容（主催） 場所

３月 一関民俗芸能祭（一関民俗芸能団体協議会） 一関市大手町

８月 北上みちのく芸能まつり（北上観光協会） 北上市

11月 萩荘祭（コンベンション協会） 一関市萩荘

古内神楽



3938 南部神楽調査報告書 南部神楽調査報告書

地元で絶大な人気を誇った神楽を
家族と仲間たちが継承

●保持団体の名称　牧澤神楽保存会

●会長　阿部繁行（真柴字鴻ノ巣 46）　

●会員　８人

【芸能の由来・伝承】
　明治42年（1909）、八幡神社への奉納神楽を行

うため、飯倉神楽（現花泉町）から菅原貞
てい

四
し

郎
ろう

、菅

原惺、高橋衛の３氏を師匠に招き、伝承した８人

が牧澤神楽を創設。活発な活動は、地元で高い人

気を誇ったという。　

　昭和60年（1985）頃から後継者不足のために活

動を休止していたが、平成14年（2002）４月に家

族と友人の有志が保存会を発足。再興の一歩を踏

み出した。以来、神楽本と演技映像を見ながら昔

の神楽を復活させ、今日まで繋いでいる。

　最近は、次世代を担う女児も参加するなど家族

と仲間たちによって伝承されている。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は８人（太鼓１人、平手鉦２人、舞手５

人）。会長宅の練習場で毎週金曜日に練習してい

る。また、5～ 11月の第１土曜に集会所で地域の

子供たちに指導している。

　奉納では、式舞を先に舞う決まりがあることか

ら式舞の練習に力を注ぐ。昔の映像どおりに言葉

を発する方がホコ（幣
へい

束
そく

）を出し、話を受ける方

が扇
せん

子
す

を出している。

【演目】
・式舞…三番叟、神分かれ、岩戸入、岩戸開、御

お

室
むろ

焼き、彦
ひこほほでみのみこと

炎出見命、宝剣納め、羽
はごろも

衣、石
いし

童
どう

丸
まる

・劇舞…敦
あつ

盛
もり

妻別れ、法童丸親子名乗、葛
くずのは

葉物語、

葛ノ葉子別、東下り、法掛け、五條ノ橋千人切

【地域との連携、学校への指導】
　昭和38年（1962）、当時の真滝中学校長から指

導の依頼があり、体育祭発表用の鶏舞を指導し

た。同時期に牧澤地区子供会に対しても鶏舞指導

を始めた。神楽の活動が中断した時期にも学校へ

の指導は続けた。

　地元で絶大な人気を誇った神楽を継承するため、初代庭元の子、孫やその仲間たちが不断の努力で再興

した。先々代の庭元の葬儀で「牧澤神楽を継ぐのはおまえだ」と言われた孫が、必死の思いで周りを動かし

たという。昔の芸を忠実に受け継ぎつつ、新しい工夫も施しながら、積極的な活動を展開している。

［一関市の南部神楽_ ７］

DATA

牧澤神楽
まぎさわかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

　一関東中学校は、平成 20年（2008）の統合の

際、真滝の牧澤神楽と弥栄の富沢神楽の二つを、

そのまま地域ごとに引き継ぐことにし、現在も体

育祭では二つの鶏舞を披露している。平成 14年

（2002）から運動会に鶏舞を取り入れた滝沢小学

校も指導している。

【その他】
・一関市無形民俗文化財芸能保持者：阿部繁雄（昭

和51年指定、56年死去により解除）

・『神楽神代記』（大正 13年以降）を所蔵。［『一関

市文化財調査報告書』62頁（昭和43年）］

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年度実績

月日 内容 場所 演目
５/16 東中学校運動会 一関市滝沢 鶏舞（中学生）
５/23 滝沢小学校運動会 一関市滝沢 鶏舞（小学生）
７/５ 一迫　あやめ祭り 宮城県栗原市 生田が森墓所
８/１ 真柴コミセン交通安全 一関市真柴 鶏舞（12区子供会）
８/９ 真滝 11区夏祭り 一関市真柴 鶏舞（子供）、三番叟
９/12 北辰神社選抜神楽大会 宮城県栗原市 生田が森墓所
９/13 大川口八幡神社例大祭 宮城県栗原市 鶏舞、敦盛と直実
10/18 滝沢地区民運動会 一関市滝沢 鶏舞
10/24 室根大祭（太鼓フェスティバル） 一関市室根町 岩戸入り
10/25 カグラ・メグル 一関市田村町 岩戸開き
11/14 納会 一関市真柴 鶏舞
１/31 真滝 12区新年会 一関市真柴 三番叟
３/13 一関民俗芸能祭 一関市大手町 岩戸入り

牧澤神楽
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青年団が復活、女性がつないだ
「神楽のある地域」を発信

●保持団体の名称　南沢神楽保存会

●会長　佐藤耕三（萩荘字南沢 260-11）　

●会員　16 人

【芸能の由来・伝承】
　昭和 15年（1940）に金

こん

野
の

米
よね

右
え

エ門
もん

氏が宮元に

なり、萩荘市野々本郷の本郷神楽千葉秀雄氏の指

導を受けて発足。地元神社への奉納のほか各種大

会等で公演していたが、後継者不足などから衰退

し、平成元年（1989）以降は休止していた。

　平成11年（1999）、「地元の神楽を絶やしたくな

い」と、「南星会」（南沢地区の青年団）が、かつて

の神楽を知る蘇武榮登氏に教えを乞い、練習を重

ねて復活を果たした。当初 12人でスタートした

が、練習に参加できない人が増え、存続が危ぶま

れた。

　そんな中、13年（2001）に地域で舞踊を習う女

性3人が加入。そのメンバーで翌年の「岩手県南・

宮城県北神楽大会」で見事優勝した。その後、神

社への奉納、各種大会・発表会への出演など精力

的な活動を続けている。特に、地域イベントと連

携した「神楽のある地域」を発信する取り組みは

注視の中にある。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は16人（太鼓　2人、舞手　11人）。

　南沢集会所で週１回の定期練習を、発表前の２

週間ほどは毎日練習している。

　平成 17年（2005）には創立65周年記念式典を

挙行し、記念誌を発行した。

【演目】　＊［　］は伝承だけだが復元可能

・式舞…鶏舞、三番叟、岩戸入神談、岩戸開祝詞、

魔王退治、五大領

・その他…宝剣納め・盗み取り・奪い返し、［釣弓

神語］、［大蛇退治］、信田ヶ森、［一の谷戦記］、屋

島合戦、安宅の関、［源牛若丸鞍馬兵法記］、［五條

の橋］

【地域との連携、学校への指導】
　平成23年（2011）に自鏡山吾勝神社において、

山伏（法印）神楽系南部神楽誕生記念祭を挙行し

て、石碑を建立した。

　市野々神楽の系譜を持ち、神楽大会の審査員なども務めた蘇
そ

武
ぶ

運
うん

一
いち

郎
ろう

、蘇武榮
まさ

登
と

両氏の指導を受け、地

域の青年たちが復活させた。女性の力を生かしながら、地域づくり活動と連携して地元でのイベントにも

多数出演するなど、積極果敢な活動を繰り広げている。

［一関市の南部神楽_ ８］

DATA

南沢神楽
みなみさわかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

年間の主な活動、伝承活動

平成 24 年実績

【その他】
・『受け継ぐ伝統文化　創立65年の歩み』発行（南

沢神楽創立周年記念式典実行委員会編集・発行）

月日 内容 場所 演目
3/4 一関民俗芸能祭 一関市大手町 五大領

3/11 いきいき交流フェスティバル 一関市萩荘 屋島合戦（継信最後の場面）
3/20 JTB 栗駒再発見の旅 一関市厳美町 屋島合戦（継信最後の場面）
3/25 ベトナム交流会 一関市厳美町 鶏舞
4/1 いわてDCキャンペーン（JR一ノ関駅） 一関市駅前 鶏舞

4/18 田村神社例祭 一関市台町 鶏舞、宝剣納
4/29 岩手県南・宮城県北選抜神楽花泉大会 一関市花泉町 屋島合戦（継信最後の場面）

5/3 岩手県南・宮城県北神楽大会 一関市厳美町 五大領
9/11 日中次世代幹部交流訪日団公演 一関市萩 鶏舞
9/12 山神社例大祭 一関市赤荻 鶏舞、安宅の関
9/15 東北神楽大会 宮城県栗原市 五大領
9/19 熊野神三社例大祭 平泉町 鶏舞、屋島合戦
9/19 稲荷神社例大祭 一関市赤荻 鶏舞、五大領、安宅の関

10/14 源義経公ゆかりの地巡り 一関市萩荘 安宅の関
11/3 南沢交流ツアー 一関市萩荘 鶏舞

11/10 仙台マルシエ公演 宮城県仙台市 鶏舞
11/11 萩荘祭 一関市萩荘 安宅の関
11/17 里芋オーナー祭 一関市萩荘 鶏舞
12/9 一関市きものと伝統文化工芸公演 一関市山目 鶏舞、安宅の関
12/9 一関地方伝承芸能継承交流会 一関市舞川 五大領

南沢神楽
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門戸開いた一族と地域がつなぐ
大威徳天満宮の奉納神楽

●保持団体の名称　蓬田神楽保存会

●会長　伊藤一（舞川字竜ケ沢 70）

●会員　９人

【芸能の由来・伝承】
　蓬田家の言い伝えによれば、村社「儛草神社」

が野火によって焼失したため、明治元年（1868）

頃までは舞川字穴ノ倉地内の稲倉大明神に合祀さ

れており、例祭には大権現院神楽が奉納されてい

たという。

　蓬田大
だい

助
すけ

氏は、その法印神楽を伝授。隣接する

赤伏神楽を取り入れて明治25年（1892）、蓬田一

族の氏神である大威徳天満宮に奉納するため、蓬

田神楽を創設したという。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員は９人（太鼓３人、舞手８人、指導者１人）。

女子児童も参加している。練習は、庭元宅の練習

場で。大会や発表会が近づくと行う。

　悪霊を踏みしめる動作である「地踏」、東西南

北を祈祷する「四方切り」などを大切に継承する。

また、両手中指に「手
て

注
じ

連
め

」（九字）を結んで舞う。

【演目】　＊［　］は現在上演していない演目

三番叟、天の岩戸入り、岩戸開き、瓊
に に ぎ の み こ と

瓊杵尊、地神

四代の帝彦
ひこ

火
ほ ほ

炎手
で み の み こ と

見之尊、豊玉姫之尊の産小屋、

龍宮出現、三
み

熊
くまたいじんたい

大神退治
じ

、五大龍、［水神明神］、羽
は

衣
ごろも

、叢
むらくも

雲、宝剣納め、一ノ谷、黒塚、八俣の大蛇退

治、田村将軍利春、二代田村中将利通、三代田村

将軍純友、橋弁慶、［安
あ べ の や す な

部安名、神
じん

通
つう

虎
とら

の巻
まき

、八島

合戦九郎判官義経、小敦盛、勢
せい

州
しゅう

鈴ケ山立
たて

烏
え ぼ し

帽子

田村三代将軍純友、鞍馬山騒動虎の巻きの始め、

日光権現序幕、曽我兄弟の仇討、金巻道
ど う じ ょ う じ

成寺、掃
か

部
もん

長
ちょうじゃ

者の巻］

【地域との連携、学校への指導】
　昭和60年（1985）、舞草小学校（現舞川小学校）

で運動会の鶏舞指導を開始。現在も同校で舞草地

　長年蓬
よもぎだ

田一族が担ってきた氏神への奉納神楽が昭和50年代、後継者不足で存続の岐路に立たされた。門

戸を開き、地域の青年団の協力を得て活動を続け、今日まで継承されてきた。

　近年は、会員の子供が参加したり、庭元の親族から若い後継者が生まれるなど、地域の中での継承は着

実に結実している。

［一関市の南部神楽_ ９］

DATA

蓬田神楽
よもぎだかぐら

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年実績

区の児童を対象に指導を続けている。児童は運動

会のほか、あじさい祭り、マイリバー祭などでも

披露している。 

【その他】
・一関市指定無形民俗文化財保存技術保持者（平

成 11年４月１日指定）現庭元蓬田稔
じん

氏

月日 内容 場所 演目

３/１ 第29 回一関民俗芸能祭 一関市大手町 三熊大人

４/17 儛草神社春季例祭 一関市舞川 女舞

５/１ 配志和神社春季例祭 一関市山目 宝剣納め、羽衣

９/９ 天満宮例祭 一関市舞川 女舞、屋嶋合戦

９/12 第 55 回宮城・岩手選抜神楽大会 宮城県栗原市 黒塚

９/19 笹谷稲荷神社秋季例祭 一関市赤荻 岩戸開き、黒塚、宝剣納め

10/３ 金鶏山夜神楽 平泉町 黒塚

10/20 萩荘・駒形根神社秋季例祭 一関市萩荘 宝剣納め

11/29 舞川市民センター文化祭 一関市舞川 女舞、宝剣納め

11/13 施設慰問（特養ホーム「舞川の里」） 一関市舞川 女舞、宝剣納め

蓬田神楽
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花泉地域の有志が集まり活動
大門に代わって地域の神社へ奉納も

●保持団体の名称　白浜神楽会

●会長　千葉良夫（花泉町涌津字台 39）

●会員　８人

【芸能の由来・伝承】
　昭和45年（1970）１月、栗原善三が庭元となり、

栗原神楽佐藤佐吉師匠から指導を受けて創設。昭

和50年（1975）頃からは、大門神楽の菅原譲
ゆずる

（故

人）、小野寺弥
わたる

両氏から指導を受けた。セリフを

現代語・共通語に変えるなど、観客にわかりやす

い舞台をつくる。一方で、伝統的な足の動き（悪

霊を踏む地踏）も意識して演じているという。

　初代代表故栗原善三氏、２代目代表千葉良夫

氏。 

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数８人（太鼓２人、舞手８人、指導者１人）

60歳代～ 70歳代。会員は白浜地区（花泉町涌津）

在住者を中心に、永井や奈良坂など花泉地域の各

地から参加している。

　会員宅を庭元に、大会や発表会の前に練習をし

ている。練習会場の離れは、神楽用具の保管場所

にもなっている。

【演目】　＊［　］上演に時間が必要な演目

・式六番…鳥舞、翁舞、三番叟、［八幡舞］、岩戸開

・神代もの…岩戸入、彦
ひこ

火
ほ ほ

火出
でみのみこと

見尊、手玉織、宝剣

納め、五代領、大蛇退治、神分舞、高間登り、西の

宮、三熊大人、天降り舞、羽衣、作
さく

耕
こう

舞
まい

、天孫天下

り、岩長、日
や ま と た け る

本武尊、三熊神語

・劇舞…一ノ谷、義経一代記、葛葉物語、曽我物語、

楠木一代記、［九戸政実］、田村三代記、［大
おお

江
え

山
やま

酒
しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

退
たい

治
じ

］、小敦盛記、道化棒しばり・いな切り・

神楽見物・関所破り

【地域との連携、学校への指導】
　昭和50年（1975）頃から亥年小学校に運動会で

発表する鶏舞を指導している。58年（1983）に涌

　神楽好きの有志が集まって始め、各種大会等で高い評価を得ている。現在は、活動を休止している大門

神楽から教えを受け、大門神楽に代わって花泉地域の神社への奉納を行っている。会員は、白浜地区だけ

でなく花泉各地の神楽団体からも参加。歌や芸能に秀でた芸達者が見せる地域芸能の一つのあり方を示し

ている。

［一関市の南部神楽_10］
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白浜神楽
しらはまかぐら
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年間の主な活動、伝承活動

平成 27年実績

津小学校に統合された後も指導を継続。児童は、

運動会のほかにも、地区民運動会や敬老会などで

鶏舞を披露しており、同行した保存会が太鼓と鉦

を担当している。

【その他】
　平成27年９月に上演会開催

月日 内容 場所 演目
４/26 御嶽神明社春季例大祭 一関市花泉町 手玉織
５/３ 岩手県南・宮城県北神楽大会 一関市厳美町 楠公桜井の別れ
７/５ 一迫あやめ祭り 宮城県栗原市 楠公桜井の別れ
９/12 北辰神社 宮城県栗原市 道成寺
９/13 日枝神社 宮城県栗原市 みかぐら、三番叟、道成寺、曽我兄弟討入り
９/15 八雲神社 一関市花泉町 みかぐら、三番叟、道成寺、曽我兄弟討入り
９/16 涌津八幡神社 一関市花泉町 みかぐら、道成寺
９/17 介護施設「寿光荘」慰問 一関市花泉町 道成寺、いな切り（道化）
９/26 白浜神楽上演会 一関市花泉町 みかぐら、曽我兄弟討入り、作耕舞
10/４ 黄海集落センター 一関市藤沢町 岩戸入り
10/11 日吉神社 一関市花泉町 釣弓神語
10/17 平野神社 宮城県栗原市 釣弓神語
10/25 古峰神社 一関市花泉町 みかぐら、三番叟、釣弓神語、大蛇退治
11/３ JAまつり 一関市花泉町 大蛇退治（ダイジェスト）
11/22 高倉神社 花泉町永井 みかぐら、三番叟、作耕舞
12/５ 涌津小学校 PTA 講演会 花泉町涌津 みかぐら、作耕舞
12/14 介護施設「さくら館」慰問 花泉町涌津 釣弓神語

白浜神楽
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佐藤金治郎が直接指導した
京津畑の地元神楽

●保持団体の名称　京津畑神楽保存会

●事務局　佐々木守雄（大東町中川根岸 58-17）

●会員　11 人

【芸能の由来・伝承】
　明治35年（1902）頃、神楽を始めることにした

京津畑地区は、当時の有力者が田河津村（現東山

町田河津）の佐藤金治郎夫妻を招き、37年（1904）

から２年間、指導を受けた。

　面や衣装までも手作りした佐藤夫妻は、親身に

なって京津畑神楽を育て上げたという。明治40

年（1907）に衣装を新調、日月神社の奉納神楽の

一座として活動した。しかし、昭和30年（1955）

頃から舞手が減り、神社への奉納以外、活動は休

止状態になった。

　平成元年（1989）、昭和30年頃活躍した五代目

座員４人を師匠として練習を重ねて復活。４年

（1992）には京津畑地区が保存会を発足した。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　佐藤金治郎氏が長期にわたって直接指導した

神楽は京津畑だけで、ゆっくりとしたテンポが特

徴。

　昭和の休止前に見た村上護朗氏は「他にはない

ゆっくりとした優雅な舞い方。金治郎氏の新しい

創作の試みだったのでは」と述べたという。当時

は、「高山の巻」、「信田妻」が十八番といわれてい

たが、現在は継承されていない。

　平成４年（1992）に京津畑地区の全62世帯（現

在は49世帯）が保存会を発足。会長は神楽一座以

外から選出し、副会長は神楽一座の代表が務める

ことに決めた。地区の総会と併せて神楽保存会の

総会も開催している。現在は会長不在。

　当時の会員は 14人（太鼓１人、指導者４人）。

現在は11人（平成26年）。大人だけでなく小学生

も参加している。当初菊池貞四郎氏宅に保管して

いた面や衣装は現在、旧京津畑小学校（山がっこ）

体育館に保管。練習は、出演前に体育館で行って

いる。

　当地方の南部神楽に重要な足跡を残した佐藤金治郎氏が、長期間滞在して直接指導した神楽だ。地域の

協力を得て復活、現在は女性会員も加わって伝承している。地域の神社に奉納しているほか、地域づくり

に力を入れる京津畑地区の地元神楽として多彩な活動を繰り広げる。

［一関市の南部神楽_11］

DATA

京津畑神楽
きょうつはたかぐら
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【演目】　＊［　］は現在上演していない演目

・式三番…鶏舞

岩戸開、羽
はごろも

衣、牛若丸橋弁慶

［三
さん

番
ば

叟
そう

、高山の巻、信田妻、道
ど う じ ょ う じ

成寺、振袖の巻、

熊坂長範、老松若松、赤鬼退治、一の谷、四節分］

【地域との連携、学校への指導】
　昭和40年（1965）から菊池照夫氏が京津畑小学

校の鶏舞を指導。保護者（男女）も児童と一緒に

習った。興田小学校統合後は、学校への指導はし

ていないが、大人の練習に児童が参加している。

【その他】
　佐藤金治郎氏製作の面を保有している。権現の

頭もあるが、詳細は不明。

年間の主な活動、伝承活動

平成 27年実績

月日 内容 場所 演目

４/5 荒川神社奉納 一関市大東町 御神楽

６/21 チャリティ（興田公民館） 一関市大東町 橋弁慶

７/19 日月神社奉納（京津畑） 一関市大東町 御神楽（鶏舞）

10月 旭岡神社奉納（中川）　 一関市大東町 御神楽

11/7、8 国學院大学でのイベント公演 東京都 学生による鶏舞

12/6 大東町芸術祭郷土芸能発表会 一関市大東町 鶏舞、岩戸開

京津畑神楽
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瀬台野流の系譜を持つ貴重な神楽
上演会を機に演目を復活

●保持団体の名称　瀬台野流市之通神楽保存会

●会長　伊東吉之進（大東町鳥海字市ノ通 53）

●会員　10 人

　瀬台野流の系譜を持つ神楽で、昔は笛もあったという。「山ノ神」は、市内で伝承する団体が少ない演目

で、旧東磐井地方の神楽の広がりを考える上で貴重である。神社への奉納のほか自治会行事などで上演し

ていたが、近年は、後継者不足などから中断。平成27年（2015）６月の上演会を機に演目を復活させ、再び

地元での継承に動き出した。

［一関市の南部神楽_12］

DATA

瀬台野流市之通神楽
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【芸能の由来・伝承】
　始まりは大正６年（1917）。地理的関係の深い江

刺郡田原村（現奥州市江刺区田原）の川内神楽か

ら先生を招いて神楽を習った。

　団体が掲載された刊行物（＊）によると初代は

19人。平成10年頃、村上護朗氏の指導を受け、道

具を整備して活動を充実させた。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員は 10人。市ノ通地区（35世帯）の有志20

歳代から70歳代の男性だ。昔は株を買って「神楽

連中」に参加していたという。

　座元（代表）は、現在四代目。大正期の創設当時

の面を10面ほど所有している。

【演目】　［　］は現在上演していない演目

・式六番…御神楽舞、山ノ神舞、三葉舞、八幡舞、

道引舞、岩戸開舞（くずし舞付）

・仕組神楽…日光権現、一ノ谷嫩軍記

［裏式六番舞］

【地域との連携、学校への指導】

　平成 10年頃、地元の児童・生徒に指導してい

た。 

【その他】
＊団体が掲載された刊行物

伊藤武之進（編集責任）『瀬臺野系神楽口唱歌誌』

（1983　瀬臺野神楽保存会）

年間の主な活動、伝承活動

例年実績

月日 内容 場所 演目

５月・10月 興田神社の例祭 興田神社 奉納御神楽

かつては、胆沢地区の「胆江神楽大会」、水沢駒形神社の「例祭」、「東磐井
郡下神楽大会」などにも出演。地区行事の後に披露することもある。

市之通神楽

平成 27年度実績

月日 内容 場所 演目

11/29 第12 回いわい地方民俗芸能祭出演 一関市大東町 山ノ神舞

3/13 第 31回一関民俗芸能祭出演 一関市大手町 山ノ神舞
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3年ぶりに活動を再開
若い世代への演目継承に力を注ぐ

●保持団体の名称　天狗田代々神楽保存会

●会長　菊池一美（大東町沖田字大平 10-3）

●会員　13 人

【芸能の由来・伝承】
　『郷土を学ぶ　－興田の史跡と民俗芸能－』（＊）

によれば、初代は田河津村高金の佐藤金治郎氏、

二代目は奥玉村の藤野金作氏、藤野為定氏、三代

目は磐清水村の及川輝家氏と奥玉村の及川卯吉氏

が伝える「水山流」を継ぐという。

　大正 11年（1922）、石屋職人及川輝家氏の指導

で「天狗田神田神楽」が始動。道具は京津畑神楽

から買い受けた。今川丑五郎氏を世話役に摺沢の

学校の先生も協力したという。

　それとは別に大正14年（1925）、「牛追い」に来

た及川卯吉氏を師匠に神楽を習得した人たちがい

た。昭和２年（1927）に「天狗田神社代々神楽」が

始動し、後に、佐藤利四朗氏から道具を借りて一

式をそろえた。それが今もなお、使われている。

卯吉氏が帰った後は、両団体が輝家氏の指導を受

けた。

　両神楽は人気を博し、各地から出演依頼が寄せ

られた。だが、兵役等で舞手が不足した神田神楽

は解散。残された2、3人は代々神楽に加わって終

戦後も活動したが、その代々神楽も中断すること

に。

　月日は流れ昭和59年（1984）、熊谷平氏が 6年

（1931）の演技本をもとに女性たちに指導。代々

神楽は復活を遂げた。神社への奉納のほか、61年

（1986）からは地区の児童に鶏舞を指導するなど

積極的な活動を続けた。

　だが、復活当時のメンバーの死去などにより平

成23年（2011）を最後に活動を休止した。

　今回、調査研究事業の一環として代々神楽の上

演会を開催することになり、高校生の参加や地域

の協力を得て活動を再開した。

＊興田史談会　昭和63年『郷土を学ぶ　－興田

の史跡と民俗芸能－』

　かつては、小学校や地域で子供たちに鶏舞を指導してきた。また、地区公民館での上演を重ねていたこ

とから、地域の神楽としても定着していた。しかし、後継者不足などにより、平成24年（2012）から活動を

休止。本年度、３年ぶりに活動を再開した。すると、子供の頃に指導を受けた高校生の舞手と胴取りが加

入。現在、若い世代への演目継承に力を入れている。

［一関市の南部神楽_13］
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【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　昭和60年当時は11人（平成27年現在13人）。

　

【演目】
　羽衣、三番叟、天の岩戸開き、四節分け

【地域との連携、学校への指導】
　天狗田小学校は平成８年（1996）頃から閉校す

る平成18年（2006）まで、運動会の演目として鶏

舞を学習。保存会が指導した。

　昭和期の復活では、地域住民が衣装を協力し

た。また、天狗田地区（上下）の収穫祭には毎回出

演した地域の神楽であった。

　今後は、他地域の神楽との交流や協力も視野に

入れる。

年間の主な活動、伝承活動

例年実績
月日 内容（主催など） 場所 備考

春・秋 天狗田神社奉納 一関市大東町 拝殿での奉納は鶏舞
神楽殿で劇舞を上演することもあった

夏 沖田のさなぶり 一関市大東町

11月 収穫祭 一関市大東町

冬 大東町郷土芸能発表会 一関市大東町 大原の出雲神社に呼ばれることもあった

天狗田代々神楽
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有志が始めた奉納神楽
3年前に後継者加入、再生に一筋の光

●保持団体の名称　愛宕神楽保存会

●会長　菅原一美（千厩町千厩字町浦 63-2）

●会員　５人

【芸能の由来・伝承】
　旧千厩町１区は昭和48年（1973）４月、神楽を

通じて会員の親睦を図ろうと愛宕神楽を始めた。

藤沢町の増沢神楽菅原軍治氏、村上潔氏、千厩町

の熊田倉神楽武田実氏を師匠に練習を重ね、後

に、東磐井郡下神楽大会をはじめ、各種大会で入

賞するほどになった。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　設立当初の会員は 12人。同好会からスタート

した。昭和51年（1976）７月、資金を援助する愛

宕神楽後援会が発足、愛宕神楽保存会に改称し

た。初代会長は高橋栄吉氏、二代は永澤務氏、三

代は菅原賢治氏、四代は菅原二朗氏、現在は五代

目。

　５人の会員が神社への奉納を唯一の上演機会と

しているが、後継者の加入もある。練習は奉納前、

愛宕集会所で行う。

【演目】
　劇舞に入る際、式舞（白

しら

露
つゆ

）、祝詞（三番叟）（鳥

舞）を舞う決まりがある。

　三熊退治、蘇
そみんしょうらい

民将来、大蛇斬、日
や ま と

本武
たけるのみこと

之命、高山

掃
か

部
もん

長
ちょうじゃ

者物語、信田ケ森、天ノ岩戸開、西ノ宮大

神、魔民退治、三
さん

番
ば

叟
そう

、五大領四節分、日光権現、

女舞（＊会員数が足りないため、上演できない演

目もある）

【地域との連携】
　東磐井郡下神楽大会は、愛宕神楽の会長も務め

　愛宕神社は、奉納のために各地から神楽を呼んでいた。それを見ていた地元の有志が神楽を始め、自ら

奉納するようになった。地元の神楽を喜んだ地域が後援会を発足して支え、愛宕神社で大会を行うまでに

なった。それが、愛宕神楽と「東磐井郡下神楽大会」だ。大会は一時期、盛況を極めたが、平成10年（1998）

の20回大会をもって終了した。「費用を負担するので継続してほしい」と声を上げる神楽団体も少なくな

かったという。その後も、愛宕神楽は、秋季例祭での奉納を欠かさずに行っている。

［一関市の南部神楽_14］
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年間の主な活動、伝承活動

例年実績

た永澤務氏らが地域おこしの一環として計画した

という。

　毎回、年明けから準備会を何度も持ち、後援・

スポンサー集めから参加団体の募集、審査員の依

頼など多くの作業を行いながら20回の大会を開

催し続けた。永澤家には各回の事務書類を綴った

分厚いファイルが残されている。当初の大会会長

には浜横沢神楽（室根町）を支援していた室根村

長だった加藤訂氏が就き、協力を惜しまなかった

という。

　この大会は、芸を磨く励みになり、また他団体

との交流の場になっていたと当時参加していた団

体の評価は高い。

　

月日 内容 場所 演目

８月末 神楽殿奉納 愛宕神社秋季例祭 白露、三番叟（または鳥舞）+劇舞（２、３演目）

愛宕神楽
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奉納後、発表会開き地域に披露
高校生が胴取りを

●保持団体の名称　布佐神楽保存会

●会長　千葉仁一（川崎町門崎字布佐 109）

●会員　41 世帯　●神楽連中　15 人

●岩手県指定無形民俗文化財「布佐神楽」（平成 25 年 4 月 5 日指定）

【芸能の由来・伝承】
　布佐神楽は文久3年（1863）に隣村の相川村（現

一関市舞川）から神楽（おそらく法印神楽）を伝授

したのが創始。その後、さまざまな要素を取り入

れ、大正期までに現在の芸風を確立したという。

　戦時中は兵役などで人数が減ったこともあった

が、熊野・伊吹両神社への奉納は、欠かさずに続

けてきた。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　自治会全世帯（41戸）が会員。神楽連中は15人

（うち太鼓１人、指導者１人）だ。全員が男性で、

隣接地区からの参加もある。

　昭和47年（1972）、住民の総意で保存会が発足

した。現在、庭元はなく、練習会場の「神楽伝承館」

に道具などを保存している。

　毎年正月から 4月までは週2回の定期練習を

行っているほか、各種大会や発表会などの前に練

習を重ねている。

【演目】
　三

さん

番
ば

叟
そう

、御
み

神
か

楽
ぐら

、岩戸開、三宝荒神、所
しょ

望
もう

分
わけ

神

語、水神明神、魔王神語、御
お

室
むろ

焼
やき

、五矢神語、黒塚、

羽衣、叢
むら

雲
くも

神語、屋嶋の合戦（扇の的）、小袖曽我、

一ノ谷の合戦、玉織姫子捨ての場、法童丸母との

対面、法童丸父（魂
こん

魄
ぱく

）との対面、楠公（楠木正成）、

げんべはり（道化）

＊他に、すぐには上演できない演目が30ほどある

【地域との連携、学校への指導】
　昭和47年（1972）頃から布佐自治会の児童全員

を対象に指導している。

　地元の熊野神社、伊吹神社の春秋例祭に欠かさず神楽を奉納し、その後、発表会を開いて地域の人に披

露している。平成25年（2013）までは、テントを設営して上演したが、現在は川崎農村研修センターを会

場に開催している。毎年地区内外から多くの人が訪れ、布佐神楽を楽しんでいる。一方、長年にわたって地

域の子供たちへの指導も続けてきた。こうした地道な活動により地域の神楽として定着。近年は、千葉孟

君と千葉隆寛君、高校生二人の胴取りが誕生するなど、後継者の確保育成にも成果を挙げている。

［一関市の南部神楽_15］
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月日 内容 場所 演目
2/16 建築士会青年大会アトラクション 一関市山目

御神楽ほか２、３演目

3/17 岩手の民俗芸能祭 盛岡市
4/14 道の駅かわさき10 周年記念 一関市川崎町
4/14 （16日近くの日曜）　伊吹神社例祭 一関市川崎町
4/28 150 周年記念神楽発表会 一関市川崎町
4/29 熊野神社例祭 一関市川崎町

5/3 岩手県南・宮城県北神楽大会 一関市厳美町
6/23 川崎町商工会テント市 一関市川崎町
7/13 元気な地域づくり事業　布佐神楽発表会 一関市川崎町
9/15 （16日近くの日曜）　伊吹神社例祭 一関市川崎町

10/12 アレサふれあいまつり 東京都町田市
10/17 祥雲寺公演 一関市台町
10月 熊野神社例祭 一関市川崎町
11/3 川崎町文化祭 一関市川崎町

11/24 いわい地方民俗芸能祭 一関市川崎町
12/1 かやぶき祭（村上家住宅） 一関市千厩町

　統合前の旧門崎小学校では4～ 6年生に運動会

で披露する鶏舞を指導。平成24年（2012）の統合

後は、川崎小学校で指導している。

　また、保存会員の高校生には太鼓を教え、胴取

りの後継者育成を図っている。

【その他】
・独自製作本『布佐神楽　創立130周年記念誌』（平

成５年（1993））発行　

・獅子舞を布佐神楽保存会として伝承

年間の主な活動、伝承活動

平成 25 年実績

布佐神楽
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地域の拠点自治会館で
子供たち中心の神楽を披露

●保持団体の名称　下大籠南部神楽保存会

●会長　高橋義男（藤沢町大籠字奈良原 100）

●会員　７人

　神明社への奉納と「藤沢町子ども郷土芸能発表会」での発表のため、子供たちへの指導を中心に活動し

ている。神明社秋季例祭では、社殿前で奉納した後、千松自治会館での上演会が定例になっている。屋外で

バーベキューや汁物を楽しみながら神楽を鑑賞する上演会は、住民の楽しみの一つ。同時に、東日本大震

災の支援をきっかけに交流を続けている大室南部神楽（宮城県石巻市北上町）との共演の場でもある。こ

こ数年は、子供たちを中心にした披露の場にしており、児童・生徒は張り切っている。

［一関市の南部神楽_16］
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【芸能の由来・伝承】
　昭和８年（1933）、宮城県栗原郡金成町から来

た佐藤清人氏を師匠に、佐藤重雄氏、佐藤司氏な

どが１カ月の間、毎晩練習を重ね、神明社に奉納

する神楽を習得した。以来、今日まで絶え間なく

継承されている。

　初代庭元は佐藤司氏、二代は佐藤重雄氏、三代

（現）は高橋義男氏。23歳から神楽を始めた高橋

氏は、40年以上にわたって保存会の会長を務めて

いる。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　40区（千松）の有志が発足。現在は、下大籠地

区（40、41区）の範囲に呼び掛けている。

　会員は、30歳代（3人）から80歳代（1人）まで

の男性７人。胴取（太鼓）は１人、鉦ひき（平手鉦）・

舞子（舞手）は全員で、指導者は3人だ。

　子供は、小・中学生の男女５人が参加する。 

　高橋氏が思い出しながら書いた「こわぼん」（声

本）＝舞の口唱歌＝を使っており、太鼓の口唱歌

も作成している。　

【演目】
　のりと、白露、神楽由来、三番叟、岩戸開、蛭児

の尊、牛若丸、一東の宝剣、屋嶋合戦、宝剣たばか

り、三熊退治、水神舞、天孫降臨、大蛇退治、宝剣

納め、羽衣、日光権現、田村三代記、竹生島、楠公

父子の別れ、信田森

【地域との連携、学校への指導】
　平成の初め頃、十三浜の大室南部神楽（宮城県

石巻市北上町）に台本を見せて指導した。大室南

部神楽はその後中断していたが、東日本大震災を

機に再開。下大籠南部神楽は、神楽本を提供した

り、舞台を貸し出したりするなどの支援を行って

交流を深めている。

　旧大籠小学校児童が運動会で披露する鶏舞の指

導は、平成21年（2009）の閉校まで続けられた。

●千松自治会館上演会
　年に一度の秋の神明社奉納後の上演会は、地域

の人々の楽しみの会である。

　平成26年からは２年間にわたり、牛若丸前・

後編と銘打って子供たちに主役を演じさせた。演

目の天狗の立ち回りを考えたり、受付や接待を手

伝ったりして役割を担っている子供たちは、自分

たちの神楽上演会を楽しんでいた。

　最高齢の高橋会長の神降ろしの儀礼で始まり、

小・中学生の餅撒きで終わる上演会は、地域と共

にある保存会のあり方を示す場であった。

年間の主な活動、伝承活動

例年実績

月日 内容（主催など） 場所 備考

旧９/16 神明社の祭礼 神明社 平成 25 年は信田森、24 年は大蛇退治

１月 藤沢町子供民俗芸能発表会 藤沢 文化センター
「縄文ホール」

平成 28 年は五条の橋、岩戸入り
27年は牛若丸、常盤御前、鞍馬山の部

下大籠南部神楽
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不変を意識した神舞復活の取り組み
百周年を迎えた伝統の神楽

●保持団体の名称　本郷神楽保存会

●会長　佐藤賢吉 ( 藤沢町藤沢字八沢 127）

●会員　11 人

【芸能の由来・伝承】
　端山神楽を習った浜横沢の加藤勇八氏の指導

で、保呂羽神楽がつくられた。その中の佐藤留五

郎氏を中心に本郷神楽が発足した。

　保存会が所有する資料によると、大正 11年

（1922）、葉山神社の「代々神楽」として奉納する

親楽会が結成され、本郷 10区の有志の協力で衣

装等を購入した。

　初代師匠は佐藤留五郎氏、二代畠山一男氏から

代表となり、三代は熊谷八重治氏、四代は畠山春

男氏、五代は熊谷功氏、六代は佐藤賢吉氏だ。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　面は29面を所有。うち24面は古いものである

という。真剣も所有。二代から継承されたものも

ある。三代頃までは、囃子に笛もあったという。

　伝えられてきたものを変えないように努めてい

る。女舞を得意とする。

　会員数は 20代～ 80代の 11人。太鼓（胴取）２

人、舞手９人、指導者は畠山春男氏。昭和 46年

（1971）頃に保存会が発足。本郷地区（ ９～ 11区）

240世帯の有志で構成され、平成 16年（2004）か

ら女性２人が参加している。練習は毎月３～４

回、午後７時から９時まで本郷白藤交流館で行っ

ている。道具は会長宅に保管している。

　そのほか、「藤沢町子ども郷土芸能発表会」に出

演する地区の児童約20人に、冬休み中２週間ほ

ど指導する。

【演目】
・式舞６種…翁舞、三

さん

番
ば

叟
そう

、鶏舞、八
はち

幡
まん

舞
まい

、山の神

舞、岩戸開き

・裏舞（夜神楽が始まる時に最初に舞う）

・御神楽（西の雲）

・神舞七神楽（サンヤ舞とも）…八幡舞、山の神舞、

明神舞、勇
ゆう

伝
でん

之
の

部
ぶ

（龍伝か）、天下里之部、参
さ ん ぽ う

宝荒
こう

神
じん

、水神明神

・段事（セリフ神楽）…天
あめ

之
の

叢
むらくも

雲宝剣由来記（参熊

大人退治の部、素
す

戔
さ

嗚
のお

の尊
みこと

都入りの部、蘇民将来

の部、大蛇退治の部）、西之宮、龍宮兄弟合戦の部

（龍宮之前の子渡しの部、兄弟合戦の部、合戦後

の子渡しの部）、日
や ま と た け る

本武尊草薙の宝剣奉納之部（通

称：宝剣納め）、四季分け、羽衣、石童丸、信太ケ

森（安名明神参拝の部、信田森合戦の部、葛之葉

　「式舞」「神舞」を多く保持している。伝統継承を意識して、特にこの数年は神舞の復活に取りんだ。地元

自治会館で定期的に練習を重ね、見事「神舞七神楽」を復演。平成27年（2015）には「本郷神楽創生百周年

記念神楽上演会」を挙行し、地域の人々へ披露した。

［一関市の南部神楽_17］
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子別れの部）、竹
ちく

生
ぶ

島
しま

（初座の部、身穀上げの部、

下座の部）、源平記（一の谷合戦、玉折姫子別れの

場、法童丸父子対面の場）、玉取姫（3年前に新た

に作成＝龍宮合戦の部、母子対面の部）、地蔵買い

（狂言）　ほか

＊すぐに上演できない五矢神話もある

【地域との連携、学校への指導】
　自治会の要請で地域の敬老会やイベントなどに

出演。

　昭和43年（1968）から平成21年（2009）まで藤

沢小学校児童が運動会で披露する鶏舞を、昭和45

年（1970）から現在まで本郷地区の小学４～ 6年

生に「藤沢町子ども郷土芸能発表会」出演のため

の指導をしている。

【その他】
　大正期に、佐藤留五郎氏のセリフを畠山一男、

熊谷八重治両氏が記したものが畠山家にある。平

成 10年（1998）頃、佐藤賢吉氏らがそれを写し取

り、せりふ・太鼓・舞の口唱歌、舞い方を記録保

存し、DVD等で会員に配った。せりふ等は、現代

語や現行の文字に置き換えた。

年間の主な活動、伝承活動

平成 24 年実績
月日 内容 場所 演目

１月 藤沢町子供郷土芸能発表会 一関市藤沢町 岩戸開き（子供用）
４月 藤勢寺例祭 一関市藤沢町 玉取姫。子供も踊る
6月 岩手県南・宮城県北神楽大会 一関市厳美町 玉取姫
９月 葉山神社の例祭 一関市藤沢町 奉納は翁舞、三番叟、神舞、段事の中からいくつか

10月 地区敬老会 一関市藤沢町
10月 保呂羽神社例大祭 一関市藤沢町
11月 JA 農業祭 一関市藤沢町

本郷神楽
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昔習った児童が大人になって加入
地域の神楽として定着

●保持団体の名称　増沢神楽保存会

●会長　菅原武徳（藤沢町増沢字畑沢 62-2）

●会員　11 人

　「藤沢町子ども郷土芸能発表会」に出演する新沼小学校児童の指導を続けており、小学時代に習った女性

が大人になって加入するなど、地域の神楽として定着している。地元の立石神社からの招へいはなくなっ

たが、吉祥寺の縁日で掛け舞台を設営し、毎年上演。地域の女性たちの楽しみの場になっている。定期的な

練習が保存会の実力を支えている。

［一関市の南部神楽_18］
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【芸能の由来・伝承】
　明治42年（1909）、八沢地区の総社である立石

神社への奉納神楽として始まった。師匠は、千厩

町清田熊田倉の千葉義美氏と矢越村深持の岩淵重

次郎氏。現在の32区を中心に「増沢神楽楽友会」

が発足した。

　その後、明治44年（1911）に楽友会の一部が独

立し、現在の 33区を中心に「増沢神楽」が誕生。

昭和14年（1939）には立石神社の神社名を加えた

「増沢立石神楽」に改称した。

　一方、「増沢神楽楽友会」は会員数の減少により

「増沢立石神楽」と統合。その後、団体名を「増沢

神楽」に改めた。

　昭和42年（1967）、増沢地区の半分に当たる約

50世帯が協力し、増沢神楽保存会を発足。初代会

長は菅原軍治氏、二代は菅原武美氏、三代は村上

光雄氏、現在は４代目の菅原武徳氏が務める。神

楽宿は、菅原軍治氏の前に世話役を務めた伊藤初

治氏宅を初めとし、村上弥兵衛氏宅、菅原武美氏

宅だった。近年は、増沢自治会館を使用している。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　会員数は20代～ 70代の11人。うち女性は４人

だ。保存会設立時から女性が参加する（胴取１人、

指導者６人）。

　練習は毎週金曜日（午後７時～９時30分）、増

沢自治会館で行っている。

【演目】
・式舞…鶏舞、三番叟、岩戸開、四節分

・劇舞…信田森、高山掃部長者、竜神舞、日光権現、

天之叢雲神話（大蛇切り）、蘇民将来、羽衣（三熊

退治）、道成寺、五條の橋

【地域との連携、学校への指導】
　昭和45年（1970）から藤沢中学校で鶏舞を指導

していたが、統合に伴い休止。現在は、新沼小学

校児童（4～ 6年生）が運動会で披露する鶏舞を

指導している。

　「藤沢町子ども郷土芸能発表会」に出演する児

童には、冬休み中のほぼ毎日指導している。少子

化に伴い、平成26年（2014）からは範囲を拡大し、

増沢地区だけでなく新沼地区の児童も対象として

いる。

【その他】
　菅原軍治氏と同時代の村上繁氏宅には、台本や

帳簿などが大切に保管されている。現在使用して

いる台本は、村上則雄氏が繁氏の台本と村上護朗

氏の『南部神楽』を見て作成したもの。そのほか、

昭和44年（1969）に当時の新沼小学校の佐藤正治

校長が神楽の由来をまとめたものがある。

年間の主な活動、伝承活動

例年実績

月日 内容 場所 演目

４月 吉祥寺の観音さんのお祭り 一関市藤沢町

11月 農業祭 一関市藤沢町 ３年に１度の持ち回り

１月 藤沢町子ども郷土芸能発表会 一関市藤沢町 平成 26、27、28 年は「信田森」。それ以
前は「四節分け」。

その他 ボランティア興業 一関市藤沢町

平成元年頃までは立石神社の祭礼（秋祭り）で奉納していた。戦前は、立石神社に特設舞台を作っていた。
近年は、祭礼の日に地元公民館で上演していたが、平成 10 年（1998）頃から中断している。

増沢神楽
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熟練を要し、秘伝とされてきた〆切舞
後継者募集し、再開の機を探る

●保持団体の名称　瑞山国首神楽

●会長　小岩清光（一関市厳美町字横森35）

●会員　６人

●一関市指定無形民俗文化財「瑞山神楽〆切舞」（昭和48年11月3日指定）

【芸能の由来・伝承】
　須川（栗駒山）の瑞山口に祀られた「くにかみさま」（国

首山）へ奉納するため、明治初期に佐藤清太郎氏が庭元

になり藤沢町で神楽を習得したのが始まりである。佐藤

氏がどこの神楽に所属していたかは不明。

　昭和期には、藤沢町の団体や一関夫婦神楽などに指導

した。

　現在の会員は昭和51年（1976）頃に集まった６人（太

鼓１人、舞手３～４人）、庭元は九代目。年々活動できる

会員は減っている。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　二人一組で前転するように舞う〆切舞は、息が合わな

いと首を折ることもある危険な舞だ。真剣を使用した昔

は、熟練を要し、秘伝とされてきた。現在は、組める相手

がいないため、舞を上演することができない。

　上演の定型は、御神楽に始まり、岩戸入、岩戸開、一

ノ谷と続く。舞台四方の柱に張ったしめ縄を切る〆切舞

は、最後に舞う。

【演目】　＊［　］は伝承できていない演目

［おっかけ三番］、三宝荒神、〆切舞、御神楽（鶏舞）、宝

剣納め、岩戸入、岩戸開、一ノ谷戦記、ほぼてみ、［羽衣］、

［五大領］

【地域との連携、学校への指導】
　平成元年（1989）に本寺中学校生徒に瑞山、本寺、小猪

岡３地区の踊りをアレンジした「本寺中鶏舞」の指導に

加わり、以来、年１回の指導を今日まで続けている。

【年間の主な活動、伝承活動】
　平成23年（2011）に温泉神社へ奉納した。それ以降の

活動実績はない。

　瑞山国首神楽の演目である「瑞山神楽〆切舞」は、昭和48年（1973）市指定無形民俗文化財に指定された。おっかけ

三番、三宝荒神とならんで秘伝の舞とされているが、現在は人数が足りないため上演できない状況にある。本寺神楽

保存会とともに本寺中学校への指導を継続しているほか、後継者も募集しており、活動再開の機会を探っている。

［一関市指定無形民俗文化財_ １（瑞山神楽〆切舞）］

DATA

瑞山国首神楽
みずやまくにかぶかぐら
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地域の神楽 市指定無形民俗文化財

地域の神楽

名実共に地域を代表した神楽
子供鶏舞で再開を模索

【芸能の由来・伝承】
　天保６年（1835）頃、金沢村大門地蔵尊別当宝善坊
が東磐井郡相川村（現舞川）の法印千葉依人氏を師
匠に、大門の若者衆が法印神楽の指導を受けたのが

始まりといわれる。
　明治 11年（1878）に神楽組が発足し、東磐井郡の

小島神楽を習得。明治末には黒沢神楽の庭元から伝
習、法印神楽に工夫を施して独自のスタイルを確立
した。大正期から昭和初期まで、県内外から公演を

依頼されるなど人気と実力のある神楽団体として名
をはせた。また、地元花泉町内の各神社の奉納を一
手に担ったほか、県内だけでなく宮城、山形両県の

神社で奉納するなど地域を代表する神楽団として活
躍した。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　平成 12年（2000）当時の会員は５人。面、太鼓、衣装

などは大門集落センターに保管。台本などは小野寺弥氏

が保管している。

【演目】　
［かつて伝承していた演目］

おろち退治、宝剣納め、五大龍、岩長醜、御室焼き、金巻

登女、牛若一代記、曽我兄弟父の仇討ち、一の谷、安倍の

安名、忍田森妻物語、掃部長者佐与姫身売、岩戸入、三番

叟、鶏舞

【地域との連携、学校への指導】
　小野寺弥氏が一人で金沢小学校児童の鶏舞指導を続け

ている。同校は、運動会で披露するほか9月の金沢八幡

神社例祭や各種イベントなどにも出演している。上演に

は、小野寺氏が胴取りとして同行する。

【年間の主な活動、伝承活動】
　平成12年（2000）から休止している。

　大正～昭和期に、人気と実力のある神楽として活躍した名実ともに地域を代表した神楽。しかし、平成に入ってからは後

継者が減少し、平成12年（2000）に活動を休止した。その後も、金沢小学校児童の鶏舞指導は、胴取りの小野寺弥
わたる

氏に

よって続けられている。次代を担う子供たちへの伝承を継続しながら、地域では新たな活動の再開の機会を探っている。

●保持団体の名称　大門神楽連中

●代表　小野寺弥（花泉町金沢字大門沢42）

●一関市指定無形民俗文化財「大門神楽」（昭和53年3月31日指定）

［一関市指定無形民俗文化財_ ２］

DATA

大門神楽
だいもんかぐら

地域の神楽 市指定無形民俗文化財
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日露戦争勝利を記念して誕生
後継者確保と芸能伝承の道を探る

●保持団体の名称　浜横沢神楽保存会

●代表　西村義人（室根町折壁字天王前 32-7）

●一関市指定無形民俗文化財「浜横沢神楽」（平成 2 年 6 月 1 日指定）

【芸能の由来・伝承】
　明治29年（1896）、日清戦争の勝利を記念して浜横沢樋

の口の屋号「平林」の加藤新三郎が庭元となり、弥栄村（現

一関市弥栄）の佐藤熊五郎氏を師匠に、若者たちが１カ月

にわたって神楽を学んだのが始まり。演目は、14、15種類

あったという。

　第二次大戦で一度途絶えたが昭和47年（1972）頃、鶏舞

を復活させようという機運が高まり、有志12人で再興した。

当時は同好会として活動。道具は、村長でもあった加藤訂

氏家に保管されていたものを使い、創設時のメンバーだっ

た加藤氏と小松盛氏が指導した。

　その後、劇舞を取り入れたが、習得の難しさから会員が

減少。７人ほどになった。周囲の勧めで昭和50年（1975）に

保存会を発足。初代会長西城安雄氏を中心に再び活動を活

発化した。昭和60年（1985）頃には、地元弥栄神社に奉納

したほか「東磐井郡下神楽大会」などにも出演し、個人賞な

どを受賞した。

【芸能・団体の特徴、活動の状況】 
　平成になって会員の減少を止められず、平成12年

（2000）、「室根村郷土芸能祭」への出演を最後に活動を休

止した。

　神楽道具は、浜横沢集会所に保管していたが、国道284

号室根バイパスの整備に伴う同所取り壊しから、現在は庭

元であった加藤家に保管している。

【演目】　
［かつて伝承していた演目］

　御神楽（鶏舞）、三番叟、岩戸開、羽衣、信田ケ森、一ノ谷

【地域との連携、学校への指導】
　地元弥栄神社に奉納したほか、蟻塚公園桜祭り（折壁字

室根山）などにも出演した。旧浜横沢小（現室根東小）学習

発表会で披露するため、児童に指導したこともある。

【年間の主な活動、伝承活動】
　平成12年（2000）から休止している。

　平成2年（1990）に当時の室根村指定無形民俗文化財に指定された。平成17年（2005）に合併し、現在は、一関市指

定無形民俗文化財。会員の高齢化や死去に伴う後継者不足で、平成24年（2012）から活動を休止している。

［一関市指定無形民俗文化財_ ３］

DATA

浜横沢神楽
はまよこさわかぐら

地域の神楽 市指定無形民俗文化財 地域の神楽 活動中の南部神楽

奥玉神楽 おくたまかぐら

　明治 14年（1881）瑞山国首神楽から伝承。村の祭りで

演じられてきた。昭和48年（1973）には、奥玉地区の青

年の有志が奥玉神楽同好会を発足した。〔千厩町史第5

巻現代編（平成17年）793頁〕

　同好会として地元の八坂神社の「おてんのうさま」へ

の奉納を続けている。

●保持団体の名称　奥玉神楽同好会
●会長　小野寺進（千厩町奥玉字入山沢）

1

中日向鶏舞 なかひなたとりまい

　平成5年（1993）に奥玉地区の女性グループが地元の

民芸大会に出演するため、奥玉神楽の指導を受けたのが

始まり。当初8人の会員は現在6人。

　発足当時は各種イベントや結婚式などに多く呼ばれ

た。女性だけの会であり、太鼓と鉦は奥玉神楽に依頼し

ている。

2

●保持団体の名称　中日向鶏舞保存会
●会長　小山麗子（千厩町奥玉字中日向 89）

黄海神楽 きのみかぐら

　明治35年（1902）生まれの千葉猛が戦前、花泉町飯倉

神楽から教わり、黄海で始めた。

　戦時中に一時中断したが、昭和30年（1955）頃復活。

その後、再び中断するが、昭和57年（1982）に老人クラ

ブが「黄海口沖神楽保存会」を発足。

　平成 18年（2006）頃から三
み　たび

度中断したものの、22年

（2010）に補助金を活用して面などをそろえ、活動を再

開している。

4

●保持団体の名称　黄海神楽保存会
●会長　佐川公郎（藤沢町黄海字天堤 235）

地域の神楽

夏山神楽 なつやまかぐら

　竹沢神楽（東山町竹沢）の千葉勇之進の弟子・高橋寅

之助が竹沢から横沢に分家後、大正10年（1921）に夏山・

横沢の若者に伝授した。

　戦後は途切れていたが、昭和40年代に子どもたちに

教えるようになり、昭和47年（1972）には小学生高学年

４～５人が習い、中学生まで続けた。その後、中断、再開

を繰り返し、現在に至る。庭元で胴取りの高橋敏一氏（横

沢）が亡くなり、小野寺福蔵氏が胴取り。

　以前は、市の大会や県南大会に出場したり、新築や厄

年の祝いに呼ばれたりしていた。

　しばらく中断していたが、平成24年 10月の村社秋の

例祭で奉納し、27年の天狗田代々神楽上演会では荒舞を

上演した。

3

●保持団体の名称　夏山神楽保存会
●会長　小野寺福蔵（東山町田河津字横沢 56-3）
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地域の神楽 小中学校の伝承を支える神楽

奈良坂神楽鶏舞 ならさかかぐらとりまい

　昭和20年代後半、宮城県栗原郡若柳町武鎗（現栗原市）

で舞われていた鶏舞が伝播されたのが奈良坂神楽鶏舞の

始まりと伝えられる。

　以来、奈良坂神楽保存会が伝承してきたが、太鼓や舞

の指導者の高齢化により、存続の危機に直面した。鶏舞

は、地元花泉小学校の伝統行事として継承されてきた経

過もあり、同校ＰＴＡを主体にした地域住民が受け継ぐ

決意を固め、奈良坂神楽鶏舞クラブが発足。花泉小学校

の指導を継続しているほか、神明社（奈良坂鎮守）への

奉納も行う。

2

●名称　奈良坂神楽鶏舞クラブ
●代表　及川守（花泉町花泉字坂下前 17）　

永井神楽 ながいかぐら

　昭和42年（1967）に杉
すげのり

則、内ノ目、永井の３神楽団体が

合併し、永井白崖の千葉勇氏の指導を受けて白崖新神楽を

設立。その後、永井神楽に改称した。

　神楽団体としての活動は継承されていないが、永井小学

校への指導は、30年以上にわたって続いている。

　また、保存会は、地域住民の支援を得ながら、市民セン

ターで鶏舞教室を開催している。

3

●名称　永井地区郷土芸能伝承保存会
●会長　阿部良（花泉町永井字新田150-１）

濁沼神楽 にごりぬまかぐら

　かつて、濁沼地区には、南神楽と大峯を中心にした神楽

の二つがあったといわれるが、大峯の神楽の詳細は不明で

ある。

　南神楽（後に濁沼神楽）は、明治５年（1872）頃、赤荻の

高橋氏を招いて習い、各地から出演依頼されるようになっ

たという。一時途切れたが、昭和50年（1975）から磐清水

小学校で鶏舞の指導を開始。平成7年（1995）、新浪神社の

巫女舞を習っていた女性たちが、濁沼神楽の小野寺晃氏の

指導を受けて鶏舞を習得。新浪神社例祭で小学生と共に鶏

舞を奉納するようになった。以来、女性たちは小野寺氏を

後継し、同校を指導している。

4

●名称　新浪鶏舞保存会
●代表　菊地玲子（千厩町磐清水字古館 18-3）

　慶応年間（1865～ 1868）に佐藤篤治氏を庭元に山谷

神楽の師匠から指導を受けて創設。戦前中断後、昭和21

年（1946）山谷神楽を師匠に復活した。

　その後、後継者不足などで再び休止するが 43年

（1968）、七代目を師匠に８人で練習を重ね、53年（1978）

頃まで活動。だが、その後また休止し、平成13年（2001）、

解散式「庭固め」を行った。

　昭和53年頃「あやめ会」として30人ほどに鶏舞を指

導。男女50人ほどの大所帯になったこともある。同会も

現在は休止している。

　63年（1988）、本寺中学校が伝統芸能に取り組むこと

を決めた際、本寺神楽など地元の3つの神楽団体それぞ

れの舞を取り入れた新たな「本寺中神楽」を創作した。

胴取りの佐藤勲氏は、現在もなお指導を続けている。

本寺神楽 ほんでらかぐら1

●名称　本寺神楽保存会
●会長　佐藤勲（厳美町字駒形106）
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地域の神楽 再興待たれる南部神楽

大木神楽 おおきかぐら

　大正２年（1913）佐藤金治郎氏を師に大木青年倶楽部

会12人が習い始めた。以来、鈴木源四郎氏、鈴木美瑳男

氏、鈴木正三郎氏、鈴木欽二氏が歴代師匠として継承し

てきた。

　神社祭典への奉納や旧東磐井郡内各地で披露したが、

戦争により中断。昭和57年（1982）鈴木欽二氏、鈴木新

一郎氏が地域の若者に呼び掛けて復活した。その後、鈴

木俊雄氏が伝承、普及に努めたが死去。そのため、現在

は活動ができていない。

　練習場所は東山町長坂字大木の多目的集会施設「ゆみ

おり館」。

2

●名称　大木神楽保存会
●代表　鈴木初男（東山町長坂字大木沢 225）　

里前神楽 さとまえかぐら

　大正４年（1915）佐藤金治郎氏の弟子である菅原安之

助氏を師匠に生出神楽が発足。会員10人が集まった。

　大正10年（1921）から菅原武雄氏が師匠となり後継者

育成に務めたが戦争で中断。昭和47年（1972）に再び武

雄氏が地元の子供に鶏舞を教えるも軌道には乗れなかっ

た。62年（1987）、菅原トシ子氏が里前神楽保存会に改

名して再興した。

　会員は女性だけの６人。大木神楽の鈴木俊雄氏を師匠

に練習した。平成17年（2005）からは大木神楽と合同で

活動してきたが、大木神楽同様、22年（2010）から休止

している。

3

●名称　里前神楽保存会
●会長　菅野ヨリ子（東山町長坂字里前 51）

下猿沢南部神楽 しもさるさわなんぶかぐら

　明治21年（1888）猿沢今向の菅原喜蔵氏が庭元となり、

笹谷神楽の鈴木伊代治、相川字馬洗渕の千葉虎之進氏、吉

田正一郎氏を師匠に創設。大正年間には笹谷神楽から再び

師匠を招いて指導を受けた〔『南部神楽系譜調査報告書』77

ページ平成7年〕。

　しばらく中断後、昭和49年（1974）に復活、明治期の神楽

を知る古老たちを師匠に練習し、昭和53年（1978）下猿沢

南部神楽保存会を設立した。

　台本は曽慶神楽保存会の本「風流諸作御神楽詠儀本」を

コピーして使い、振り付けなどは自分たちでわかりやすく

作った。

　だが、後継者不足により平成21年（2009）3月の総会を

もって解散した。

1

●名称　下猿沢南部神楽保存会
●代表　金忠吉（大東町猿沢字菅ノ沢42）

地域の神楽
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№ 地区 芸能の名称 保持団体
名称 開始時期 由来、創始、経緯 神社奉納など 地域との関わり 学校への指導 地域の子供への

指導 保存会 現在上演可能演目 備考

1

一関

一関夫婦神楽 一関夫婦
神楽 昭和 50 年

近所の仲間同士の楽しみの
ため。瑞山国首神楽から伝
授

温泉神社例祭で鶏舞奉納 厳美公民館文化
祭等に出演 ― ― × 東下り、五條の橋、二度対面、宝剣納め、羽衣、屋島合戦、彦火火出見尊

2 市野々神楽 市野々神
楽同好会 昭和 51年

イベント出演のため「読書会」
メンバーで開始。南沢神楽
保存会員が指導

（吾勝神社への奉納｟ S50 年代｠） 市野々小（統合）、
萩荘小、中

「自鏡っこクラブ」
指導 × 鶏舞

3 達古袋神楽 達古袋神
楽 江戸末期か 弘化年間の伝承。明治 5 年

からの名簿あり
八幡神社春季例祭巡行に随行、
鶏舞奉納

達古袋地区合同
運動会など

達古袋小（S40
代～ H20）、厳
美中（H15 ～）

「達古袋子ども鶏
舞保存会」指導

○
（有志）

鶏舞、三番叟、岩戸入、岩戸開、瓊瓊杵尊、彦炎出見尊、、羽衣、田村二代、安部保名、
屋島合戦、一の谷、五條の橋、、弁慶安宅関、牛若丸・秀衡公二度対面の場、宝剣納
め（佐藤正行氏、明神舞、降神の舞、歴代継承者

阿部長治氏＝市無形民俗文化財芸
能保持者指定（S51、56 解除）
阿部孝氏＝市無形民俗文化財芸能
保持者指定（H11、17 解除）

4 富沢神楽 富沢神楽
保存会 明治中期

飯倉神楽から伝授。大正初
期に途絶え、昭和３年再興。
再度途切れ、昭和 50 年再興

田村神社、八幡神社、月館神社
（日形）、蚕養神社奉納

神社奉納鶏後に
地域上演会。弥
栄地区芸能祭な
どに出演

弥栄小、一関東
中 地区の子供を指導 ○

地区全戸 鶏舞、三番叟、岩戸入、岩戸開、おろち退治、国授、宝剣納め、義経物語、信田ヶ森

5 中里鶏舞 中里鶏舞
踊り隊 平成 26 年 沢田神楽から指導を受けた

鶏舞を継承する H26 愛宕神社へ奉納 地域行事への出
演

中里小へ指導
（H26 ～）

H27年度講習会
実施 
小学校へ指導応援

（春、冬）
鶏舞

6 古内神楽 古内神楽
保存会 江戸末期 下黒沢神楽から伝授 （春日神社｟ S50 頃迄｠）

公民館上演会を
開催。萩荘祭に
出演

― 会員の子供が参加 × 鶏舞、三番叟、岩戸入、神別れ田村二代、五條の橋、屋島合戦、宝剣納め、秀衡対面 神楽蛇面、市指定有形民俗文化
財（S48）

7 牧澤神楽 牧澤神楽
保存会 明治 42 年

板倉神楽から師匠を招き伝
授。昭和 60 年頃途絶え、平
成 14 年再興

八幡神社秋季例祭鶏舞奉納 施設慰問など 真滝中（S38 頃
～）、滝沢小

地区（真滝 12 区）
の子供に指導

○
（有志）

三番叟、神分かれ、岩戸入、岩戸開、御室焼き、彦炎出見命、宝剣納め、羽衣、石童丸、
敦盛妻別れ、法童丸親子名乗、葛葉物語、葛ノ葉子別、東下り、法掛け、五條ノ橋千
人切

初代庭元阿部繁雄氏は市無形民
俗文化財芸能保持者に指定（S51、
56 解除）、『神楽神代記 』（T13 以
降）所蔵

8 南沢神楽 南沢神楽
保存会 昭和15 年

本郷神楽（市野々）の師匠を
招き伝承。平成元年から11
年まで休止

吾勝神社奉納（不定期）
南沢交流ツアー
など地 域イベン
トでの上演

― × ○
（有志）

鶏舞、三番叟、岩戸入神談、岩戸開祝詞、魔王退治、五大領、宝剣納め・盗み取り・
奪い返し、信田ヶ森、屋島合戦、安宅の関

『受け継ぐ伝統文化　創立 65 年の
歩み』（H17）南沢神楽創立周年記
念式典実行委員会編集・発行

9 蓬田神楽 蓬田神楽
保存会 明治 25 年頃

法印神楽を伝授した初代が、
隣接する赤伏神楽を取り入
れ、創設

大威徳天神社（氏神社）への鶏
舞奉納と上演会 ― 舞草小（S60 ～）、

舞川小 会員の子供が参加 ○
（有志）

三番叟、天の岩戸入り、岩戸開き、瓊瓊杵尊、地神四代の帝彦火炎手見之尊、豊玉姫
之尊の産小屋、龍宮出現、三熊大神退治、五大龍、羽衣、叢雲、宝剣納め、一ノ谷、
黒塚、八俣の大蛇退治、田村将軍利春、二代田村中将利通、三代田村将軍純友、橋
弁慶

蓬田稔氏＝市無形民俗文化財
保存技術保持者指定（H11）

10 花泉 白浜神楽 白浜神楽
会 昭和 45 年

栗原神楽から伝授。昭和 50
年代には大門神楽からも指
導

八雲神社で鶏舞奉納 神社奉納後上演
会

（亥年小）、涌津
小 × ×

鳥舞、翁舞、三番叟、岩戸開、岩戸入、彦火火出見尊、手玉織、宝剣納め、五代領、
大蛇退治、神分舞、高間登り、西の宮、三熊大人、天降り舞、羽衣、作耕舞、天孫天
下り、岩長、日本武尊、三熊神語、一ノ谷、義経一代記、葛葉物語、曽我物語、楠木
一代記、田村三代記、小敦盛記、道化棒しばり・いな切り・神楽見物・関所破り

11

大東

京津畑神楽 京津畑神
楽保存会 明治 35 年頃

高金神楽、佐藤金治郎氏が
教授。昭和 30 年頃から休止

（奉納は継続）、平成元年復
活

日月神社、ほか地域内の神社へ
の鶏舞奉納

山がっこイベント
での出演など

京津畑小（～
H18） 会員の子供が参加 ○

地区全戸 鶏舞、岩戸開き、羽衣、牛若丸（橋弁慶）

12 瀬台野流市之通
神楽

瀬台野流
市之通神
楽保存会

大正６年 江刺田原、川内神楽を伝授
した 興田神社例祭で奉納 地区行事での上

演 ― （H10 頃小中学生
に指導）

○
（有志）

御神楽舞、山ノ神舞、三葉舞、八幡舞、道引舞、岩戸開舞（くずし舞付）、日光権現、
一ノ谷嫩軍記 『瀬台野系神楽口唱歌誌』S58

に掲載

13 天狗田代々神楽
天狗田
代々神楽
保存会

大正期
田河津村高金神楽、奥玉村
磐清水村からそれぞれ伝授
する。戦後から昭和 59 年ま
で中断など

天狗田神社奉納
地域公民館での
収穫祭での上演
会など

天狗田小へ指導 地 域 の 子 供 に指
導 ○ 羽衣、三番叟、天の岩戸開き、四節分け

14 千厩 愛宕神楽 愛宕神楽
保存会 昭和 48 年 増沢神楽 ( 藤沢町）、熊田倉

神楽（千厩町）から伝授 秋葉神社秋季例祭での演目上演 ― ― ×
○

（有志）
後援会あり

白露、祝詞、鳥舞、三熊退治、蘇民将来、大蛇斬、日本武之命、高山掃部長者物語、
信田ケ森、天ノ岩戸開、西ノ宮大神、魔民退治、三番叟、五大領四節分、日光権現、
女舞

15 川崎 布佐神楽 布佐神楽
保存会

江戸末期（文久
３年｟ 1863 ｠）

相川村の法印神楽（か）を伝
授。明治期に松川の法印神
楽を習得

熊野神社・伊吹神社奉納 奉納後、定例上
演会を開催

門崎小（～
H23）、川崎小

（H24 ～）
○（S47 ～） ○

地区全戸
三番叟、御神楽、岩戸開、三宝荒神、所望分神語、水神明神、魔王神語、御室焼、五
矢神語、黒塚、羽衣、叢雲神語、屋嶋の合戦、小袖曽我、一ノ谷の合戦、玉織姫子
捨ての場、法童丸母との対面、法童丸父との対面、楠公、げんべはり

岩 手 県 指 定 無 形 民 俗 文化 財
（H25）

16

藤沢

下大籠南部神楽
下大籠南
部神楽保
存会

昭和８年 栗原郡金成から来た師匠か
ら習得 神明社神社への奉納 神社奉納後の自

治会館上演会 大籠小（～ H21） 地区の子供を指導 ○
（有志）

のりと、白露、神楽由来、三番叟、岩戸開、蛭児の尊、牛若丸、一東の宝剣、屋嶋合戦、
宝剣たばかり、三熊退治、水神舞、天孫降臨、大蛇退治、宝剣納め、羽衣、日光権現、
田村三代記、竹生島、楠公父子の別れ、信田森

17 本郷神楽 本郷神楽
保存会 明治中期か

瑞山神楽を伝習した保呂羽
神楽の一人を師匠にして伝
習

葉山神社で奉納 奉納後神楽殿で
の上演会 ― 地区の子供を指導 ○

（有志）
翁舞、参番叟、御神楽、西雲八幡舞、山之神舞、明神舞、勇伝之部、天下里之部、参
宝荒神、水神明神、天之叢雲宝剣由来記、五矢神話、西之宮、竜宮兄弟合戦、日本
武之尊草薙之宝剣奉納、玉取り姫

18 増沢神楽 増沢神楽
保存会 明治 42 年 小梨熊田倉神楽などから指

導を受ける
（立石神社｟～平成元年｠）吉祥寺
の観音講での上演会 施設慰問など 新沼小（S44 ～

平成） 地区の子供を指導 ○
（地区の有志）

鶏舞、三番叟、岩戸開、四節分、信田森、高山掃部長者、竜神舞、日光権現、天之雲
神話、蘇民将来、羽衣、道成寺、五條の橋

『神楽の由来』（S44 新沼小学校
佐藤正治校長作成）

一関市の南部神楽一覧

一関市の南部神楽一覧
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地域の神楽　市指定無形民俗文化財

№ 地区 芸能の名称 保持団体名称 開始時期 由来、創始 状況 神社奉納等 学校への指導 地域の子供への指導 保存会 備考

1 一関 瑞山国首神楽 瑞山国首神楽 明治初期 国首山奉納のため、藤沢から習得 H23に温泉神社に奉納。本寺中へ
の指導は継続

過去には国首山奉納、山神社
奉納など

本寺中
※三団体共同（H元～） ― ― 「〆切舞」市指定無形民俗文化財（S48）

2 花泉 大門神楽 大門神楽連中
江戸末期

（天保６年｟1835｠
頃）

地蔵尊別当が東磐井郡相川村（現舞川）の法印を
師匠に法印神楽を伝授

H12から休止。ただし、金沢小へ
は指導を継続。地区で鶏舞の習得
の動きあり

大門神社ほか 金沢小 ― ― 市指定無形民俗文化財（S53）

3 室根 浜横沢神楽 浜横沢神楽保存会 明治29年 明治29年、日清戦争の勝利を記念し、弥栄村の
師匠を招いて習得 H12の以降は実績なし 弥榮神社 ― S50頃に指導したこともあった ○

（有志） 市指定無形民俗文化財（H2）

一関市の南部神楽一覧

一関市の南部神楽一覧

地域の神楽　活動中の南部神楽

№ 地区 芸能の名称 保持団体名称 開始時期 由来、創始 活動 演目 備考

1 千厩 奥玉神楽 奥玉神楽同好会 明治14年（1881） 明治14年（1881）瑞山より伝承。村々の祭りで演じられてきた。昭和48年奥玉神楽
同好会を結成した 地域の八坂神社奉納ほか 鶏舞、信田森ほか 千厩町史（第5巻現代編　平成17年）793頁

2 千厩 中日向鶏舞 中日向鶏舞保存会 平成5年（1993） 平成5年（1993）に奥玉の民芸大会に出し物を出そうと婦人グループで考え、奥玉神
楽の指導を受けて開始

依頼を受けてイベント出演な
ど 鶏舞

3 東山 夏山神楽 夏山神楽保存会 大正10年（1921） 竹沢神楽（東山町竹沢）の千葉勇之進の弟子・高橋寅之助が竹沢から横沢に分家後、
大正10年（1921）に夏山・横沢の若者に伝授した

以前は市の大会や県南大会、
新築や厄年の祝いに呼ばれて
いた

御神楽（鶏舞）、岩戸開き、一の谷、
海彦山彦、弁慶安宅の関、広胤、
葛の葉、田村一代記、弁慶

『夏山神楽演技本』作成

4 藤沢 黄海神楽 黄海神楽保存会 明治 35 年（1902） 戦前、千葉猛（明治 35 年生）が花泉飯倉神楽から教わって黄海で始めた。幾度
かの中断を経て平成 22 年（2010）から活動再開中 黄海公民館での芸能発表会 鶏舞、段事舞

地域の神楽　小中学校の伝承を支える神楽

№ 地区 芸能の名称 保持団体名称 開始時期 由来、創始、状況 学校への指導 備考

1 一関 本寺神楽 本寺神楽保存会 慶応年間 慶応年間（1865～1868年）に、佐藤篤治氏を庭元に山谷神楽の師匠から指導を受けて創設。
中断を繰り返したが、平成13年に解散式「庭固め」を行った 本寺中学校に胴取りが指導を続けている 芳賀哲夫（1992）『本寺地区神楽の歴史 ―本

寺中学校神楽　舞踊の沿革史』　

2 花泉
奈良坂神楽鶏
舞 奈良坂神楽鶏舞クラブ 昭和20年代

後半
昭和20年代後半に宮城県栗原郡若柳町武鎗（現栗原市）で舞われていた鶏舞が当地域に伝
播された。以来、奈良坂神楽保存会により伝承されてきたが、胴取や舞手の指導者が高齢
化し活動ができていない

花泉小への継承のため奈良坂神楽鶏舞ク
ラブを結成し学校指導を続けている

3 花泉 永井神楽 永井地区郷土芸能伝承保
存会

昭和42年
（1967） 昭和42年に旧神楽団体三団体が合併し、永井白崖の千葉勇氏の指導を受けて設立 永井小へ30年にわたり指導を行ってきて

いる
広く地域住民に支援を得ながら鶏舞教室を
市民センターで開催

4 千厩 濁沼神楽 新浪鶏舞保存会 昭和50年
（1975）

明治５年頃に赤荻の高橋先生を招いて神楽を習い、各地から依頼されるようになったとい
う。平成7年（1995）に新浪神社の巫女舞を習っていた女性たちが、濁沼神楽の小野寺晃氏
の指導を受けて鶏舞を習得し、小学生とともに新浪神社納するようになる

磐清水小学校への指導を行っている

地域の神楽　再興待たれる南部神楽

№ 地区 芸能の名称 保持団体名称 開始時期 由来、創始

1 大東 下猿沢南部神
楽 下猿沢南部神楽保存会 明治21年

明治21年（1888）猿沢今向の菅原喜蔵氏が庭元となり、笹谷神楽の鈴木伊代治、相川字馬洗渕
の千葉虎之進、吉田正一郎を師匠にして創設。大正年間には笹谷神楽から再び師匠を招き指導
を受けた。『南部神楽系譜調査報告書』77頁（平成7年）

2 東山 大木神楽 大木神楽保存会 大正２年 大正２年（1913）、佐藤金治郎氏を師に迎え、大木青年倶楽部会で12人が習い始めた。鈴木源
四郎氏、鈴木美瑳男氏、鈴木正三郎氏、鈴木欽二氏が歴代師匠として継承してきた

3 東山 里前神楽 里前神楽保存会 大正４年 大正４年（1915）佐藤金治郎氏の弟子菅原安之助氏を師匠とし生出神楽が発足。会員10人で習
い、大正10年から菅原武雄氏が師匠となり後継者育成に努めた
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　平成27年度（2015）現在、市内の小学校 33校の

うち 15校（45.45 ％）が、中学校 18校のうち４校

（22.22％）が運動会・体育祭や文化祭で、南部神楽

の「鶏舞」を披露または発表している。

　特に小学校は、半数近くが取り組んでおり、統合

によって26年度（2014）までに閉校した学校の過去

の取り組みも含めると、その数はさらに増え、市内

全域で鶏舞が盛んであることを示している。

　児童・生徒への指導の多くは保存会など神楽団体

によって行われているが、長年継承されてきたこと

から、児童・生徒や教職員が自分たちで指導できる

学校も少なくない。３学期に上級生から下級生への

指導期間を設け、年度末に引継式を行っている学校

も多く、児童・生徒同士で継承されている点も特徴

的である。

　指導の母体は神楽団体であるが、途中で団体が活

動を休止したり、解散したりした場合でも、学校へ

の指導は続けている。つまり、現在活動していない

神楽団体の鶏舞が、学校教育の場で引き継がれてい

るのだ。指導者の一人は「継承できるのであれば、

それでもいい」と話している。

　指導者の高齢化が進む一方で、平日昼間の指導

は、仕事のある若い指導者の負担となり、学校指導

の課題となっている。

　練習における問題は囃子である。太鼓を叩く後継

者の確保は団体自体の課題であるが、太鼓の指導

者が毎回、学校に来れるわけではないため、録音音

源による練習になる。その場合、途中で音を止めて

パートごとに練習することは難しい。このような

中、生徒が太鼓も含めて練習している萩荘中学校の

取り組みは特筆すべきである。

　運動会や体育祭での披露は、保護者だけでなく地

域の人たちの楽しみにもなっている。また、長年継

承されているため、児童・生徒だけでなく、かつて

習った保護者たちも踊れる学校では、鶏舞が地域の

シンボルになっている。

　本市における学校の鶏舞活動は、児童・生徒が地

域の歴史、文化を学び、絆やつながりを確認できる

場として脈々と受け継がれている。

右ページの表は、聞き取り調査に基づき、次の文献を参照して作成した。
・川口明子（2015）「岩手県の小・中学校と郷土芸能―平成 26 年度　郷土芸能教育実施状況アンケート調査（第４次）－」
岩手大学教育学部音楽科教育研究室発行
・一関市教育委員会学校教育課（2013）「今、地域の学校がおもしろい　第３集　わたしたちが受けつぐ地域の行事・伝
統芸能」一関市教育委員会

南部神楽と学校教育

学校名
児童・
生徒数

（H26）
演目

（学年）
発表機会

時期 指導者・指導団体 各種行事への参加 取り組
み開始 内容

赤荻小 328 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

3人
太鼓：佐々木久（元山谷
神楽）鉦：菅原仁志、熊
谷久雄（以上赤荻神楽）

６月 どんぐりの会
９月 リレーフォーライフ
10月 学習発表会
11月 一関学習交流館まつり

S49
（1974）

総合的な学習の一環。生徒・教職
員が取り組む。指導者はリハーサ
ルと本番に参加

中里小 204 鶏舞
（5、6）

運動会
5月 鶏舞踊り隊 11月 感謝の会 H26

（2014）
中里中の鶏舞を継承。練習は踊り、
太鼓・鉦を複数の保存会員が指導

滝沢小 156 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

2 人
（牧澤神楽保存会） 2月 引き継ぎ式 H14

（2002）
体育の表現活動とクラブ活動（２～
４時間）で練習。期間中の一部を
保存会が指導

弥栄小 39 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

2 人
（富沢神楽保存会）

9月 祖父母参観
10月 学習発表会
10月 いやさか祭り

S53
（1978）

3 年生 3 学期に保存会の講話を聞
き、6 年生から指導を受ける。保存
会が太鼓で指導。児童も鉦を練習

萩荘小 408 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

佐藤慶男（市野々神楽同
好会）
市野々神楽同好会

4月 一関春祭り
9月 他地域の施設のお祭り

S45
（1970）

保存会が数日指導した後は、教職
員と児童が指導者となって録音音
源で練習。太鼓指導者は運動会当
日参加

厳美小 16 鶏舞 体育祭
5月

複数
（達古袋神楽） － S45

（1970）保存会が指導

舞川小 96 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

3人
（蓬田神楽保存会） 10月 マイリバー祭り H6

（1994）
旧舞草小の鶏舞を継承。練習期間
の一部は、太鼓で指導

永井小 114 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

1 人
阿部良（永井地区郷土芸
能伝承保存会）

ボランティアイベント等 H17
（2005）

全ての練習に保存会が参加。太鼓
で指 導。父 母らも踊 れる。H26、
27 運動会は親子で共演

涌津小 128 鶏舞
（5、6）

運動会
5月

複数
（白浜神楽会）

2月 引き継ぎ式
9月 敬老会
6月 地区民運動会
11月 芸能祭

S58
（1983）

取り組み当初から市民センターが
協力、調整をしている。引継式を含
め、指導者が太鼓で指導

花泉小 151 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

3人
及川守（奈良坂神楽鶏舞
クラブ）

9月 地区敬老会
11月 JAまつり

S46
（1971）

教職員が指導。保存会の指導者は
本番直前 3日間。当日も含めて録
音音源で踊る。奈良坂分校合併を
機に始めた

金沢小 127 鶏舞（5、6）運動会
5月

3人
小野寺弥（大門神楽連中
ほか）

9月 祭礼（大名行列）
10月 農業祭

S55
（1980）

教師が指導。保存会の指導は本番
直前

磐清水小 48 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

2 人
菊地玲子（新浪鶏舞保
存会）

7月 千厩夏祭り
11月 神社奉納祭（寺沢、濁
沼）

S50
（1975）

保存会の指導は 2 回。それ以外は
教職員が録音音源で指導

川崎小 161 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

複数
（布佐神楽保存会） 10月 町民体育祭

H25
（2013）

統合

統合時、旧門崎小の要請で鶏舞を
引き継いだ。統合後の児童数に合
わせて道具を整備。太鼓で指導

黄海小 98 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月 学校で指導 1月 子供郷土芸能発表会

3月 6 年生を送る会
H14

（2002）教職員が録音音源で指導

新沼小 46 鶏舞
（4 ～ 6）

運動会
5月

複数
（増沢神楽保存会）

1月 子供郷土芸能発表会
※一部地区の児童 S50 頃 保存会が太鼓で指導。運動会に中

学 1年生の参加は恒例

一関東中 101
牧澤鶏舞

（真滝）、
富沢鶏舞

（弥栄）

体育祭
5月

真滝地区
2 人（牧澤神楽保存会） 
弥栄地区
2 人（富沢神楽保存会）

10月 一関地方文化祭 H20
（2008）保存会の指導は２～５日ほど

萩荘中 194 鶏舞 体育祭
5月

1 人
佐藤慶男（市野々神楽同
好会）

10月 市中学校総合文化祭
11月 県中学校総合文化祭

S44
（1969）

生徒と教職員が指導。保存会の指
導は当日。太鼓、鉦にも生徒が加
わる

厳美中 81 鶏舞 体育祭 5月
文化祭 10月 達古袋神楽 5月 体育祭

10月 文化祭
S45

（1970）保存会が指導

本寺中 23 本中鶏舞
（1 ～ 3）

文化祭
10月

1、2 人
佐藤勲（本寺神楽保存
会）

地区納涼祭（8月）、地区民
運動会（9月）

H2
（1990）

瑞山国首・本寺・小猪岡の３神楽
を統合し、創作した本中神楽を舞
う。瑞山、本寺の指導者が太鼓を
叩きながら練習の一部を指導

一関市内小・中学校の鶏舞の取り組み

学校教育における南部神楽（鶏舞）
南部神楽と学校教育

運動会で鶏舞を披露する中里小児童
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地区 芸能の名称 由来 出典、最終出場大会等

一関 赤猪子神楽 明治初期から中期に創設か、昭和初期に休止 『萩荘史』528頁

一関 赤荻神楽 明治12年の台本あり、昭和30年代休止 『山目史』586頁

一関 赤荻中条神楽 ― 『一関市史第３巻各説Ⅱ』275頁

一関 一関神楽保存会 ― 平成22年3月第25回一関民俗芸能祭

一関 五串神楽（厳美町） ― 「岩手県民俗芸能緊急調査票（悉皆調査）」（平成21年）

一関 大林神楽 下大林の団体。昭和10年頃復活させた 『中里村史』　832・833頁

一関 川台神楽 昭和52年結成。市野々南沢神楽佐藤寿人氏を師匠に代表は菊
地拡氏。17人の同志とともに子供にも鶏舞を指導していた 『萩荘史』542頁

一関 上黒沢神楽 明治から大正の初期まで活動。後継者なく休止 『萩荘史』543頁

一関 川台神楽（旧） 明治年間上川台・菅沢の人によって創設。後継者なく休止 『萩荘史』543頁

一関 鬼死骸神楽 明治期、神社の祭典に奉納。以降も仲間を作って舞っていた 『復刻真瀧村誌』185頁

一関 鶏翔萩の会 南沢神楽の佐藤慶男師匠から指導を受けた女性の鶏舞の会。
平成24年の出場以降は休止中 平成24年3月第27回一関民俗芸能祭

一関 厳美神楽 ― 平成6年6月第11回岩手県南宮城県北民俗芸能大会

一関 狐禅寺神楽（狐禅寺芸能保
存会） 明治期、神社の祭典に奉納

『復刻真瀧村誌』185頁、平成6年「法印神楽・南部神楽
団体名簿」、平成22年3月第25回一関民俗芸能祭、平成
24年3月第27回一関民俗芸能祭

一関 小猪岡神楽 ― 「岩手県民俗芸能緊急調査票（悉皆調査）」（平成21年）

一関 沢田神楽 沢田愛宕神社別当宅に神楽道具あり。明治初期創設か、昭和51
年に復活

『中里村史』　832・833頁、平成6年　「法印神楽・南部
神楽団体名簿」

一関 笹谷神楽
文政年間（1818 ～）笹谷部落の長老鈴木三郎右衛門が笹谷稲
荷社に奉納したのが始まりという。明治期には活発な活動をし、
周辺に伝授した。昭和54年（1979）から中断

『山目史』589頁、『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能
緊急調査報告書ー』　（平成9年）　

一関 下黒沢神楽
一関地方の草分けの一つ。初代冨右衛門は法印神楽の弟子と
なり、神社などに奉納、二代目冨右衛門が法印の許可を得て南
部神楽を習得し普及指導。昭和43年（1968）八代目まで継承し
ていたが、休止。装束、面の保管あり

『萩荘史』540頁

一関 高梨神楽（高梨楽友会）
昭和50年（1975）結成。前堀神楽の小野寺庄治氏、小野寺春治
氏を師匠に職人仲間の交友を深めるために小野寺強氏が代表
となり始めた

『萩荘史』542頁

一関 滝沢神楽 明治期、神社の祭典に奉納 『復刻真瀧村誌』185頁

一関 堂の沢神楽 明治中期達古袋神楽から分かれる。 『萩荘史』536頁

一関 長倉神楽（達古袋）
かつては長倉芝居があり盛んだった。昭和19年から練習、22
年発足。師匠を本寺神楽佐藤永治氏、佐藤金一氏にたのみ三
浦善右衛門氏のもとに始めたが、5，6年で休止。昭和38年に当
時の舞手らを師匠に再開した。

『萩荘史』541頁

地区 芸能の名称 由来 出典、最終出場大会等

一関 中里神楽 ― 『一関市史第３巻各説Ⅱ』275頁「法印神楽・南部神楽団
体名簿」

一関 中条神楽 ― 「法印神楽・南部神楽団体名簿」

一関 羽根橋神楽 明治から大正にあった 『萩荘史』543頁

一関 本郷神楽 明治初期から中期に誕生か、昭和15年に南沢神楽に継承 『萩荘史』528頁

一関 前堀神楽 大正末期から昭和初期 『中里村史』　832・833頁

一関 山手女神楽 昭和45年頃設立したが、その後休止 『山目史』586頁

一関 山谷神楽 代表者が山谷小学校に鶏舞を指導。他は活動なし 「法印神楽・南部神楽団体名簿」「岩手県民俗芸能緊急調
査票（悉皆調査）」（平成21年）　

花泉 飯倉神楽 昭和55年頃から休止中。道具や伝書があり 「岩手県民俗芸能緊急調査票（悉皆調査）」（平成21年）

花泉 熊ノ倉神楽(涌津熊ノ倉） 八幡神社に奉納。平成初め頃から休止中 「岩手県民俗芸能緊急調査票（悉皆調査）」（平成21年）
　

花泉 花泉神楽（花泉町涌津字下
原） ― ―

大東 曽慶代々神楽
金鳥神社への奉納神楽。達谷（現平泉町平泉）から、また笹谷
神楽から伝授といわれている。明治期に佐藤金治郎を招いた。
戦後途切れたが、昭和51年に小山高臣氏らに伝承され、他地
域に指導しながら活動していた

昭和61年6月第3回岩手県南宮城県北民俗芸能大会

千厩 熊野神社法印神楽 ― 『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

千厩 熊田倉神楽 明治43年、千厩町清田地区で創立。大正13年頃より中断、昭
和23年に復活した

『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

千厩 駒場神楽 ― 『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

千厩 新館神楽 奥玉神楽から伝授 『千厩町史　第5巻現代編』793頁

千厩 駒場神楽 ― 『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

千厩 立石神楽 奥玉神楽から伝授 『千厩町史　第5巻現代編』793頁

千厩 尖ノ森神楽（小梨） 小梨、休止中 『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

千厩 濁沼南神楽 明治5年頃、赤荻の高橋氏から伝授した。昭和50年からは磐清
水小学校に指導している 『千厩町史　第5巻現代編』795頁

千厩 濁沼神楽 ― 『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

東山 栗柄田神楽
明治三十年頃、千葉栄三郎（安政期生まれ、昭和9年没）が教え、
粟柄田で一座を作った。弟子の佐々木仁三郎（1880 ～ 1922）
が師匠となったが、没後は衰退

『東山町史』957頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

東山 磐井里神楽
栗柄田神楽の弟子である佐藤佐兵衛（1878 ～ 1936）が大正期
に創始。千葉栄三郎の面が残っている。平成期には小学生に指
導を始め活動していた

『東山町史』957頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）、「さなぶり」（平成13年）東山芸術文化協
会主催
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地区 芸能の名称 由来 出典、最終出場大会等

東山 生出神楽（柿の木神楽）
大正4年、摺沢生まれの菅原安之助が婿養子に来て始めた。千
葉栄三郎の弟子の高金馬吉や佐藤金治郎の指導を受けた。戦
中など途切れていたが、昭和48年に再興した

『東山町史』958頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

東山 渋民神楽 千葉栄三郎が指導。 『東山町史』952・953頁

東山 紙生里神楽 達谷（現平泉町平泉）から婿入りした作十郎（1831 ～ 1891）が
組織した一座。作十郎が亡くなり休止。

『東山町史』955頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

東山 竹沢神楽 千葉栄三郎が指導。佐藤金治郎が弟子となった。戦中に道具の
散逸があり、休止。

『東山町史』955頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

東山 高金森（野土）神楽 佐藤金治郎（1847 ～ 1955）が明治42年、地域の若者に伝授。
大勢になったため、矢の森組が分離。大正末期には衰退。

『東山町史』955頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

東山 野（野平）神楽

明治期から神楽があったが、大正3年に佐藤金治郎を招いて指
導を受けた。戦中期に途絶えていたが、昭和43年、松川中学校
の生徒に鶏舞を教え運動会で披露したことから復活、昭和60
年公民館活動として活動。平成3年頃に女性の入会者があり、
女性同好会として活動していた。

『東山町史』959頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）、『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊
急調査報告書ー』　（平成9年）　、「さなぶり」（平成13
年）東山芸術文化協会主催

東山 矢の森神楽
明治43年、矢の森出身者が高金森神楽から分離。菅原栄四郎

（1884 ～ 1957）が座長となり、小学生などにも指導。終戦の混
乱で自然に休止。

『東山町史』956頁、東山町神楽保存会創立十周年記念
誌（平成8年）

室根 津谷川神楽 津谷川神楽千代ケ原正遊会が伝承。代表者は気仙沼市。旧大
津保村の神社等で奉納。

『岩手県の民俗芸能―岩手県民俗芸能緊急調査報告
書ー』　（平成9年）　

藤沢 保呂羽神楽
明治15年頃、浜横沢生まれの加藤勇八から端山神楽を伝授さ
れ、多くの弟子が学んだ。各地から依頼が多く寄せられたが次
第に衰え休止。

『藤沢町史本編下』（昭和56年）395頁
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　南部神楽調査研究事業の一環として平成26年

９月から27年12月まで８回の「上演会」を行った。

上演会は、橋本裕之主席調査員が企画。地元にこ

だわり、演目披露の場、記録保存の場にするととも

に地域の中での上演機会の拡充に積極的に関与し

た。これは、調査機会を課題解決や活動再開に結

びつけようとする提案であり、新しい調査スタイ

ルとして報道各社にもたびたび取り上げられた。

　各団体共通の課題は後継者不足であり、その解

決に向け、ターゲットを地元に絞ったのである。地

域の公民館を会場に、地域の人たちに、飲食を楽

しみながら、雑談しながら、ゆっくり、じっくり鑑

賞してもらい、あらためてその価値や魅力を再認

識してもらうというスタイルである。南部神楽に

造詣の深い鈴木雄二氏（奥州市）に撮影を依頼し、

演目はもとより幕間を含めた一切を記録。調査資

料としてだけでなく各団体の保持演目の芸態記録

としても活用できるようＤＶＤに収録した。

　成果は予想を上回るものだった。上演会をきっ

かけに新たな後継者が誕生したり、子供たちが興

普
段は、話すと人間性が出るので上演後に素

顔を見せないようにしている。信仰してい

ただき、素晴らしい神楽をそのまま家に持ち帰っ

てほしいと思っている。また、神楽そのものを信

仰の対象として見てほしい、感じてほしいから、

解説もしていない。

　今回は、長い付き合いの橋本先生から「神楽の

保存継承に苦労されている天狗田代々神楽が復活

した」と声を掛けていただき、これまで岩手のた

めに一生懸命頑張ってこられた橋本先生に、恩返

ししたいという思いで対談を引き受けた。

早
池峰神社の門前の六坊という宿坊の六軒が

伝えてきた岳神楽は、岳地区 10軒が担い

手。明治の廃仏毀釈で禰
ね ぎ

宜の４軒が加わって 10

軒になり、今日に至る。世襲で長男だけに教えて

おり、父親の背中、祖父の背中を見て、小さいと

きから神楽を学ぶ。

　子どもたちは、隣近所みんながやっているから

「そういうものだ」と思っている。上手下手では

なく岳の長男だからやる。続けるうちにうまくな

る。公演は年間 60回以上。神楽の基本は三歳か

ら学ぶ。だが、酒の入る大人の世界、未成年者は

入会させない。

　今日も息子と来たので家を空けている。家族の

理解がなければ続けることはできない。

　大事なことは、こうして呼んでくださる人がい

ること。見てくれる人と公演機会を与えてくれる

人がいれば、神楽は残る。

若
い人たちに強制するのではなく、子供や

帰ってきた人を迎え入れる地域の体制が大

事だと思う。地域全体で芸能を守る姿を見た次世

代は、きっと「自分たちも」と思うはずだ。

（語り手） 

小国朋身氏

国指定重要無形民俗文化財
ユネスコ無形文化遺産登録
岳神楽保存会会長（花巻市大迫町岳）

VOICE◆天狗田代々神楽上演会「対談」から

Ⅱ　一関市の南部神楽 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

（聞き手） 

橋本裕之氏

南部神楽調査研究チーム主席調査員
（追手門学院大学地域創造学部教授）

　続けていくためには、誰かが引っ張っていかな

ければならない。神楽バカになるリーダーが必要

だ。普段の練習はきつい。頑張る力の源は、地域

の皆さんの喜ぶ顔と声援。一番のエネルギーだ。

担い手が集まり練習を重ねる。本番を積んで、芸

が体にしみ込んでいく。回数を重ねるほど上手く

なり、それぞれの味が出てくる。

　楽しみも必要だ。東京公演などは「飴」。さらに、

今日を記念日にする。今日来た人は来年も集まる

という約束をしたり、毎年、年納めの会をしたり

するなど、継続させる工夫も欠かせない。

日
本人だからこそ、伝統芸能などいいものは

なくしたくない。皆さん古里が好きですよ

ね。都会は便利で暮らしやすい。でも、私は生ま

れた場所が一番好きだ。親がいて、山や川があっ

て、古里の環境が一番好きだ。

岳は環境が厳しく、一人では暮らせない。冬場は

ずっと雪の中だ。それでも岳が好きだし、誇りに

思う。先祖を守りたい、二男など家族が帰省する

場所を守りたいと思っている。あとは、どうやっ

て奥さんを連れて来るかだね。

（若い後継者へのメッセージ）

神
楽は 10人いればできる。岳神楽は 40数曲

の演目にそれぞれ裏表があり、昼用と夜用

がある。道具を全部持ち歩き、どの演目でも上演

できるようにしている。舞手をとっかえ、ひっか

えしながら 5、6時間踊ることも少なくない。10

人いれば 3、4時間はできる。上手い下手は関係

ない。入会して練習すれば必ず上手くなる。まず

は入って、神楽をやってみてほしい。

味を示して参加したりするなど、複数の団体で継

承に結び付く新たな動きがみられた。また、活動

を再開した団体や活発化した団体も少なくない。

　８回の上演会を通して確認できたことは、継承

には地域の理解が不可欠であることだ。いずれも

予想を上回る賑わいで会場は満席になり、生き生

きと舞う、その姿に感動する、そんな舞台と客席

が神楽で一つになる好循環を目の当たりにした。

　最終回の天狗田代々神楽上演会に特別ゲストと

して出演した国指定重要無形民俗文化財「岳神楽」

の小国朋身会長は「見る人がいる、それが民俗文化

財を支える力である」と語り、「その仕組みをあら

ためて地域で考えることが保存継承の第一歩」と

強調した。上演会は「演じる側」と「見る側」の双方

によって成り立つものであり、文化は「担う側」と

「支える側」の両輪によって保存継承されるもので

あることを結論付けた上演会事業であった。

　神楽の継承や保存のために貴重な意見を寄せて

いただいた小国朋身氏の談話を橋本氏との対談か

ら抜粋編集して掲載する。

「小さな地域の大きな神楽」

南部神楽上演会

南部神楽上演会事業
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平成26年度地域おこし事業

再発見！地域の宝物 「蓬田神楽」発表会

蓬
田
一
族
の
宝
を
地
域
の
宝
に

１ 背景
　明治25年（1892）から庭元のもとで神楽を継承し

てきた蓬田神楽は、現在もなお氏神社等での奉納を

続けており、信仰と娯楽が一つになった南部神楽の

在り方を示す活動を展開している。

　五代目庭元蓬田稔
じん

氏は、一関市指定無形民俗文化

財保存技術保持者に指定されていて、神事としての

慣習や演技の手法などを意識した伝承を行ってき

た。

　しかし、地域の中で蓬田神楽を見る機会は限られ

ており、毎年行われる氏神社への奉納や庭元での神

楽上演を知る人は、そう多くはない。

　かつて、継承の危機に直面した蓬田神楽は、地域

の青年団の参加を得て再興した。保存会にとって地

域との関わりは存続する上で大きなテーマであり、

上演会の企画には積極的な賛同を得た。

　上演会は「平成26年度地域おこし事業」を活用し

て開催。予想を上回る来場者に、会場は立ち見が出

るにぎわいだった。

●日時　平成 26 年９月６日㊏14:00 ～ 17:00　●場所　蓬田神楽庭元宅（舞川字蓬田）

２ 上演会
　同日は、上演会に先立ち、氏神社である大威徳天

満宮に「鶏舞」を奉納した。

　会場には、臼を台にコンパネを敷いて掛け舞台を

作り、忌
い み だ け

竹を立て、注
し め

連縄
なわ

を張り巡らした。昔なが

らの舞台が、保存会員や蓬田家の人たちによって再

現された。

　午後２時から始まった上演会は、岩戸開など３演

目を上演。地域住民や神楽関係者のほか県外の神楽

ファンもが訪れ、来場者は150人を超えた。会場で

は、女性たちが手作りした餅が振る舞われ、訪れた

人たちは、飲食しながら心ゆくまで神楽を楽しん

蓬田神楽発表会 

●プログラム
1 開会
2 主催者挨拶
3 来賓祝辞

・勝部修市長
・菅原啓祐市議会議員

4 神楽
・岩戸開き
・くずし舞
・八俣の大蛇退治

5 対談
・橋本裕之主席調査員
・千葉信胤主任調査員
・蓬田稔庭元

6 閉会

1 大勢の人でにぎわった上演会
2 上演会前に大威徳天満宮の奉納に向かう一行
3 対談する蓬田稔庭元と橋本裕之主席調査員
4 舞台は手作りの掛け舞台
5 大威徳天満宮に鶏舞を奉納

1

2

だ。

　天候が心配された屋外での上演会だったが、同日

は朝から青空が広がる秋晴れで、昼前からは気温も

ぐんぐん上がった。保存会は急遽、氷を準備して来

場者に冷水を配るなど、終始おもてなしの心で対応

した。

　

３ 対談
　上演後は、千葉信胤主任調査員が司会を務め、庭

元蓬田稔氏と橋本裕之主席調査員が対談。伝統継承

や神楽の今後について、さまざまな視点から意見を

交わした。

　庭元は「伏流水のように続いてきたことが現在に

つながっており、今後も大切にしていきたい」と強

調した。

４ 成果
　多くの地元住民が訪れ、地域で神楽を楽しむ機会

としての役割を果たすことができた。

　上演会後、一族蓬田家の若い世代啓一氏が保存会

へ参加を希望したり、当時小学２年生の伊藤輝来里

さんが練習に加わったりするなど、後継者確保と伝

統継承に向け、新しい展開をみせている。

3
4

5
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平成26年度地域おこし事業

牧沢地区伝統文化再現事業

昔
見
た
八
幡
神
社
の
神
楽
を

子
や
孫
に
伝
え
た
い

１ 背景
　牧沢地区は、平成25年（2013）度にも「牧沢地区

伝統文化再発見事業」を開催している。130人の参

加を得てイベントは大成功だったが、神楽を継承す

る人材の発掘までには至らなかった。

　その反省を生かしたいと、今回は「伝統文化の発

表と継承」という明確な目的を掲げ、上演会の開催

を決定。南部神楽調査研究チームの橋本裕之主席調

査員と千葉信胤主任調査員が講師に、地域の人たち

に牧澤神楽の価値や魅力を再認識してもらい、地域

での継承の意義を考える機会とした。

２ 上演会
　その昔、阿部繁行会長が見た牧沢八幡神社で行わ

れていたとおりの上演会を見せたいと、会長一人で

神社境内に掛け舞台を組み上げるなど手作りした。

　出演団体は、牧澤神楽と共に、長年にわたって地

元中学校を指導してきた隣の富沢神楽、地元真滝12

区子供会と PTA。参加者は地区住民、児童と保護

●日時　平成 26 年９月21日㊐10:00 ～ 15:00　●場所　牧沢八幡神社境内（真柴字境田）

者、市内神楽関係者など約 120人。秋の一大イベン

トになった。

　前半は「子供御神楽」に続き、牧澤神楽が「三番叟」

を、富沢神楽が「岩戸入り」を披露。後半は、牧澤神

楽が「彦炎出見尊」を、富沢神楽が「法童丸庭園の場」

を舞った。トリは「敦盛と直実」。鉦を摺っていた石

川絢音ちゃん（3つ）が泣き出すほど、気持ちの入っ

た演技が会場を魅了。「せりふ神楽」のだいご味を堪

能することができた。

　また、橋本裕之主席調査員と千葉信胤主任調査員

による神楽解説も行われ、地域を挙げて、神楽とそ

牧沢地区伝統文化再現事業

1 彦炎出見尊を上演す
る牧澤神楽
2 子供御神楽の上演前
に、衣装を着付けする
真滝 12 区子供会の保護
者
3 牧沢地区内外から大
勢の人が訪れた
4 阿部繁行会長と共に
手平鉦を叩く石川絢音
ちゃんは、まだ３歳。貴
重な後継者だ
5 餅つきで上演会を盛
り上げる一関祝い餅つ
き振舞隊。ついた餅は
来場者に振る舞われた
6 会 場 の 牧 沢 八 幡 神
社。快晴の秋空に白い
幟が目を引く1

6

の継承について、共に考えることができた。

　会場では、一関祝い餅つき振舞隊が千本杵と臼で

ついた餅が振る舞われたり、子供たちがダンスを披

露したりと、世代を超えて交流を深めた。

　 

３ 成果
　団体同士の横のつながりを確認できた共演会であ

り、園児からお年寄りまで、世代を超えて地域の人

たちの芸を楽しむ会にもなった。

　伝統芸能としての神楽はもとより、娯楽としての

神楽の価値を示した上演会になった。

2

3 4

●プログラム
開会
挨拶
・実行委員長
・行政区長
神楽
・子供御神楽（真滝 12 区子供会）
・三番叟（牧澤神楽）
・岩戸入り（富沢神楽）
神楽解説「神楽と地域の関わり」
・千葉信胤主任調査員
餅つき
・一関祝い餅つき振舞隊
幼稚園児等ダンス
・真滝 12 区 PTA「ようかい体操」
神楽
・彦炎出見尊（牧澤神楽）
・法童丸庭園の場（富沢神楽）
・一の谷軍記「敦盛と直実」（牧澤神楽）
神楽解説「南部神楽の魅力と今後」
・橋本裕之主席調査員
閉会
クリーン大作戦

5
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平成26年度元気な地域づくり事業

古内神楽上演会

地
域
の
公
民
館
を
拠
点
に

伝
承
活
動

１ 背景
　古い系譜を直接受け継ぐ神楽であり、これまで途

切れることなく伝承されてきた。また、一関市指定

有形民俗文化財である「蛇面」など古い神楽面を多

数保存している。

　しかし、近年、会員の高齢化などによる後継者不

足が課題となって、思うような活動ができていな

い。若い後継者の確保・育成が急務であった。

２ 上演会
　上演会は、市広報誌、新聞、ラジオなどで広く告

知したこともあり、小さな古内公民館が満員となる

にぎわいだった。しかし、中に入ることができない

まま帰った人もいるなど反省点もあった。

　古内神楽は、「鶏舞」のほか、「田村二代」「五條の

橋」の３演目を演じた。客席前列の子供たちは、立

ち回りなどを間近で鑑賞し、その迫力に圧倒されて

いた。

　そのほか、ゲストの中野神楽（宮城県栗原市）が

胴取りと鉦で特別演目「桴
ばち

車
ぐるま

」を、地元の園児らが

「ようかい体操」を、子供と大人が「歌と詩吟」を披

露した。

●日時　平成 26 年 11月30日㊐ 13:00 ～ 15:00 （伝統文化再現事業 10:30 ～ 12:00）
●場所　古内公民館(萩荘字西黒沢 )

　後半には、上演会を企画した橋本裕之主席調査員

が神楽についてわかりやすく解説した。上演会は終

始、舞台と客席が一体となった雰囲気の中で行わ

れ、地域全体で共通理解を深める機会にもなった。

　上演会に先立ち、午前中に行われた伝統文化再現

事業では、世代を超えて、「餅つき」や「まゆ玉なら

し」を楽しんだ。伝統文化再現事業を含めた参加者

は約150人。予想を上回る盛況だった。 

３ 成果
　保存会は後継者不足が課題だったが、上演会の企

画が持ち上がったことで、会員子女の30代女性阿

古内神楽上演会 

1 迫力満点の演技で客席を魅了した古内
神楽の「田村二代」
2 地元の女性たちは詩吟を披露
3 特別演目で見事なバチさばきを披露し
たゲストの中野神楽佐藤高広氏
4 橋本裕之主席調査員のインタビューを
受ける保存会の新人たち
5 世代を超えて楽しんだまゆ玉ならし
6 会場は超満員。中に入ることができず
に帰った人もいた

1

2

部栄美さん、40代男性菅原修さんと小学生の長男浩

太君、二男涼太君の、合わせて４人が加入した。初

舞台となった上演会で堂々と鶏舞を披露した。

　熱心な新人の加入は、保存会全体にも活気を与え

ている。これまで不定期だった練習は、新人阿部さ

んに背中を押され、定期的に行われるようになっ

た。そして、翌年12月にも保存会が主催して公民館

上演を実施。義経役を見事に演じた彼女の姿には、

客席だけでなく保存会の会員たちも感銘を受けた。

古内神楽の取り組みは、継承活動支援の成功モデル

といえるだろう。

4

5 6
●プログラム

1 開会
2 挨拶

・千葉悦男実行委員長
3 祝辞

・千葉大作市議会議長
4 鶏舞
5 田村二代
6 ようかい体操

・園児と児童
7 歌と詩吟

・子供と大人
8 特別演目「桴車」

・佐藤高広氏（中野神楽）
9 お話

・橋本裕之主席調査員
10 五條の橋
11 閉会
12 お菓子まき

3
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中
里
中
の
伝
統「
鶏
舞
」

地
域
を
挙
げ
て
継
承

１ 背景
　中里中学校は、昭和54年（1979）から閉校する平

成27年３月までの35年間、学校挙げて鶏舞に取り

組み、体育祭上演などを通して守り、伝えてきた。

同校の鶏舞は言うまでもなく「伝統」であり、中里

地区では、その継承について議論を重ね、大人たち

の指導で中里小学校に引き継ぐ選択をした。

　中里公民館（現中里市民センター）が協力し、三

浦博氏を講師に育成教室を開催。熱心に習得した参

加者は、小学校への指導にとどまらず、「中里鶏舞踊

り隊」を発足して果敢な活動を展開したのである。

　この学校鶏舞を媒介に地域が動き出した状況を積

極的に評価しようと、中学校の閉校に合わせ、小学

校で「鶏舞」に絞った上演会を企画した。シンポジ

ウムを併催し、35年の継承の経緯を振り返るととも

に、今後の在り方について考える機会にした。

２ 上演会
　上演会は午後 1時に開会。前半は、沢田神楽の鶏

舞に続き、招待団体の布佐神楽（川崎町）と小田代

神楽（奥州市）が「御神楽」を舞った。

　間に挟む形で開かれたシンポジウム「地域の宝

●日時　平成 27年２月28日㊏ 13:00 ～ 16:00 　●場所　中里小学校体育館( 蘭梅町)
●主催 一関市中里公民館、一関市教育委員会　●共催 中里中学校、中里小学校、中里鶏舞踊り隊

物をつなぐ」では、橋本裕之主席調査員をコーディ

ネーターに、中里中の元教諭や神楽関係者が 35年

を振り返りながら鶏舞への熱い思いを語った。

　後半は、中里中学校、中里小学校がそれぞれ鶏舞

を上演後、中里中学校、鶏舞踊り隊、沢田神楽が世

代を超えた圧巻の舞を披露、会場を魅了した。

　会場は満席。集計した240人のほかにも、約50人

が立ち見するなど300人もの人でにぎわった。

３ 成果
　学校、地域、公民館が連携した中里の取り組みは、

民俗芸能の継承や後継者の確保に一石を投じる先例

平成26年度中里地区地域協働提案事業

中里鶏舞上演会－地域の宝物をつなぐ

中里鶏舞上演会

1 中里中、鶏舞踊り隊、沢田神楽の共演は圧巻
2 上演会のトップを飾った沢田神楽
3 大人の巧みな舞を披露した布佐神楽
4 子供とは思えない達者な舞や囃子を見せた
小田代こども神楽
5 躍動感ある舞で会場を沸かせた中里中学校
6 息の合った鶏舞を演じる中里小学校
7 閉会後に行われた餅まき。出演者と客席が一
つになって盛り上がった
835 年を振り返り、今後の継承について意見を
交わしたシンポジウム

1

3

と言える。今後、この中里モデルを一関の一つのス

タンダードにしていく取り組みが必要である。

　歴代の先生や師匠らがパネリストを努めたシンポ

ジウムは、鶏舞の価値や魅力を再認識し、芸能が「地

域の宝物」になりうる可能性を示唆した。

　鶏舞共演は、それぞれの特徴を示すとともに南部

神楽のバリエーションを知る上でも有意義な試み

だった。中里中鶏舞の原形である沢田神楽の貫禄の

舞、布佐神楽の巧みな御神楽、小田代こども神楽の

達者な舞や囃子は、大きな刺激になった。

　他団体との交流は触発の機会でもある。今後も活

発な交流を続けてほしい。

8

2

●プログラム
1 開会 ・挨拶（佐藤志行中里公民館長）

・講師紹介

2 上演 ・鶏舞（沢田神楽）
・御神楽（布佐神楽）
・御神楽（小田代こども神楽）

3 シンポジウム「地域の宝物をつなぐ」
・司会　橋本裕之主席調査員
・パネリスト　北畠淨春氏（元中里中教
　諭）、服部雅英氏（元中里中教諭）、三
　浦博氏（中里中鶏舞指導者）、 齊藤裕美
　氏（鶏舞踊り隊代表）

5 鶏舞上演 ・中里中学校
・中里小学校

6 鶏舞共演 ・中里中学校、鶏舞踊り隊、沢田神楽

7 閉会 ・挨拶、餅まき

4

5 6 7
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地
域
で
楽
し
む
部
落
祭
を

芸
能
の
発
表
と
伝
承
の
場
に

１ 背景
　市内では数少ない「山ノ神舞」を伝承する団体で

あるが、それをできる胴取り（太鼓）が亡くなった

ため、地元では16年間、上演することはなかった。

また、近年は、メンバーがそろわないため「劇舞」を

上演することができず、興田神社などへの奉納だけ

が神楽の活動だった。

　そこで、保存会は、地域の行事「部落祭」で、昔上

演していた「劇舞」の再上演と途絶えていた「山ノ神

舞」を復活を目標に掲げ、動き出した。

　週末、市之通自治交流会館は、夜遅くまで明かり

が灯り、太鼓の音が響き渡った。

２ 上演会
　屋外に掛け舞台を作る予定だったが、前日からの

雨で、屋内での開催となった。来場者は子供からお

年寄りまで約70人。ほぼ全世帯から参加した。午前

中は運動会と救命救急講習会が催され、昼食には焼

き肉が振る舞われた。

●日時　平成 27年 6月28日㊐13:30 ～ 15:30　●場所　市之通自治交流会館「宝来館」（大東町鳥海字市ノ通）

　午後の上演会には、地元だけでなく市内外から神

楽関係者が駆けつけるなど、会場は立ち見が出るほ

どの超満員。熱気と復活の感動で、小さな会館は最

高潮に達した。

　上演会後は、婦人会や老人会から自慢の芸が披露

され、「宝来館」は一日中歓声に包まれた。

　「山ノ神舞」は、かつての胴取り伊東養太郎氏の長

男重雄氏が、当時の父のビデオを見ながら猛練習。

伊東吉光氏が渾身の舞で16年ぶりの復活を果たし

た。

　さらには、朗々とした声で「花振り」や口上を行っ

て伊東吉之進会長らが神楽の醍醐味を披露、客席か

市之通部落祭併催

市之通神楽上演会

市之通神楽上演会

●プログラム
午前 運動会
午後 芸能発表会

芸能発表会のうち
神楽上演会のプログラム

1 開会
2 神楽解説

・橋本裕之主席調査員
3 上演

・御神楽
・山ノ神舞
・三番叟

4 花振り、口上
5 閉会

1 上演のトップは「御神楽」。息の合った演技を披露した
2 会場の市之通自治交流会館「宝来館」は市之通地域の拠点
3 山之神舞の胴取り伊東重雄氏は、かつての胴取り父養太郎氏の
ビデオを見て猛練習し、本番を迎えた
4 神楽をわかりやすく解説する橋本裕之主席調査員
5 最後は出演者全員で口上。その前に花振りも行われた
6 激しく、躍動感ある舞で会場を沸かせた及川勝則氏の「三番叟」
7 復活した「山ノ神舞」は、市内での伝承が少ない

3

7

ら盛んな拍手や声援が送られていた。

　

3  成果
　「山ノ神舞」を見て喜ぶ地域の声を聞き、保存会

は活動再開を決めた。「山ノ神舞」の復活は、演目の

復活だけでなく、市之通神楽の新たなスタートにも

なった。

　また、近年の部落祭は、遠方から芸能の専門家を

招いて開催していたが、今回、神楽上演をきっかけ

に、女性たちや老人会がそれぞれ芸能を発表した。

　部落祭本来の100％「市之通産」を取り戻すこと

ができたことも大きな成果である。

5

6

4

1

2
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本郷神楽創生百周年記念併催

本郷神楽上演会

百
年
の
節
目
に

神
舞
七
神
楽
を
習
得
、披
露

１ 背景
　明治初年（1868）頃には、本郷地区に法印神楽が

存在したといわれる。

　本郷神楽は、大正３年（1914）に佐藤留五郎氏が

畠山一男氏、熊谷八重治氏ほか９人を指導したのが

始まりといわれ、平成27年（2015）に100周年を迎

えた。

　この節目に、これまで伝承できずにいた神舞七神

楽の復演を決定。定期的な練習を重ね、平成25年に

「龍傳舞」を、26年に「明神舞」と「三宝荒神舞」を習

得。７神楽全てを上演できるようになった。

　創生百年の節目に記念事業を行って、習得した神

舞を披露することにした。

２ 上演会
　午前中は、本郷白藤交流館で式典が行われ、保存

会の発展に尽力した人たちに感謝状が贈られ、百年

目の節目を喜び合った。

　上演会は、正午過ぎから始まった。屋外に掛け舞

●日時　平成 27年7月12日㊐12:15 ～ 17:00　●場所　本郷白藤交流館（藤沢町藤沢字八沢）

台を作り、客席には日よけテントを設営した。

　「翁舞」「三番叟」の後、神舞七神楽から無病息災

や五穀豊穣を願う「明神舞」、真刀を使って激しく

舞う「龍傳舞」、他では伝承が少ない「山之神舞」の

３演目を演じた。このうち明神舞は佐藤賢吉会長が

舞った。最後に「素戔鳴之尊大蛇退治」が上演され、

式舞とはまた異なった物語の魅力に来場者は引き込

まれた。

　会場には、地域の人だけでなく、市内各地から約

150人が来場し、普段なかなか見ることのできない

本郷神楽の神舞を楽しんだ。

本郷神楽上演会 

●プログラム
・記念式典（11:00 ～）

1 開会の辞
2 実行委員長挨拶
3 本郷神楽百周年の歩み
4 感謝状贈呈
5 祝辞対談
6 閉式の辞

・神楽上演会（12:15 ～）
1 扇舞
2 三番叟
3 明神舞
4 龍傳舞
5 山之神舞
6 天の宝剣由来記　素戔之鳴之尊大蛇退治

1 習得した神舞七神楽の一つ「明神舞」。佐藤賢吉会長が舞った
2 本郷神楽で真刀を使う演目は二つ。その一つが激しい「龍傳舞」
3 市内では伝承が少ない「山之神舞」も神舞七神楽の一つ
4「素戔之鳴之尊大蛇退治」は、本郷神楽の芸の確かさを見せてくれた
5 かつての胴取り畠山春男第四代代表も出演
6 会場の本郷白藤交流館。中央に舞台、周囲を客席（テントが囲む）

1

6

３ 成果
　本郷神楽は、昭和56年の「天下り」を皮切りに、

平成26年の「明神舞」「三宝荒神舞」まで、30年以上

にわたって神舞七神楽の全てを習得した。

　今回は100周年を記念して、このうち「明神舞」「龍

傳舞」「山之神舞」を披露した。長年胴取りを務めた

第四代代表の畠山春男氏も胴を取るなど、これまで

の活動を総括する舞台となった。

　また、その意義について橋本氏が解説を加え、地

域における本郷神楽の価値を再認識するとともに、

あらためて評価する機会になった。

2

3

5

4
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白浜神楽上演会

子
供
た
ち
に
伝
え
る

地
域
の
伝
統

１ 背景
　白浜神楽は、市指定無形民俗文化財である大門神

楽の教えを受けた南部神楽団体であり、芸術的にも

高い評価を得ている。

　これまで30年以上にわたり、涌津公民館（現涌津

市民センター）と共に涌津小学校へ鶏舞を指導し、

児童の思い出づくりや同校の伝統の継承に貢献して

きた。

　しかし、小学校で鶏舞を習った児童の多くは、大

人が踊る「本物の鶏舞」や白浜神楽の劇舞を見たこ

とがなく、さらに、小学時代に神楽を習った子供た

ちが保存会に関わることもなかったため、若い後継

者の確保ができずにいた。

　そこで地域コミュニティーの拠点であり、学校指

導の協力者である涌津市民センターが共催し、学校

と神楽団体が出会う場、地域の子供たちに「本物の

神楽」を見てもらう場として上演会を企画した。

２ 上演会
　当日の天候が心配されたため、屋内に舞台を作

り、開催した。

　上演会では、児童・生徒による「子ども鶏舞」を

●日時　平成 27年9月26日㊏13:00 ～ 15:00　●場所　涌津市民センター（花泉町涌津字松ノ坊 65-2）

皮切りに、白浜神楽が見事な演技で「曽我兄弟仇
あだうち

討」

を披露したほか、作耕舞（道化）では、千葉良夫代表

が会場中を笑いに引き込むなど、充実した上演会に

なった。

　来場者は約150人を数えたが、事前の調整不足か

ら子供たちが最後まで参加できなかったことが惜し

まれた。

　

３ 成果
　近年、実現できなかった地元上演を開催し、多く

の人に白浜神楽の魅力を知ってもらうことができ

た。特に、児童・生徒に、大人が舞う「南部神楽の鶏

白浜神楽上演会 

●プログラム
1 開会
2 挨拶
3 餅の振る舞い
4 鶏舞
5 演目の解説
6 曽我兄弟仇討
7 インタビュー
8 作耕舞
9 餅まき（景品付き）

10 閉会

1 客席を笑いに引き込んだ「作耕
舞」（道化）
2 満席の会場で次代を担う児童・
生徒が「子ども鶏舞」を熱演
3 迫力満点の「曽我兄弟仇討」
4 躍動する大人の鶏舞が児童生徒
を魅了
5 千葉良夫代表のインタビュー聞
き手は橋本裕之主席調査員
6 大盛況の餅まき
7 鉦を叩いた涌津小卒業生の佐藤
健太君（花泉中２年）

1

4

舞」を見せることができたことは大変意義がある。

　芸達者な神楽衆は、踊り、語り、仕草など、全ての

演目で来場者を釘づけにした。鉦と舞手には、涌津

小学校を卒業した中学生も加わるなど、同校鶏舞が

学校と地域の連携の中で、今後も継承されていく可

能性を示した。

　「作耕舞」を高く評価した工藤彰範涌津小学校長

は12月５日、同校PTA講演会（涌津市民センター

共催）に白浜神楽を招き、あらためて児童と保護者

が共に鑑賞する機会を設け、会場には児童の歓声が

響き渡ったという。

2

3

6

涌津小学校ＰＴＡ講演会のチラシ

7

5
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天狗田代々神楽上演会

小
さ
な
地
域
の
神
楽
を

支
え
る
の
は
見
て
く
れ
る
人
た
ち

１ 背景
　天狗田代々神楽は、長年にわたり地元小学校へ鶏

舞を指導したり、地域の収穫祭などで上演したりし

てきた。

　しかし、天狗田小学校は閉校、さらに師匠の死去

や後継者不足により活動を休止していた。

　保存会は「今、やらなければ存続できなくなる」

と再興を決め、上演会を開催することにした。

２ 上演会
　上演会のテーマは「小さな地域の大きな神楽」。地

域を拠点に伝統芸能の継承を考える機会にした。

　国指定重要無形民俗文化財でユネスコ無形文化遺

産に登録されている花巻市大迫町の「岳神楽」をゲ

ストに招き、その舞を鑑賞したほか、地域で神楽を

支え、継承していく話を聞く機会を持った。

　また、天狗田代々神楽の二つの源流である高金神

楽と奥玉神楽、それぞれにゆかりのある「夏山神楽」

（大正期に成立した高金神楽の兄弟神楽）と「中日向

●日時　平成 27年12 月13日㊐13:00 ～ 16:00　●場所　天狗田生活改善センター（大東町沖田字石奈坂）

鶏舞」（千厩町の奥玉神楽の指導を受け、平成5年に

女性たちが結成）も、共に後継者確保に不安のある

中、継承のきっかけづくりにしたいと上演した。

　岳神楽保存会の小国朋身会長と橋本裕之主席調査

員の「対談」では、小国会長が「地域の人たちの喜ぶ

顔がエネルギー。応援があれば続けていける」と継

承の秘けつを語った。

　

３ 成果
　保存会の会員８人は、27年 11月から本格的な練

習を再開した。だが、上演会開催を決めた後も、「本

当に演目を上演できるのか」という不安があった。

天狗田代々神楽上演会 

●プログラム
1 開会
2 鶏舞（天狗田代々神楽）
3 鶏舞（中日向鶏舞）
4 荒舞（夏山神楽）
5 岩戸開（天狗田代々神楽）
6 天女（岳神楽）

天降り舞（岳神楽）
権現舞（岳神楽）

7 対談
「小さな地域の大きな神楽」

　岳神楽保存会小国朋身会長×南部神楽
調査研究チーム橋本裕之主席調査員

8 挨拶、餅まき
9 閉会

1 力強さや美しさに実力を感じる天狗田代々神楽の「岩戸開」
2 舞手４人と胴取り１人の５人の高校生が、若さあふれる

「鶏舞」で上演会を盛り上げた
3 躍動する夏山神楽の「荒舞」
4 中日向鶏舞は息の合った「鶏舞」を上演
5 岳神楽の「天降り舞」
6 対談する岳神楽小国朋身会長㊧と橋本裕之主席調査員
7 フィナーレは大盛況の餅まき

1

3

　そんな中、子供のころから経験のある県立大東高

校の菊池允
まこと

君（3年）が胴取りで、小山佳奈さん（2

年）、千田一平君（1年）、佐藤映斗君（同）、千葉由美

子さん（同）らが舞手で練習に参加し、これに後押

しされた大人たちは奮起、練習を重ね、上演会にこ

ぎつけた。

　上演会では、高校生が若さあふれる鶏舞を演じ、

保存会の大人たちはブランクを感じさせない迫力の

舞を披露した。詰めかけた地域の人たちは、天狗田

代々神楽の復活を心から喜んだ。

　岳神楽保存会の小国朋身会長と橋本裕之主席調査

員の「対談」は、保存伝承の道筋を探った２年間の

2

4

7

6

5

上演会の最終回にふさわしいものであった。

　上演会後、保存会は道具の新調を計画するなど、

新しい一歩を踏み出している。
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回数　（和暦） 第１回 （昭和46年） 第２回
（昭和47年）

第３回
（昭和48年） 第４回 （昭和49年） 第５回 （昭和50年） 第６回 （昭和51年） 第７回 （昭和52年） 第８回 （昭和53年） 第９回 （昭和54年） 第10回 （昭和55年） 第11回 （昭和56年） 第12回 （昭和57年）

開催月日（曜日） ５月２日㊐ 不明 不明 ５月３日㊎ ５月３日㊏ ５月３日㊊ ５月３日㊋ ５月３日㊌ ５月３日㊊ ５月３日㊏ ５月３日㊐ ５月３日㊊

場所 温泉神社 不明 不明 温泉神社境内 温泉神社境内 温泉神社境内 温泉神社境内 温泉神社境内 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター

演目名称
（団体名）

鶏舞 
（沢内神楽）

不明 不明

鶏舞 
（沢内神楽）

鳥舞 
（夫婦神楽）

鳥舞 
（赤荻こども神楽）

岩戸開き 
（本寺神楽）

屋島の合戦 
「忠信が兄継信探しの場」
（白浜神楽）

羽衣 
（真山神楽）

三人三番 
（五串神楽）

鶏舞 
（厳美神楽）

一の谷の合戦 
（夫婦神楽）

三番叟 
（五串神楽）

三番叟 
（五串神楽）

岩戸開き 
（本寺神楽）

山の神舞 
（厳美神楽）

辯慶母と対面の場 
（中野神楽）

葛の葉子別れ 
（牧沢神楽）

叢雲大蛇切 
（愛宕神楽）

牛若丸東下りの場面 
（沢田神楽）

葛の葉子別れの場 
（狼志田神楽）

源平屋島合戦 
（志波姫神楽）

岩戸入り 
（狐禅寺神楽）

岩戸入り 
（狐禅寺神楽）

夕日の衣川 
（大森こども神楽）

夕日の衣川 
（大森こども神楽）

夕日の衣川 
（大森こども神楽）

法童丸母対面の場 
（姫松神楽）

松浦小夜姫母娘の別れ 
（大門神楽）

天の岩戸開き 
（姫松神楽）

葛の葉子別れの場 
（真山神楽）

岩戸入り 
（市野々神楽）

天の岩戸開 
（沢内神楽）

天の岩戸開 
（沢内神楽）

大蛇退治 
（鶯沢神楽）

曾我兄弟元服の場 
（細倉神楽）

法竜丸 
（白浜神楽）

五大竜 
（大平神楽）

牛若丸秀衡と二度対面の
場 

（姫松神楽）
法童丸母子対面の場 

（高梨神楽）
宝剣納め 

（瑞山神楽）
敦盛首落し 

（武鎗神楽）

宝剣納め 
（本寺神楽）

宝剣納め
（本寺神楽）

宝剣納め 
（大門神楽）

羽衣 
（五串神楽）

天の岩戸開き 
（真山神楽）

牛若丸奥州下り 
（巻物とりの場） 
（下大籠神楽）

一の谷の合戦 
（高梨神楽）

牛若丸鞍馬山登り 
（細倉神楽）

阿倍の保名葛の葉子別れ
の場 

（田代神楽）

宝剣納め・大和武尊悪鬼
退治 

（十文字神楽）

岩長姫化身の舞 
（五串神楽）

岩長姫化身の舞 
（五串神楽）

鳥舞 
（赤荻こども神楽）

屋島合戦 
（下大籠神楽）

村雲 
（沢田神楽）

曽我兄弟依頼の場 
（細倉神楽）

田村二代 
（中野神楽）

草なぎの剣奉納の場 
（本郷神楽）

岩戸開き 
（市野々神楽）

羽衣 
（中文字神楽）

羽衣 
（本寺神楽）

羽衣 
（本寺神楽）

岩戸開き 
（北下幅神楽）

みかぐら 
（鶯沢女神楽）

四節分け 
（愛宕神楽）

岩戸入り 
（達古袋神楽）

彦炎出尊 
（夫婦神楽）

勧進帳 
（鶯沢神楽）

屋島合戦 
（武鎗神楽）

宝剣納め 
（蓬田神楽）

東下り 
（赤荻中条神楽）

一の谷合戦 
（赤荻中条神楽）

八雲舞 
（赤谷神楽）

田村将軍俊春一代 
（沢田神楽）

阿倍野保名 
（細倉神楽）

宝剣納め 
（志波姫神楽）

岩戸入り 
（細倉子供神楽）

彦炎出尊 
（本寺神楽）

五大領割り込みくずし 
（川台神楽）

扇の的 
（鶯沢神楽）

田村一代記 
（古内神楽）

田村一代記 
（古内神楽）

楠公 
（下大籠神楽）

曾我兄弟親の仇討 
（大門神楽）

宝剣納め 
（笹谷神楽）

屋島の合戦 
（真山神楽）

羽衣 
（狼志田神楽）

法童丸父と対面の場 
（中野神楽）

曽我兄弟「みずえ姫子供
をあずける場」 

（猿飛来神楽）

三熊の大人退治「変化天
若の段」 

（愛宕神楽）

屋島の合戦 
（中里神楽）

屋島の合戦 
（中里神楽）

五條の橋 
（牧沢神楽）

松浦長者親子の別れ 
（姫松神楽）

八雲舞（大蛇退治） 
（赤谷神楽）

法童丸庭園一目の場 
（沢辺神楽）

屋島合戦 
（志波姫神楽）

宝剣納め 
（大門神楽）

曽我兄弟父の仇討 
（大門神楽）

八雲舞「大蛇退治の場」 
（赤谷神楽）

演目不明 
（宮城県　元木神楽）

演目不明 
（宮城県 本木神楽）

屋島合戦 
（真山神楽）

一の谷 
（本寺神楽）

宝剣納め 
（大平神楽）

一の谷の合戦 
（瑞山神楽）

鬼一法院と対面の場 
（下大籠神楽）

羽衣 
（達古袋神楽）

小袖曽我 
（鶯沢神楽）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（奈良坂神楽）

演目不明 
（宮城県　赤矢神楽）

演目不明 
（宮城県 赤谷神楽）

羽衣 
（前谷地神楽）

小袖曾我 
（鶯沢神楽）

扇の的 
（鶯沢神楽）

屋島の合戦 
（鶯沢神楽）

勧進帳 
（鶯沢神楽）

法童丸二度対面の場 
（沢辺神楽）

牛若丸宝蔵破りの場 
（高梨神楽）

みつえの姫幼子を依頼の
場 

（細倉神楽）

演目不明 
（宮城県　肩子沢神楽）

演目不明 
（宮城県 片子沢神楽）

松浦長者の子別れ 
（曽慶神楽）

鳥舞 
（広面女神楽）

楠公楠木正成 
（大門神楽）

一の谷の合戦 
（高梨神楽）

田村二代 
（達古袋神楽）

彦炎出尊兄と対面の場 
（狼志田神楽）

田村一代 
（志波姫神楽）

大和武尊悪鬼退治 
（前谷地神楽）

演目不明 
（平泉町　大平神楽）

演目不明 
（平泉町 大平神楽）

一の谷 
（細倉神楽）

高山掃部長者伝 
（北下巾神楽）

阿倍の保名 
（沢辺神楽）

一の谷の合戦 
（厳美神楽）

曽我兄弟依頼の場 
（細倉神楽）

義経継信との別れ 
（志波姫神楽）

牛若丸と鬼一法眼の兵法
争いの場 

（細倉神楽）

河津祐泰工藤の使大見
八幡遠矢にかかりし場面 

（片子沢神楽）

羽衣 
（厳美神楽）

曾我兄弟元服の場 
（赤谷神楽）

〆切サンヤ舞 
（瑞山国首神楽）

小袖曽我 
（中野神楽）

彦炎出尊 
（瑞山神楽）

岩戸開き 
（瑞山神楽）

阿倍の保名、石川悪右エ
門合戦の場 

（城生野神楽）
一ノ谷の合戦 

（高梨神楽）"

五條の橋 
（赤生津神楽）

五條の橋 
（古内神楽）

五大領 
（北下幅神楽）

阿倍の保名、石川悪右エ
門合戦の場 

（本郷神楽）
曽我兄弟元服の場 

（本宮神楽）

鳥舞 
（達古袋神楽）

葛の葉の子別れ 
（白浜神楽）

義経、月見坂の受難 
（中野神楽）

曾我兄弟 
（真山神楽）

牛若丸藤原秀衡公二度
の対面の場 

（達古袋神楽）

鵯越の坂落しの場 
（沢辺神楽）

後援団体 － 不明 不明 －

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

－

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

審査員 － 不明 不明 －
東城　芳勇 
黒沢　定雄 
藤野　菊夫

東城　芳勇 
藤野　菊夫 
黒沢　定雄

東城　芳勇 
藤野　菊夫 

（代理　蘇武　運一郎） 
黒沢　定雄

村上　護朗 
黒沢　定雄 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
黒沢　定雄 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
黒沢　定雄 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
佐藤　馬之亟 
阿部　長治 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
小岩　勘右エ門 
蘇武　運一郎

岩手県南・宮城県北神楽大会歴代プログラム

岩手県南・宮城県北神楽大会 
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Ⅱ　一関市の南部神楽団体 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

回数　（和暦） 第13回 （昭和58年） 第14回 （昭和59年） 第15回  （昭和60年） 第16回 （昭和61年） 第17回 （昭和62年） 第18回 （昭和63年） 第19回 （平成元年） 第20回 （平成２年） 第21回 （平成３年） 第22回 （平成４年） 第23回 （平成５年）

開催月日（曜日） ５月３日㊋ ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日）

場所 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 雨天のため
厳美小学校 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター

演目名称
（団体名）

五條の橋 
（古内神楽）

義経秋田入りの場 
（奈良坂神楽）

五條の橋 
（狼志田神楽）

天叢雲宝剣由来記 
（狐禅寺神楽）

彦炎出見の尊 
（夫婦神楽）

源氏方勢ぞろい 
（奈良坂神楽）

牛若丸、秀衡公と対面の
場 

（厳美神楽）
曽我兄弟父の仇討の場 

（富沢神楽）
羽衣 

（厳美神楽）
羽衣 

（達谷窟毘沙門神楽）
牛若丸秀衡公二度対面
の場 

（一関夫婦神楽）

白河二所の別れ 
（田代神楽）

一の谷の合戦 
（細倉神楽）

五條の橋 
（文字神楽）

矢田部判官篠田ヶ森焼払
の場 

（田代神楽）
五代入り 

（文字神楽）
秀衡公桜狩りの場 

（沢辺神楽）
曽我兄弟、五所の五郎丸
陣屋巡りの場 

（猿飛来神楽）
小袖曽我 

（中野神楽）
石童丸苅萱道心と対面の
場 

（細倉神楽）
弁慶安宅の関 

（鶯沢神楽）
矢田部判官定国信田ヶ森
巡回の場 

（阿久戸神楽）

神遊びサンヤ舞 
（本郷神楽）

彦炎出見の尊 
（白鳥神楽）

牛若丸宝蔵破り法掛けの
一戦 

（高梨神楽）
一の谷の合戦 

（沢田神楽）
宝剣納め 

（白鳥神楽）
神別れ舞 

（牧沢神楽）
曽我兄弟父の仇討 

（大門神楽）
義経椿ヶ宮代参の場 

（白浜神楽）
屋嶋合戦 

（達古袋神楽）
法然上人と蓮性坊「熊谷
の参詣の場」 

（清水田神楽）
五條の橋 

（富沢神楽）

屋島合戦 
（白鳥神楽）

田村二代 
（文字川東神楽）

法童丸母子対面の場 
（本宮神楽）

田村二代 
（赤新田神楽）

岩戸開き 
（文字駒堂神楽）

素戔嗚尊乱行の場 
（赤新田神楽）

羽衣 
（本宮神楽）

曽我兄弟父の仇討ちの場 
（方子沢神楽）

宝剣納め 
（文字神楽）

扇の的 
（富沢神楽）

皆鶴姫牛若丸に巻物の所
在を教える場面 

（片子沢神楽）

宝剣納め 
（高梨神楽）

山の神 
（十文字神楽）

羽衣 
（夫婦神楽）

屋島合戦（扇の的）より 
（布佐神楽）

羽衣 
（大門神楽）

み神楽 
（十文字神楽）

羽衣 
（白鳥神楽）

一の谷の合戦 
（狼志田神楽）

五條橋牛若丸弁慶対決
の場 

（一関神楽保存会）
岩戸入り 

（駒堂神楽）
五條の橋 

（達古袋神楽）

曽我祐親親父を大見八
幡遠矢にかける場 

（姫松片子沢神楽）
法童丸母子対面の場 

（沢辺神楽）
宝剣納め 

（大平神楽）
一の谷の合戦のうち「直
実と敦盛の戦い」 

（文字駒堂神楽）
弁慶安宅の関 

（鶯沢神楽）
西の宮舞 

（志波姫神楽）
一の谷嫩軍記の内　鵯
越の坂下しの場 

（城生野神楽）
宝剣納め 

（細倉神楽）
河津三郎祐泰最期の場 

（本宮神楽）
鵯越えの坂落し 

（栗原神楽）
法童丸母子対面の場 

（刈敷神楽）

河津三郎祐康最後の場 
（本宮神楽）

安部の保名子別れの場 
（達古袋神楽）

弁慶安宅の関 
（鶯沢神楽）

曽我兄弟の仇討 
（大門神楽）

一の谷の合戦 
（瑞山神楽）

羽衣 
（一関神楽保存会）

法童丸母子対面の場 
（富沢神楽）

羽衣 
（一関夫婦神楽）

大楠公桜井の別れ 
（牧沢神楽）

義経東下り宿乞いの場 
（白浜神楽）

田村二代 
（大原神楽）

屋島合戦 
（沢田神楽）

ひよどり越えの坂落しの
場 

（田代神楽）
安部の保名 

（沢田神楽）
牛若丸鞍馬山登り 

（細倉神楽）
曽我兄弟元服の場 

（本宮神楽）
龍天の舞 

（岡谷地神楽）
石童丸父をたずねて（田
の浦の場） 

（清水田神楽）

田村三代の中の八幡宮流
鏑馬 

（駒堂神楽）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（阿久戸神楽会）

金成太田墨焼東太兄弟
金売に行く場 

（片子沢神楽）

五所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（築館神楽）

曽我兄弟父の仇うちの場 
（沢辺神楽）

羽衣 
（五串神楽）

一の谷の合戦 
（細倉神楽）

岩戸入り 
（達古袋神楽）

曽我兄弟父の仇討ち 
（白浜神楽）

御子焼き 
（狼志田神楽）

楠正成桜井の別れ 
（白浜神楽）

宝剣納め 
（達古袋神楽）

岩戸入り 
（白鳥神楽）

石童丸父を訪ねて高野山 
（富野神楽）

葛の葉姫子別れの場 
（下大籠神楽）

安部の保名捕われの場 
（白浜神楽）

田村一代 
（志波姫神楽）

法童丸母子対面の場 
（大門神楽）

敦盛首取りの場 
（武鎗神楽）

玉織姫と敦盛の別れの場 
（花山神楽）

弁慶母子と対面の場 
（中野神楽）

岩戸開き 
（太平神楽）

曽我兄弟父の仇討ちの場 
（沢辺神楽）

曽我兄弟由比浜の場 
（沼崎神楽）

彦炎出見尊 
（瑞山国首神楽）

弁慶安宅の関 
（鶯沢神楽）

法童丸父との対面の場 
（中野神楽）

信田ヶ森 
（増沢神楽）

義経東下り鏡ヶ宿の場 
（志波姫神楽）

皆鶴姫酒宴の場 
（奈良坂神楽）

一の谷の合戦 
（沢田神楽）

一の谷の合戦 
（一関夫婦神楽）

明神舞 
（熊野神楽）

安部の保名葛の葉子別れ
の場 

（沢田神楽）
曽我兄弟父の仇討ち 

（白浜神楽）
安部保名捕われの場 

（阿久戸神楽）
夕日の衣川「（第二場）前
九年の役合戦の場」 

（川内神楽）

彦炎出尊 
（恩俗神楽）

日本オクナノ尊の熊会頭
川上武討伐の場 

（岡谷地神楽）
宝剣納め 

（達古袋神楽）
閖上浜より秀衡公牛若丸
と二度対面の場 

（片子沢神楽）
宝剣納め 

（細倉神楽）
熊谷直実と平敦盛戦いの
場 

（沼崎神楽）

河津三郎祐泰の最後の
場 

（阿久戸神楽会）
弁慶安宅の関 

（鶯沢神楽）
八岐大蛇退治 

（中野神楽）
曽我兄弟元服の場 

（本宮神楽）
曽我兄弟由比浜の場 

（沼崎神楽）

宝剣納め 
（厳美神楽）

宝剣納 
（大門神楽）

天の岩戸開き 
（片子沢神楽）

東下り秀衡公と対面の場 
（富沢神楽）

屋島合戦 
（富沢神楽）

安部保名狐狩の場 
（川内神楽）

秀衡公と対面の場 
（沢田神楽）

曽我兄弟父の仇討ちの場 
（大門神楽）

岩戸入り 
（狼志田神楽）

三番叟 
（大門神楽）

安部保名搦め捕われの場 
（白浜神楽）

屋島合戦 
（文字川東神楽）

おろち退治 
（鶯沢神楽）

小袖曽我 
（中野神楽）

一の谷の合戦 
（片子沢神楽）

宝剣納め 
（細倉神楽）

河津三郎祐泰の最後の
場 

（栗原神楽）
安部の保名捕われの場 

（赤谷神楽）
曽我兄弟狩屋めぐりの場 

（沢辺神楽）
一の谷の合戦 

（大平神楽会）
屋島合戦「継信最期の場」 

（葛岡神楽）

岩戸開き 
（細倉子供神楽）

法童丸庭園の場 
（白浜神楽）

牛若丸四国対面 
（袋神楽）

後援団体

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

－

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

審査員 黒沢　定雄 
小坂　盛雄 
蘇武　運一郎

黒沢　定雄 
蘇武　運一郎 
宮城県芸術文化協会副
会長

黒沢　定雄 
小坂　盛雄 
蘇武　運一郎

黒沢　定雄 
小坂　盛雄 
蘇武　運一郎

黒沢　定雄 
小坂　盛雄 
蘇武　運一郎

登嶋　正司 
蘇武　運一郎 
岸　湊

登嶋　正司 
蘇武　運一郎

黒澤　定雄 
蘇武　運一郎 
今野　清美 
高橋　源治
茂庭　貞

蘇武　運一郎 
今野　清美 
茂庭　貞

蘇武　運一郎 
茂庭　貞 
阿部　孝

蘇武　運一郎 
今野　清美 
茂庭　貞

岩手県南・宮城県北神楽大会歴代プログラム

岩手県南・宮城県北神楽大会 
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Ⅱ　一関市の南部神楽団体 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

回数　（和暦） 第24回 （平成６年） 第25回 （平成７年） 第26回 （平成８年） 第27回 （平成９年） 第28回 （平成10年） 第29回 （平成11年） 第30回 （平成12年） 第31回 （平成13年） 第32回 （平成14年） 第33回 （平成15年） 第34回 （平成16年）

開催月日（曜日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日）

場所 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 自然休養村管理センター 一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

演目名称
（団体名）

宝剱納め 
（一関神楽保存会）

天の岩戸開き 
（達谷窟毘沙門神楽）

宝剣納め 
（達谷窟毘沙門神楽）

彦火々出見尊 
（狼志田神楽）

彦炎出見尊 
（瑞山国首神楽）

鶏舞 
（一関夫婦神楽）

安部の保名子別れの場 
（達古袋神楽）

羽衣 
（厳美神楽）

彦炎出見尊 
（一関夫婦神楽）

東下り 
（厳美神楽）

「篠田が森葛の葉姫子別
れの場」 

（川内神楽）

敦盛首取りの場 
（畑岡神楽）

法童丸母と対面の場 
（栗原神楽）

一の谷敦盛首打ちの場 
（岡谷地神楽）

敦盛、玉織姫妻子別れの
場 

（文字駒堂神楽）
郡司兵衛義実姫買いの段 

（清水田神楽）
岩戸入り 

（葛岡神楽）
弁慶安宅の関 

（鶯沢神楽保存会）
田村二代 

（中野神楽）
一の谷合戦敦盛首取りの
場 

（刈敷神楽）
岩戸開き 

（文字神楽会）
葛の葉子別れ 

（狼志田神楽）

牛若丸宝蔵破り 
（狼志田神楽）

屋島継信最後の場 
（一関夫婦神楽）

五條の橋 
（富沢神楽）

宝剣納め 
（長部神楽）

屋島合戦、継信最後の場 
（富沢神楽）

屋島合戦（継信最後の場） 
（達古袋神楽）

五條ヶ橋 
（狼ヶ志田神楽）

高山松浦佐与姫身御供の
段 

（野神楽保存会）
屋島合戦（継信最期の場） 

（達古袋神楽）
黒塚 

（蓬田神楽保存会）
一の谷熊谷敦盛首取りの
場 

（桜田神楽会）
牛若丸と、貴一法眼の兵
法争いの場 

（細倉神楽保存会）
曽我兄弟元服の場 

（阿久戸神楽）
河津三郎祐泰最後の場 

（築館神楽）
法童丸亡き父との対面 

（刈敷神楽）
小姓の五郎丸仮屋紋づく
し 

（桜田神楽）

安部の保名搦め捕われの
場 

（阿久戸神楽保存会）
法童丸　母対面の場 

（栗原神楽）
一の谷嫩軍記の内　平敦
盛熊谷直実合戦の場 

（城生野神楽）

安部保名からめ捕らわれ
の場 

（畑岡神楽保存会）
常盤御前夢物語（新作） 

（葛岡神楽保存会）
一の谷首取りの場 

（赤谷神楽会）

一の谷の合戦 
（瑞山国首神楽）

一の谷の合戦 
（夏山神楽保存会）

楠木正成首送りの場 
（白浜神楽）

岩戸入り 
（白鳥神楽）

曽我兄弟最期の段 
（白浜神楽）

扇の的射ちの場 
（富沢神楽）

金売り吉次　兄弟の場 
（片子沢神楽）

田村一代 
（夏山神楽保存会）

信田妻　子別れの段 
（里前神楽保存会）

龍神舞 
（長部神楽保存会）

壇の浦扇の浪音 
（富沢神楽保存会）

五條の橋 
（駒堂神楽）

屋島の合戦「忠信兄継信
を訪ねる場」 

（長下田神楽）

一の谷合戦法童丸母子
対面の場 

（玉沢神楽）

熊谷小次郎直実「矢負の
場」 

（本宮神楽）
八岐の大蛇 

（鶯沢神楽保存会）
石童丸父を尋ねて高野山
の場 

（沼崎神楽）
宝剣納め盗み取りの場 

（細倉神楽）
安部保名捕らわれの場 

（赤谷神楽会）
牛若丸秀衡対面　軍兵
揃いの場 

（猿飛来神楽）

曽我兄弟月見の場（父の
墓所参りまで） 

（沼崎神楽）

屋島の合戦・継信最後の
場 

（一関夫婦神楽）

法童丸母子対面の場 
（富沢神楽）

鶏舞 
（市野々神楽同好会）

牛若丸宝蔵破り 
（川内神楽）

安部保名子別れの場 
（達古袋神楽）

牛若丸秀衡公二度対面
の場 

（達古袋神楽）
屋島合戦 

（川東神楽保存会）
皆鶴姫　酒宴の段 

（白浜神楽）
宝剣納 

（狼ヶ志田神楽保存会）
屋島合戦 

（南沢神楽）
天の岩戸開き 

（大木神楽保存会）
寄せ太鼓 

（狼志田神楽）

義経朝見ずの里宿乞いの
場 

（清水田神楽）

牛若丸と鬼一法眼の兵法
争いの場 

（細倉神楽）
安部保名搦め捕われの場 

（沼崎神楽）
国授け 

（葛岡神楽）
屋島合戦　忠信奮戦の
場 

（畑岡神楽保存会）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（川北神楽保存会）

松浦小夜姫　母と別れの
場 

（清水田神楽）
安部保名捕らわれの場 

（桜田神楽）
屋島合戦の継信たずねの
場 

（長下田神楽保存会）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（館下神楽保存会）
岩戸開き 

（駒堂子ども神楽）

八岐大蛇退治 
（赤伏神楽保存会）

安部の保名捕われの場 
（白浜神楽）

宝剱納め 
（熊野神楽）

五條の橋 
（一関神楽保存会）

田村一代記 
（夏山神楽保存会）

浮島ヶ原兄弟涙の対面 
（白浜神楽）

小袖曽我 
（中野神楽）

信田妻子別れの段 
（里前神楽保存会）

扇の的射ちの場 
（富沢神楽保存会）

安宅の関 
（川東神楽保存会）

一の谷 
（里前神楽保存会）

五穀舞 
（片子沢神楽）

河津三郎祐泰最後の場 
（玉澤神楽）

扇の的 
（鶯沢神楽）

安部保名からめ捕われの
場 

（阿久戸神楽）
常盤御前鞍馬山参詣の場 

（本木神楽）
牛若丸東下り、金売吉次、
信高対面の場 

（岡谷地神楽）

五所の五郎丸　陣屋巡り
の場 

（沢辺神楽）

義経朝見ずの里　宿乞い
の場 

（清水田神楽）
鵯越えの坂落としの場 

（沢辺神楽保存会）
曽我兄弟父の仇討ちの場 

（川北神楽保存会）
小袖曽我 

（鶯沢神楽保存会）

三代田村 
（蓬田神楽）

三番翁 
（熊野神楽）

安宅の関 
（夏山神楽）

一ノ谷の合戦 
（一関夫婦神楽）

岩戸開き 
（蓬田神楽保存会）

安部の保名葛の葉子別れ
の場 

（一関神楽保存会）
岩戸入り 

（駒堂神楽）
天神四代彦炎出見尊 

（白浜神楽）
宝剣奉納の舞 

（白浜神楽）
魔王退治 

（南沢神楽）
刈萱道心と石童丸 

（城生野神楽）

弁慶安宅の関 
（本宮神楽）

宝剣納めと盗み取りの場 
（川北神楽）

安部保名捕われの場 
（栗原神楽）

一の谷の合戦 
（細倉神楽保存会）

赤沢山祐泰遠矢の場 
（中野神楽）

法童丸母子対面の場 
（館下神楽保存会）

御所の五郎丸　狩屋巡り
の場 

（阿久戸神楽）

牛若丸と鬼一法眼の兵法
争いの場 

（細倉神楽保存会）

安部の保名搦め捕らわれ
の場 

（阿久戸神楽保存会）
一の谷の合戦 

（一関神楽保存会）

岩戸入り 
（達谷窟毘沙門神楽）

法童丸庭園の場 
（栗原神楽）

赤沢山河津三郎祐泰遠
矢の場 

（中野神楽）
石童丸 

（本郷神楽保存会）

田村二代 
（中野神楽）

法童丸母子対面の場 
（館下神楽）

後援団体

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関地方振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所
岩手日日新聞社

一関地方振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関地方振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

一関地方振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
岩手日日新聞社

審査員 蘇武　運一郎 
今野　清美 
茂庭　貞

蘇武　運一郎 
今野　清美 
茂庭　貞

蘇武　運一郎 
今野　清美 
茂庭　貞

今野　清美 
阿部　甲子雄 
菅原　宏

今野　清美 
阿部　甲子雄 
菅原　宏

阿部　甲子雄 
茂庭　貞 
加藤　義勝

阿部　甲子雄 
加藤　義勝 
茂庭　貞

岸　湊 
菅原　宏 
蘇武　栄

阿部　甲子雄 
加藤　義勝 
茂庭　貞

加藤　義勝 
菅原　宏 
千葉　信胤

岩本　旬二 
菅原　宏 
千葉　信胤

岩手県南・宮城県北神楽大会歴代プログラム

岩手県南・宮城県北神楽大会 



105104 南部神楽調査報告書 南部神楽調査報告書

Ⅱ　一関市の南部神楽団体 Ⅲ　上演会 Ⅳ　資料Ⅰ　南部神楽調査研究事業

回数　（和暦） 第35回 （平成17年） 第36回 （平成18年） 第37回 （平成19年） 第38回 （平成20年） 第39回 （平成21年） 第40回 （平成22年） 第41回 （平成23年） 第42回 （平成24年） 第43回 （平成25年） 第44回 （平成26年） 第45回 （平成27年）

開催月日（曜日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日） ５月３日（憲法記念日）

震災のため中止

５月３日
（祝日・憲法記念日）

５月３日
（祝日・憲法記念日）

５月３日
（祝日・憲法記念日）

５月３日
（祝日・憲法記念日）

場所 一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

一関市立厳美中学校
体育館

演目名称
（団体名）

牛若丸五條の橋 
（一関夫婦神楽）

お室焼き 
（蓬田神楽保存会）

羽衣 
（達古袋神楽）

一の谷、平敦盛、熊谷直
実合戦の場 

（城生野神楽）
弁慶安宅の関 

（達古袋神楽）
黒塚 

（蓬田神楽保存会）
東下り 

（一関夫婦神楽）
田村二代 

（大森神楽保存会）
一の谷 

（大原神楽保存会）
信田ヶ森 

（下大籠南部神楽保存会）

牛若丸秀衡対面・軍兵揃
いの場 

（猿飛来神楽）
石童丸父をたずねて 

（清水田神楽）
宝剣納めー盗み取りー 

（南沢神楽）
五條の橋合戦の場 

（古内神楽保存会）
夏草の賦　第３場　弁慶
の立ち往生 

（川東神楽保存会）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（館下神楽保存会）
五條の橋 

（岡谷地南部神楽保存会）
曽我兄弟　父の仇討ちの
場 

（館下神楽保存会）
宝剣納めと宝剣盗み取り 

（川北神楽保存会）
屋嶋の合戦（継信最後の
場） 

（一関夫婦神楽）

牛若丸椿ヶ宮参詣の場 
（狼志田神楽）

日光権現・赤鬼退治 
（大木神楽保存会）

曽我兄弟父の仇討ちの段 
（駒堂子供神楽）

五代領 
（狼志田神楽保存会）

岩手・宮城内陸地震復興
祈願「神舞」 

（猿飛来神楽）
宝剣納め 

（狼志田神楽保存会）
五大領 

（南沢神楽保存会）
岩戸入り 

（下大籠南部神楽保存会）
石童丸　父を尋ねて高野
山 

（東北まぐら神楽会）
天祖舞 

（細野神楽保存会）

牛若丸宝蔵破り法掛けの
場 

（一関神楽保存会）
弁慶安宅の関 

（本宮神楽会）
河津三郎祐泰最期の場 

（館下神楽保存会）
一谷軍記（敦盛と直実） 

（牧澤神楽保存会）
小敦盛 

（大原神楽保存会）
「夏草の賦」第二場　菊
の滝歌合わせの場 

（鶯沢神楽保存会）

平敦盛と玉織姫の別れの
場 

（城生野神楽）
御神楽・三宝荒神 

（布佐神楽保存会）
岩戸開き 

（達古袋神楽）
楠正成　桜井の別れ 

（白浜神楽）

牛若丸秀衡公二度対面
の場 

（達古袋神楽）
天の岩戸開き 

（牧澤神楽保存会）
法童丸母子別れの場 

（玉澤神楽会）
屋島合戦（継信最後の場） 

（一関夫婦神楽）
葛の葉子別れ 

（里前神楽保存会）
三熊神話 

（白浜神楽）
宝剣納め 

（本郷神楽保存会）
手玉織 

（白浜神楽会）
高天上り 

（牧澤神楽保存会）
牛若丸と秀衡公対面の場 

（沢辺神楽会）

浮島ヶ原兄弟対面の段 
（白浜神楽会）

石童丸 
（長下田神楽保存会）

弁慶安宅の関 
（鶯沢神楽保存会）

熊谷直実・首取りの場 
（真山葛岡神楽保存会）

法童丸庭園の場 
（栗原神楽）

一の谷首取りの場 
（赤谷神楽会）

熊谷直実首取りの場 
（真山葛岡神楽保存会）

河津三郎祐泰討矢の場 
（桜田神楽会）

義経一代記より　牛若丸・
金売り吉次兄弟、鏡が宿の
場（長下田神楽保存会）

岩戸開き 
（大森神楽保存会）

鵯越えの坂落とし 
（阿久戸神楽会）

屋嶋合戦 
（一関夫婦神楽）

牛若丸秀衡公対面の場 
（一関夫婦神楽）

保名岩屋の滝の場 
（沢辺神楽会）

法童丸母子対面の場 
（本宮神楽会）

弁慶安宅の関 
（達古袋神楽）

彦炎出見命（地神四代） 
（牧澤神楽保存会）

五代竜 
（狼ヶ志田神楽保存会）

岩戸開き 
（駒堂子供神楽）

曽我兄弟父の仇討ち 
（富沢神楽保存会）

敦盛と玉織別れの場 
（本木神楽）

御所の五郎丸陣屋巡りの
場 

（川北神楽保存会）
宝剣納め 

（白浜神楽）
扇の的射ちの場 

（富沢神楽保存会）
三代田村将軍利仁 

（蓬田神楽保存会）
屋嶋合戦（継信最期の場） 

（川北神楽保存会）
安部保名捕らわれの場 

（玉澤神楽会）
金売吉次薬師詣りの場 

（沢辺神楽会）
創作神楽　玉取姫 

（本郷神楽保存会）
法童丸　庭園の場 

（桜田神楽会）

屋嶋合戦（継信最後の場） 
（城生野神楽）

法童丸母対面の場 
（刈敷神楽）

安部保名搦め捕らわれの
場 

（沼崎神楽）
法童丸庭園の場 

（元富神楽）
苅萱道心と石童丸対面の
場 

（清水田神楽）

夕日の衣川第四場「中尊
寺縁起・江刺豊田舘の場」 

（大森神楽保存会）
一の谷 

（川東神楽保存会）
瓊々杵之尊 

（蓬田神楽保存会）
弁慶安宅の関 

（鶯沢神楽保存会）
岩戸開き 

（城生野神楽会）

那須野与一扇の的 
（鶯沢神楽保存会）

叢雲 
（登米町岡谷地南部神楽
保存会）

安部の保名葛の葉子別れ
の場 

（一関神楽保存会）
義経中尊寺月見坂の受難 

（中野神楽）
岩戸開 

（布佐神楽保存会）
田村二代 

（中野神楽）
岩戸入り 

（駒堂子供神楽）
三宝荒神 

（嵯峨立神楽保存会）
鶏舞 

（本宮神楽保存会神楽教
室）

鞍馬山の牛若丸 
（赤谷南部神楽保存会）

安宅の関 
（川東神楽保存会）

一の谷 
（下大籠南部神楽保存会）

小夜姫父の供養で身売り
母子別れの段 

（里前神楽保存会）
石童丸父を尋ねて高野山 

（東北まぐら神楽会）
安部保名捕らわれの場 

（赤谷神楽会）
お室焼き 

（牧澤神楽保存会）
法童丸母子対面の場 

（富沢神楽保存会）
安部保名捕らわれの場 

（阿久戸神楽保存会）
屋島合戦（継信最期の場） 

（南沢神楽）
安部の保名参詣の場 

（嵯峨立神楽保存会）

屋島合戦 
（南沢神楽）

楠公（楠正成） 
（布佐神楽保存会）

曽我兄弟父の仇討ちの段 
（刈敷神楽）

五代龍 
（大森神楽保存会）

御所の五郎丸陣屋巡り 
（阿久戸神楽会）

佐夜の中山霊験記より　
初太郎 

（長下田神楽保存会）
安部保名捕らわれの場 

（東北まぐら神楽会）
法童丸庭園の場 

（栗原神楽）
五條の橋 

（富沢神楽保存会）
彦炎出見尊の巻 

（狼ヶ志田神楽保存会）

道化（根っこほり） 
（赤谷神楽会）

五條の橋
（狼ヶ志田神楽保存会）

一ノ谷の合戦 
（布佐神楽保存会）

八岐の大蛇退治 
（鶯沢神楽保存会）

小袖曽我 
（中野神楽）

所望分神語 
（布佐神楽保存会）

五條の橋 
（達古袋神楽）

石童丸 
（牧澤神楽保存会）

安部保名捕らわれの場 
（栗原神楽）

弁慶安宅の関 
（達古袋神楽）

後援団体

一関地方振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社

県南広域振興局一関総
合支局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社

県南広域振興局一関総
合支局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局一関総
合支局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局一関総
合支局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関市観光協会 
一関商工会議所 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関商工会議所 

（社）一関市観光協会 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関商工会議所 

（社）一関市観光協会 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関商工会議所 

（社）一関市観光協会 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

県南広域振興局 
一関市 
一関市議会 
一関市教育委員会 
一関商工会議所 

（一社）一関市観光協会 
NHK盛岡放送局 
岩手日日新聞社 
ICN一関ケーブルネット
ワーク

審査員 岩本　旬二 
菅原　宏 
千葉　信胤

岩本　旬二 
菅原　宏 
千葉　信胤

岩本　旬二 
菅原　宏 
千葉　信胤

佐藤　英男 
菅原　宏 
千葉　信胤

加藤　義勝 
菅原　宏 
千葉　信胤

加藤　義勝 
菅原　宏 
千葉　信胤

菅原　宏 
菅原　正義 
千葉　信胤

菅原　宏 
菅原　正義 
佐藤　英男

菅原　宏 
菅原　正義 
佐々木　信義

菅原　宏 
佐々木　信義 
千葉　信胤

岩手県南・宮城県北神楽大会歴代プログラム

岩手県南・宮城県北神楽大会 
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回数　（和暦） 第１回 （昭和54年） 第２回 （昭和55年） 第３回 （昭和56年） 第４回 （昭和57年） 第５回 （昭和58年）

開催月日（曜日） ７月29日㊐ ７月27日㊐ ７月26日㊐ ７月25日㊐ 不明

場所 不明 愛宕神社神楽殿 愛宕神社神楽殿 愛宕神社神楽殿 不明

演目名称
（団体名） 不明

山野舞（天降り） 
（本郷神楽保存会）

式舞（鳥舞、三番叟、三
韓くずし、メ縄切の舞） 

（峠山伏神楽）

式舞（鳥舞、三番叟、三
韓くずし、メ縄切の舞） 

（峠山伏神楽）

不明

天の岩戸開き 
（熊田倉神楽会）

天の岩戸開き 
（本郷神楽保存会）

天の岩戸開き 
（増沢神楽保存会）

一ノ谷合戦 
（市之通神楽会）

源氏再興の段 
（大籠神楽保存会）

三熊の大人退治　変化
の場 

（熊田倉神楽保存会）

高山掃部長者興亡記 
（笹谷流曽慶代々神楽会）

天の岩戸開き 
（笹谷流曽慶代々南部神
楽）

高山掃部長者より　義実
姫買の場

（下猿沢南部神楽保存会）

一ノ谷合戦 
（砂子田神楽会）

羽衣 
（熊田倉神楽会）

日光権現 
（愛宕神社保存会）

信田ヶ森 
（増沢神楽保存会）

小敦盛 
（猿沢下猿沢南部神楽）

信田ヶ森 
（笹谷流曽慶代々南部神
楽）

一ノ谷合戦 
（布佐神楽保存会）

信田ヶ森 
（増沢神楽保存会）

葛の葉子別れ 
（浜横沢神楽保存会）

鬼一法眼落成記 
（浜横沢神楽会）

三熊の大人退治　変化
の場 

（愛宕神楽同好会）
田村一代記 

（夏山神楽保存会）

一ノ谷合戦 
（大籠神名流神楽会）

高山掃部姫買の場 
（奥玉立石神楽会）

牛若丸椿の宮代参 
（布佐神楽保存会）

天之叢雲大蛇切 
（愛宕神楽同好会）

天の岩戸開き 
（布佐神楽保存会）

屋島の合戦 
（下大籠神楽保存会）

日本武之尊「宝剱たばか
りの段」 

（上大籠倭神楽会）

後援団体 不明

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会 
千厩商工会 
千厩農業協同組合

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会 
千厩商工会 
千厩農業協同組合 
横屋酒造株式会社 
愛宕神社奉賛会

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会 
千厩商工会 
千厩農業協同組合 
横屋酒造株式会社 
愛宕神社奉賛会

不明

審査員 不明 村上　護朗 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
蘇武　運一郎

村上　護朗 
蘇武　運一郎 不明

東磐井郡下神楽大会歴代プログラム　（主催：東磐井郡下神楽大会実行委員会／第 1 回～ 9 回の名称は郡下神楽大会）

第６回 （昭和59年） 第７回 （昭和60年） 第８回 （昭和61年） 第９回 （昭和62年） 第10回 （昭和63年） 第11回 （平成元年）

７月22日㊐ ７月28日㊐ ７月27日㊐ ７月26日㊐ ７月24日㊐ ７月30日㊐

愛宕神社神楽殿 愛宕神社神楽殿 愛宕神社神楽殿 愛宕神社神楽殿 愛宕神楽殿 愛宕神楽殿

式舞 
（峠山伏神楽（早池峰大
償野口斉部流））

山野舞（サンヤ）天下り 
（本郷神楽保存会）

注連切 
（峠山伏神楽）

天の岩戸開き 
（浜横沢神楽）

三神楽 
（市之通神楽保存会）

四弓の舞 
（峠山伏神楽保存会（早
池峰大償野口斉部流））

天の岩戸開き 
（夏山子供神楽）

一ノ谷合戦 
（曽慶代々神楽）

（天女）羽衣 
（大木神楽）

日光権現 
（市之通神楽）

羽衣 
（曽慶代々神楽保存会）

羽衣 
（曽慶代々神楽保存会）

天叢雲宝剱由来記　三
熊退治（前編） 

（増沢神楽保存会）
鐘巻（道成寺） 

（峠山伏神楽）
一ノ谷合戦 

（下大籠神楽）
赤木退治 

（大木神楽）
弁慶安宅ノ関 

（夏山神楽保存会）
蘇民将来 

（愛宕神楽保存会）

松浦佐世姫東下り 
（曽慶代々神楽）

龍神舞 
（増沢神楽保存会）

（天女）羽衣 
（浜横沢神楽）

鳥舞 
（野子供神楽）

道成寺 
（増沢神楽保存会）

法童丸父と対面の場 
（布佐神楽保存会）

宝剣納め 
（大和三輪流西風神楽）

鶏舞 
（津谷川神楽保存会）

五大領四節分 
（愛宕神楽）

八岐の大蛇　大蛇切り 
（西風神楽）

掃部長者物語より　「三
沢御前大蛇の巻」 

（下猿沢南部神楽保存会）

松浦長者観世音申子の
巻（Ⅰ） 

（下猿沢南部神楽保存会）

岩戸開き 
（愛宕神楽保存会）

（天女）羽衣 
（天狗田代々神楽保存会）

道化「お神酒売り」 
（浜横沢神楽）

日光権現 
（愛宕神楽保存会）

鞍馬山 
（大木神楽保存会）

羽衣 
（浜横沢神楽保存会）

屋島の合戦 
（下大籠神楽）

三熊の大人　変化の場 
（愛宕神楽保存会）

鳥舞 
（つくし子供神楽会）

宝剱由来記の内　三熊退
治 

（増沢神楽）
一ノ谷合戦 

（浜横沢神楽保存会）
安宅の関 

（夏山神楽保存会）

鬼一法眼「後編」 
（浜横沢神楽）

高山掃部長者より　身御
供打ち明けの場 

（下猿沢南部神楽）
素戔之嗚尊都入り 

（増沢神楽）
安部ノ保名　葛ノ葉再会
の場 

（夏山神楽）
羽衣 

（天狗田代々神楽保存会）
五大領四節分け 

（増沢神楽保存会）

高山掃部長者より　義
実・佐与姫道中の場 

（下猿沢南部神楽）
鬼一法眼（後編） 

（浜横沢神楽）
田村一代記 

（夏山神楽）
天王舞 

（峠山伏神楽）
信田ヶ森参拝の場 

（愛宕神楽保存会）
法童丸母子の対面 

（富沢神楽）

屋島の合戦 
（布佐神楽保存会）

楠公（父子の別れから、
湊川合戦まで） 

（布佐神楽）

高山掃部長者より　身御
供打ち明けの場 

（下猿沢神楽）

高山掃部長者物語より　
「佐与姫、母再会の場」 
（下猿沢南部神楽）

笹分けの舞 
（早池峰大償野口斉部流
峠山伏神楽保存会）

楠正成首送りの場 
（白浜神楽）

御神酒売り 
（浜横沢神楽）

一ノ谷合戦 
（夏山神楽）

天の岩戸開き 
（布佐神楽）

玉織姫　童児捨子の場 
（布佐神楽）

法道丸母との対面 
（布佐神楽保存会）

一ノ谷嫩軍記 
（気仙沼市　古町神楽）

玉織姫捨て子の場 
（下大籠神楽保存会）

一ノ谷合戦 
（気仙沼古町神楽）

一ノ谷合戦 
（下大籠神楽）

楠公桜井駅の別れ 
（花泉白浜神楽）

五條の橋　弁慶牛若丸
出合の場 

（古町神楽）
踊・お吉物語 

（浜横沢神楽）
日光権現　赤鬼退治 

（古町神楽）
皆鶴姫ゆり上げ漂着の場 

（富沢神楽）

宝剣納め 
（白浜神楽）

信田の森 
（気仙沼古町神楽）

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会

千厩町 
千厩町議会 
千厩町教育委員会

千厩町 
東山町 
大東町 
藤沢町 
川崎村 
室根村 
千厩町議会

（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村各町村長 
各町村議会 
各町村教育委員会

蘇武　運一郎 
黒沢　貞雄

村上護朗 
蘇武運三郎 
蘇武栄登 
小岩隼人 
昆野　昌

－

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
長沢　完治

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
小岩　隼人

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
小岩　隼人

東磐井郡下神楽大会 
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回数　（和暦） 第12回 （平成２年） 第13回 （平成３年） 第14回 （平成４年） 第15回 （平成５年） 第16回 （平成６年）

開催月日（曜日） ７月22日㊐ － ７月19日㊐ － ７月24日㊐

場所 愛宕神楽殿 － 愛宕神楽殿 － 愛宕神楽殿

演目名称
（団体名）

白露 
（天狗田代々神楽保存会）

鶏舞 
（天狗田神楽保存会）

笹分けの舞 
（猿沢峠山伏神楽保存会）

天王の舞 
（峠山伏神楽保存会）

笹分け舞 
（峠山伏神楽保存会）

天の岩戸開き 
（増沢神楽保存会）

信太の森仇討の場 
（増沢神楽保存会）

法童丸母子対面の場 
（夏山神楽保存会）

羽衣 
（津谷川神楽保存会）

牛若丸　法懸の場 
（下大籠神楽保存会）

叢雲の巻 
（曽慶代々神楽保存会）

信太の森親子対面の場 
（曽慶代々神楽保存会）

五條の橋出会いの場 
（気仙沼　古町神楽保存
会）

小敦盛 
（下猿沢南部神楽保存会）

信田の森　保名参詣の場 
（増沢神楽保存会）

叢雲の大蛇斬 
（愛宕神楽保存会）

一の谷合戦の場 
（浜横沢神楽保存会）

五條の橋出会いの場 
（富沢神楽保存会）

河津三郎祐泰最後の場 
（花泉白浜神楽）

壇の浦　扇の的打ちの場 
（富沢神楽保存会）

笹分けの舞 
（猿沢峠山伏神楽保存会）

松浦長者観世音申し子 
（下猿沢神楽保存会）

日光権現 
（愛宕神楽保存会）

日本武尊 
（愛宕神楽保存会）

龍神舞 
（愛宕神楽保存会）

安宅の関 
（夏山神楽保存会）

高山掃門長者 
（愛宕神楽保存会）

一の谷敦盛の初陣 
（津谷川神楽　千代ヶ原
正遊会）

法童丸母子対面の場 
（一関富沢神楽保存会）

羽衣 
（達谷窟毘沙門神楽）

曽我兄弟 
（布佐神楽保存会）

壇ノ浦扇的打ちの場 
(富沢神楽保存会）

一の谷合戦 
（浜横沢神楽保存会）

五條の橋 
（夫婦神楽保存会）

一ノ谷合戦の場 
（夏山神楽保存会）

曽我兄弟仇討の場 
（富沢神楽）

義経椿ケ宮代参の場 
（白浜神楽保存会）

信田ヶ森 
（増沢神楽保存会）

弁慶母と対面の場 
（中野神楽保存会）

法童丸父と対面の場 
（中野神楽保存会）

安部保名捕われの巻 
（白浜神楽）

一の谷合戦の場 
（気仙沼古町神楽保存会）

安部保名捕われの場 
（白浜神楽保存会）

岩長姫宝剣盗取りの場 
（達谷窟毘沙門神楽）

玉織姫童子捨子の場 
（布佐神楽保存会）

四弓 
（峠山伏神楽保存会）

三熊退治 
（増沢神楽保存会）

平敦盛妻別れ 
（白浜神楽保存会）

三宝荒神 
（布佐神楽保存会）

屋嶋の合戦 
（下大籠神楽保存会）

敦盛首討ちの場 
（岡谷地神楽保存会）

権現舞 
（峠山伏神楽保存会）

一の谷合戦 
（布佐神楽保存会）

鶏舞 
（中日向鶏舞保存会）

法童丸 
（夏山神楽保存会）

後援団体

（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村各町村長 
各町村議会 
各町村教育委員会

－

（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村各町村長 
各町村議会 
各町村教育委員会

－

日本芸術文化振興会 
（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村各町村長 
各町村議会 
各町村教育委員会

審査員
村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
小岩　隼人

－

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
佐藤　寿人

－

村上　護朗
蘇武　運三郎
蘇武　栄登
昆野　昌
西城　周郎

東磐井郡下神楽大会歴代プログラム　（主催：東磐井郡下神楽大会実行委員会）

第17回 （平成７年） 第18回 （平成８年） 第19回 （平成９年） 第20回 （平成10年）

７月30日㊐ ７月21日㊐ ７月27日㊐ ７月26日㊐

愛宕神楽殿 愛宕神楽殿 愛宕神楽殿 愛宕神楽殿

式舞　鶏舞 
（中日向鶏舞保存会）

楠正成合戦の場 
（大籠神楽保存会）

三番叟 
（夏山神楽保存会）

岩戸開き 
（里前神楽保存会）

岩戸入り 
（達谷窟毘沙門神楽保存
会）

一ノ谷 
（夏山神楽保存会）

一の谷首取りの場 
（大籠神楽保存会）

機織り舞 
（峠山伏神楽保存会）

天の岩戸開き 
（増沢神楽保存会）

本岩戸開き 
（白浜神楽）

掃部長者物語　高山姫
買いの段 

（野神楽（女性の部））

曽我兄弟元服と母の形見
分け 

（沼崎神楽保存会）

一の谷敦盛の初陣 
（津谷川神楽千代ヶ原正
遊会）

三熊退治変化の場 
（愛宕神楽保存会）

石童丸 
（沼崎神楽）

田村一代 
（夏山神楽保存会）

安宅の関 
（夏山神楽保存会）

重忠と対面の場 
（米山町栗ヶ先神楽保存
会）

日本武之尊草薙之宝剣奉
納 

（本郷神楽保存会）

天之叢雲之宝剣由来記の
内八岐之大蛇退治 

（本郷神楽保存会）

一の谷合戦 
（浜横沢神楽保存会）

鐘巻 
（峠山伏神楽保存会）

天王の舞 
（峠山伏神楽保存会）

牛若丸奥州登り 
（大籠神楽保存会）

高山掃部長者 
（愛宕神楽保存会）

くずの葉子別の場 
（津谷川神楽千代ヶ原正
遊会）

一の谷 
（布佐神楽保存会）

屋島合戦（継信の最後） 
（富沢神楽保存会）

翁舞 
（峠山伏神楽保存会）

屋島の合戦の場 
（富沢神楽保存会）

曽我兄弟陣屋巡り 
（白浜神楽）

屋島合戦（扇の的） 
（布佐神楽保存会）

屋島合戦の場 
（岡谷地神楽保存会）

法童丸魂魄の父に逢う場 
（布佐神楽保存会）

掃部長者物語（母娘別れ
の段） 

（里前神楽保存会）
楠正成桜井の別れ 

（白浜神楽保存会）

羽衣 
（下大籠神楽保存会）

参番叟 
（磐井里神楽保存会）

日本武尊 
（愛宕神楽保存会）

安部の保名捕われ 
（増沢神楽保存会）

壇ノ浦　扇の的打ちの場 
（富沢神楽保存会）

安部保名捕われの場 
（沼崎神楽保存会）

源義経軍勢借り 
（登米町岡谷地南部神楽
保存会）

天の岩戸開き 
（愛宕神楽保存会）

五大領（四季分け） 
（本郷神楽保存会）

赤沢山祐泰遠矢の場 
（中野神楽保存会）

曽我兄弟父の仇討ち 
（富沢神楽保存会）

小袖曽我 
（中野神楽保存会）

源義経　壇ノ浦 
（白浜神楽保存会）

道成寺 
（増沢神楽保存会）

法童丸母と対面 
（布佐神楽保存会）

田村二代 
（中野神楽）

義経、中尊寺月見坂の受
難 

（中野神楽保存会）

日本芸術文化振興会 
（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村 
各町村議会 
各町村教育委員会

日本芸術文化振興会 
（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村 
各町村議会 
各町村教育委員会

日本芸術文化振興会 
（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村 
各町村議会 
各町村教育委員会

日本芸術文化振興会 
（財）岩手県文化振興事
業団 
千厩町 
大東町 
藤沢町 
東山町 
川崎村 
室根村 
各町村議会 
各町村教育委員会

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
西城　周郎

－

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌 
西城　周郎

村上　護朗 
蘇武　運三郎 
蘇武　栄登 
昆野　昌

東磐井郡下神楽大会 
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